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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　CONTENTS








でたまか登場人物紹介


第一章　　アウトニア流の漂流

第二章　　窮状の救助

第三章　　技術者の本懐

第四章　　無力な実力

第五章　　一筋の道筋

第六章　　カンムリ草の夢

第七章　　僕の義務

第八章　　精強なる卑怯

第九章　　堂々たる邪道

第十章　　金色のハサミ

第十一章　ケルプの天敵

第十二章　半ズボンの勇者











[image: ]







[image: ]







　第一章　アウトニア流の漂ひよう流りゆう







「一刻も早く帝てい国こくに伝えなくては……」

　僕ぼくは救きゆう命めい艇ていの情報コンソールのモニターを見つめて思わず独ひとり言ごとをつぶやいていた。

　アウトニア回かい廊ろうのこちらがわにまたたいている多数の赤い光点。それは、帝国の支配下にあったアウトニア回廊が今、敵の手に落ちたことを示していた。




　ザイダベックから最後に脱だつ出しゆつした僕たちは、傭よう兵へい隊の艦かん隊たいとアウトニアの残存艦隊とが入り混じって時折遭そう遇ぐう戦せんを展開するという混乱した空域を漂ただよっていた。

　情報モニターに映し出される通常空間通信の一部を見ているだけで、戦線が混乱しているのがわかる。同盟軍側もミリオン傭兵隊側も、それぞれがてんでんバラバラの行動をとっており、ほとんど艦隊としての体ていをなしていないのだ。

　同盟軍側の混乱の原因は旗き艦かんの喪そう失しつという、指揮命令系統の停止によるものだろうが、ミリオン傭よう兵へい隊側の混乱の理由が、最初、僕ぼくにはわからなかった。しかし、混乱した傭兵隊がスクランブルをかけないで平文の通信を始めたのでその理由がわかった。

　ミリオン傭兵隊は、すべての艦かん艇ていに対し、作戦行動を中止して、推すい進しん剤ざいと弾だん薬やくの使用を抑おさえるように指示していたのだ。

　補給路を断たれたことによる混乱は、同盟軍側の比ではなかったのだろう。

　救きゆう命めい艇ていの情報端たん末まつで、わかることはそれくらいだった。

　ザイダベックから脱だつ出しゆつした救命艇の数は約二百隻せき。

　その、ほとんどは救出されたようだが、僕たちの乗った救命艇はいまだに救出されていなかった。

　理由は、おそらく僕が救難ビーコンの発信を中止したからだろう。ビーコンを発信すればすぐに救助艦かんが来るだろう、しかしその救助艦が、同盟軍の艦だという保証はないからだ。

　僕はれっきとしたマガザン帝てい国こくの貴族で、士官でもある。帝国は傭兵隊にとってはお得意先と言ってもいい。だから最初、もし僕が傭兵隊に捕ほ獲かくされたとしても、手て荒あらな仕打ちはしないだろうと考えていた。

　でも、アウトニアの王女であるメイ王女はそうはいかない。僕がいくら王女は帝国の保護下にあると主張しても、そんな主張はショックガンのきらめきの前に吹ふき飛ばされてしまうに違ちがいない。いや、ここは戦場なのだから、僕の主張どころか僕の命もあっさり星の海に消えてしまったとしても不思議はない。

　軍事顧こ問もんの駐ちゆう在ざい武官が戦せん闘とう中に行方ゆくえ不明になることはよくある話だ。

　僕は救難ビーコンを切るだけでは、不安だった。

　探たん索さくしている艦からサーチビームで救命艇を探さぐられたら、中に僕たちがいることがわかってしまうからだ。そこで僕はサーチビームの波長を分ぶん析せきし、明らかに同盟軍の艦から発せられたものだという確証の持てないビームに対してジャミングとダミーデータをリアルタイムで送り返すことにした。

　この救命艇の中にある有機物の存在……僕と王女のことだが、これは、ごまかしようがないならば、有機物が入っていることがわかっていても、中身を開けて調べるのには二の足を踏ふむものは何だろう。と僕は考えた。そしてたどりついた結論が「生ゴミのコンテナ」だった。

　密閉された宇宙船の中で「生ゴミのコンテナ」を開かい封ふうするのには、かなりの勇気が必要に違いない。

　僕の作戦は成功した。しかし、その結果。僕たちは誰だれからも見向きもされずに宇宙を漂ただようことになったのだ。




　コンソールを見つめる僕の背後でドアをノックする音がした。

「はい！」

　僕ぼくが答えると、ドアの向こうから、おずおずとしたメイ王女の声がした。

「マイド先生……」

　王女は、今でも僕のことを先生と呼ぶ。

　公式の場では「閣下」と呼ばれるが、私的な立場では、僕はメイ王女の家庭教師という立場でしかない。だから「先生」と呼ばれるのが、当然と言えば当然なのだが、戦場で先生と呼ばれるのも妙みような感じだった。

「どうしました？　王女」

「あの……ご飯の用意ができましたけど……」

「わかりました、ありがとうございます。今、データの取りまとめと、ルーティンを組んでますから、これが終わりましたら少し時間ができます、そうしたらいただきます」

　ドアの向こうで沈ちん黙もくが答えた。

「どうしました？」

「いえ……その……ちっとも食事なさらないので……どうしてなのかな、と思いまして」

　王女はそこで言葉を切ってから続けた。

「マイド先生！　用意した食事は、救きゆう命めい艇ていの非常食セットです！　私が作ったものではありません！　だから安心して食べていただけます！」

　僕は思わず笑ってしまった。

　けっこう気にしてるんだな。自分が、料理が下へ手ただということ。

「わかりましたよ、メイ王女様。三分ほど待ってください。一段落ついたら行きますから」

　安心したような小さなため息を残してリビングへと引き返す王女の足音をドア越ごしに聞いてから、僕は、センサーの波長に合わせてダミ－データを送り返すルーティンプログラムの実行命令を口頭で与あたえようとして、口を開け……そのまま口を閉じた。

　もう……。

　ヴァルはいないんだ。

　ヴァル……死別した両親に代わって僕を育ててくれた電子人格のテクノサーバント。

　お前は、ウソをついたんだな、両親が死んだときお前は言ったじゃないか。

『人間と違って、私わたくしには肉体がございません、そのかわりに、死ぬこともございません、私は二度とマイド様にこのような悲しい思いをさせることはありません……』と。

　僕は命令を自力で打ち込むと、涙なみだが出ないように歯を食いしばってコンソールを離はなれた。

　椅い子すから立ち上がると同時に背骨のまわりでバリバリという音がした。

　重力調整サポート付きの椅子でも、まる十二時間座すわっているとさすがに無理が来るみたいだ。

　僕は、大きく伸のびをしながら、救命艇のリビングルームへと向かった。

　リビングルームと呼ぶのも変な話だが、この救命艇は、もともと船室なのだから、そうとしか言いようがない。

　リビングルームの入り口では、メイ王女が僕ぼくを待っていた。

　色白で、ちょっとソバカスの浮いたやさしい笑顔の持ち主。

　清楚さと快活さが同居するこの一人の女の子が今、この戦いの鍵を握っている。

　王女は、僕の顔を見ると、ほっとしたような顔つきになった。

　そうだった。僕は自分の感傷になんか浸ひたってる時間なんかないんだ。

　僕は王女を安心させるように微ほほ笑えんだ。

「終わりましたよ王女。さあご飯にしましょう」

「マイド先生、どうぞ」

　王女に案内されて足を踏ふみ入れたリビングの小さなテーブルには、軽量セラミックのトレイに入った料理が所ところ狭せましと並べられていた。

　それは、レストランのフルコース、いや、満漢全席もかくや、と思わせる豪ごう華か絢けん爛らんな料理のオンパレードだった。

　フカヒレのスープ、メダイヨンステーキのフォアグラ添ぞえ、ミートボールスパゲッティ、すきやき、散ちらし寿ず司し、鴨かものオレンジソース、チョコレートサンデーまである。

　僕は立ちつくした。

　どういうことだ？

　料理の豪華さもそうだが、何といってもその量の多さにびっくりしたのだ。

　メイ王女が微笑む。

「これは全部、非常食セットなんですよ。アウトニアでは『非常時にこそ美お味いしいものを食べよう』というのが合い言葉なんです」

　僕は、カッツ将軍の言葉を思い出した。

『うまいものを食っていれば命を大事にするし、馬ば鹿かなことは考えない』

　アウトニアって……本当に素す晴ばらしい国なのかもしれない。

　でも、そう考えながらも、僕は量の多さに戸と惑まどっていた。

「どうしました？　何かお嫌きらいなものでも……」

　王女が不安そうな声で聞いてきた。

「いえ、どれもこれも、とてもおいしそうで、目移りしてしまいますね」

「良かった！　どんな料理がお好みなのか、わからなかったものですから、マイド先生がお好みそうな料理を全部解かい凍とうしたんです」

　王女はにっこりと笑った。

　その微笑みを見たとき、僕の胸に、熱いものがこみあげてくるのと同時に、かすかな不安がよぎった。

「メイ様……これ、何人分あるんですか？」

「はい！　食料庫にある非常食の三分の一くらい使いました」

　メイ王女は、にっこり笑ってそう言ったあとで、僕ぼくの表情に気がついたのだろう、不安な顔をした。

「どうしました？」

「あ、いや、僕の取とり越こし苦ぐ労ろうならいいんですけど。もし、このまましばらくどこからも救きゆう援えんがこなかったら……と考えたんです」

　メイ王女が、目を見開いて口を押おさえた。

「漂ひよう流りゆうしちゃうんですか！」

「……漂流してるんです」

　水や食料だけでなく、酸素すらない宇宙空間での漂流が何を意味するか。それは常識だった。

　僕は、あわてて王女の目に浮うかぶ恐きよう怖ふを打ち消した。

「あ、いえ。これだけ艦かん船せんが行き来している空間では、何日間も漂流することはないと思います。最悪の場合のことを考えてしまっただけですよ。安心してください」

　王女は自分を責めるような顔をした。

「そうでした。今は非常のときでしたね、なのに私は……そんなことも考えずに……」

　僕はテーブルの上に並んだ料理の皿を見み渡わたした。

　たとえ冷れい凍とう食しよく品ひんといえども、これだけの料理を調理するのは、さぞかしたいへんだったに違ちがいない。
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「ごめんなさい……」

　メイ王女は、消え入りそうな声で答えた。

　僕ぼくはあわてた。

「そんな！　謝あやまるのは僕のほうです。できることを精せいいっぱいやろうとしてくれたあなたを責めるようなことを言ってしまった僕のほうが悪いんです。僕にはあなたを守るという責任がありますから、ついつい最悪のことを考えてしまうんですよ、お許しください」

「でも……」

　王女は、まだ自分を責めていた。

　僕は、こんなことはどうってことはないような顔をして軽い冗じよう談だんを言った。

「そんなに心配しないでくださいよ、メイ王女。もしも食料が尽つきたなら、僕を食べてください。見てのとおり瘦やせっぽちで、そんなに食うところはないかもしれないけど。あなた一人が生き延びるくらいの蛋たん白ぱく質しつはあると思いますから」

「ひえ……」

　王女は真まっ青さおな顔をした。

　いけね。逆効果だった！

「いえ、その……そんなことにならないように努力します！　大だい丈じよう夫ぶです！　僕を信じてください！」

　その、僕の言葉を聞いたとき、王女は、はっとしたように僕を見た。

　そして、小さくうなずいた。

「……すみません、取り乱したりして」

　王女は、そこでいったん言葉を切って微ほほ笑えんだ。

「マイド先生を信じなくちゃいけないのに……」

　その微笑みを見たとき、僕は、自分の顔が赤くなるのを感じていた。

　どうしよう。

　こんなとき、何を言えばいいんだ？

　どうしていいかわからなかった。

　僕はとりあえず、目の前にある皿を取り上げた。

「えーと、じゃあ、とりあえずこれをいただきます」

「はい……」

　王女は僕の向かいに座すわった。

　僕は黙だまってその皿の中身を食べた。

　それは、何かのグラタンだったと思う。

　自分で食べておいて何だが、このとき。僕は自分の食べていたものの正体がわからなかった。

　食事のあと、僕ぼくはそのまま自室にもどって情報コンソールで作業を続けながら通信内容を傍ぼう受じゆしていた。

　今、同盟軍の人々は、おそらく必死になって僕たちを捜そう索さくしているに違ちがいない。

　情報コンソールのスクリーンには、何度もミリオン傭よう兵へい隊の艦かん艇ていと思われる赤い光点と、同盟軍側の艦艇を意味する青い光点が、至近距きよ離りをすれ違う様が映っていた。

　半日前なら遭そう遇ぐう戦せんが始まっていただろう。でも、今日はどちらも戦せん端たんを開こうとはしない。

　双そう方ほうとも戦せん闘とうなんかより大事な任務があるからだろう。

　相手より先に僕たちを発見するという任務が……。

　同盟軍側は、自分たちの王女の存在が明らかにならない限り戦端を開くわけにはいかないし、ミリオン傭兵隊側は今、補給が遮しや断だんされ窮きゆう地ちに陥おちいっている現状をひっくり返すために何がなんでもメイ王女の身み柄がらを確保したいに決まっている。

　メイ王女を先に見つけた方が、この戦いのイニシアティヴを握にぎることになる。

　数時間前あたりから同盟軍もミリオン傭兵隊も、通信にスクランブルをかけず、平文で通信を交かわすようになっていた。

『王女の現在位置は、未いまだ不明！　ザイダベックより脱だつ出しゆつした地点の座標値を再確認せよ！』

『ＮポイントのＷＥＲ座標に漂ひよう流りゆう物あり！　至急調査せよ！』

『マイド少しよう尉いより未だ連れん絡らくナシ！』

　この、同盟軍側の通信内容を傍受したミリオン傭兵隊の通信が急に増えた。

『マイドなる者が王女とともに逃とう走そう中と判明！　情報分ぶん析せきを！』

『マイドなる者のプロファイリングを実じつ施しし、逃走特とく癖へき、性格、性質等を至急分析し、逃にげ込むことが予想される場所に至急探たん索さく艇ていを派は遣けんし、早期に身柄を確保せよ！』

　僕は、なんだか自分が誘ゆう拐かい犯にでもなったような気がしてきたので、通信ウインドウを閉じた。




　結局。この後十二時間経たっても、僕たちは救出されず、僕たちがザイダベックを脱出して、まる一日が経過した。僕たちの乗っている救きゆう命めい艇ていに浴びせ掛かけられるサーチビームの頻ひん度ども半日前に比べると半分以下だった。

　きっと最初の捜索で僕たちを発見できなかったので、捜索範はん囲いを広げたのだろう。

　コンソールに座すわっている僕を睡すい魔まが襲おそってきたのはそのときだった。

　久々に食事らしい食事をしたので、眠ねむくなってしまったのだろう。

　僕はしばらく神経覚かく醒せいプログラムを起動するかどうか悩なやんだが、いさぎよく寝ねてしまうことに決めた。

　ここで無理をして、健康を害したら、僕はカッツ将軍と交わした約束を果たせなくなってしまう。

　そう、メイ王女を守るという約束を……。

　僕ぼくは、組み上げたルーティンプログラムに変数を二～三個追加して、起動命令を与あたえたあとで、制服の上着を脱ぬいで床ゆかに敷しいたマットレスの上に寝ね転ころがった。

　頭の後ろに腕うでを組んで天てん井じようを見る。

　昨日から今日にかけての、いろいろな出来事が頭の中を駆かけ回っていた。

　本当にいろんなことがありすぎた。

　目を閉じると、みんなの顔が浮うかんでは消えていった。

　マリリン中ちゆう佐さ……。

　ビスト国王……。

　マスクワー大たい尉い……。

　カッツ将軍……。

　そして……。

　ヴァル。

　頰ほおを、涙なみだが伝わって落ちていくのがわかった。

　泣いちゃいけない。

　僕は自分にそう言い聞かせた。

　だけど。

　涙は止まらなかった。

　ばか野や郎ろう……何を泣いているんだ！

　泣いてなんかいたら。僕はメイを守ることなんかできないじゃないか。

　メイ……アウトニアの王女。

　料理がへたくそで、そそっかしくて早とちりの……菜の花のような、女の子。

　そして……本物の「お姫ひめ様さま」。

　僕は自分の気持ちに気がついていた。僕は……きっとメイ王女が好きなんだと思う。

　メイ王女を守るのは、帝てい国こく軍の軍事顧こ問もんとしての責任なんかじゃない。カッツ将軍やヴァルと約束したからじゃない。

　たとえ、僕が帝国軍の軍事顧問でなくても。

　カッツ将軍やヴァルと約束しなくても。

　僕はメイ王女を守るだろう。

　自分の、すべての能力を使って。

　僕が生まれて、今日まで生きてきた理由は……。

　きっとそのためなんだ。

　僕が君を守り切ったとき。

　君は、僕だけのために微ほほ笑えんでくれるだろうか？

　……そこまで考えたとき。僕ぼくは気がついた。

　なんてバカなことを考えているんだマイド・Ｂ・ガーナッシュよ……お前は資産も領地も権力もない、ただの貧びん乏ぼう貴族のはしくれでしかないんだ。身分が違ちがいすぎることを忘れたのか。

　お前に許されるのは「帝てい国こくの名みよう代だいとして許されたこと」それだけなんだ。彼女の微笑みはお前に向かって投げかけられているんじゃない。お前の後ろにある「帝国」に向かって投げかけられていることを忘れるな。

　まったく……同じ場所に寝ね泊とまりしてるからって舞まい上がりやがって。どうしようもないヤツだな……お前は。

　僕は毛布を頭からかぶった。

　夜時間になって部へ屋やの明かりは暗くなっていたが、起動しっぱなしの情報コンソールのスクリーンの明かりがまぶしかったからだ。

　宇宙には日の出も日にち没ぼつもない。でも、人間が生きて行くために一日のリズムは必要だったから宇宙船の中にも、アウトニアの標準時間に合わせて昼と夜を作ってあった。

　そのまま目をつぶってじっとしていたのだけど、僕は寝ねつけなかった。

　目を開けると、そこに隣となりの部屋とつながるドアが見えた。

　あの向こうにメイ王女は寝ている。

　薄うすい強化軽複合材のドア一枚を隔へだてて。メイは眠ねむっている。

　僕にとって、そのドアはＳ級重装そう甲こう戦せん艦かんの六メートルはある主装甲板よりも厚く思えた。

　あのドアは僕の手で絶対に開けることのできない構造になっているんだ。

　……でも。

　向こうから開けてきたら……。

　は！

　ばかばかしい。

　いいかげんにしろよマイド！

　僕がため息をついて寝返りを打ったとき、小さなノックの音がしたような気がした。

　……疲つかれているんだな。幻げん聴ちようが聞こえるなんて、僕は欲求不満なんだろうか？

　そう考えたとき。

　もう一度ノックの音がした。

　聞き間違いじゃない！

　僕はあわてて飛び起きるとドアに向かって駆かけ寄った。

「どうしました！」

　ドアの向こうからメイ王女の声がした。

「あ……起きていらしたんですね、マイド先生。あの……大事なお話があるんですけど」

　僕はドアのロックを確認した。

　このドアのロックは向こうからしか解除できないようにしてあったのだが、そのロックは解除されていた。

「ドア……開けますよ」

「はい、どうぞ」

　僕ぼくは思い切ってドアを開けた。

　二十センチほど開けたとき、ドアのすぐ向こうに、思いつめたようなメイ王女の顔が見えた。

「どうしたんですか？　どこか故障でも……」

「いえ、そのようなことではありません。私……夕食のときからずっと考えていたんですけど」

「何をですか？」

　メイ王女は両手の指を胸の前で組んで僕に向かって言った。

「お願いです！　私を食べてください！」







　第二章　窮きゆう状じようの救助







　僕の中で一いつ瞬しゆん、野や獣じゆうが目め覚ざめそうになった。

　そりゃあそうだろう。僕だってれっきとした一人の男性なんだ。

　夜……部へ屋やのドアをノックされて。そしてドアを開けたらそこにかわいい女の子が立っていて、いきなりその子に、

「お願い！　私を食べて」

　なんて言われたら、どうなると思う？

　ましてその子は、僕が大好きな女の子なんだ。

『いただきます！』

　僕は喉のどまで出かかった、その言葉を必死に飲み込むと、最大限の自制心を振ふり絞しぼってメイ王女に話しかけた。

「あの……メイ王女。いきなりそんなことを言われても困っちゃいますよ」

　メイ王女は僕の言葉を聞いていなかった。

「昨夜ゆうべ、マイド先生がおっしゃった言葉の意味をずっと考えていたんです。このまま漂ひよう流りゆうが続いて、食料が尽つきたときのことを……マイド先生はアウトニアにとって一番大切な人です！　この……私なんかよりずっとずっと大切な人なんです！　だから……生き残るのはマイド先生の方じゃなきゃいけないんです！」

　その思いつめたような王女の瞳ひとみに映っていたのは僕ぼくではなかった。

　マガザン帝てい国こくの名みよう代だいとしてアウトニアに赴ふ任にんした、マイド・Ｂ・ガーナッシュの姿だった。

　そうか……。

　そうなんだ。

　僕はアウトニアにとって一番大切な人間であって。

　メイにとって、じゃないってことなんだ。

　僕の中で遠とお吠ぼえをしていた野獣が急におとなしくなった。

「メイ王女……」

「はい？」

「君を餓うえさせるくらいなら、僕を食べてくれというのは本気なんだよ」

　メイ王女は何かを言いそうになったが、僕はそれにかまわず続けた。

「なぜなら、僕には責任がある。帝国の士官として、そしてダイテツ皇こう帝ていの名代として、アウトニアと君を……この僕の命に代えても守らなくちゃならない。それは、カッツ将軍と、ヴァルと、そしてママン女王とビスト国王との約束なんだ。だから、僕は喜んで君に食われるつもりだ、君に食われるなら光栄だ」

　僕は笑った。

　それは、僕の素す直なおな気持ちだったからだ。

「そんなことありません！　だって……私……ただの女の子なんです！　軍隊のことも……作戦も何も知りません。マイド先生と私を比べたら私なんて本当にただの蛋たん白ぱく質しつのかたまりだと思うんです。だから……せめてマイド先生に食べてもらうことぐらいしか私にはできないんです！」

　メイ王女は上気したような表情で僕を見つめた。

　まいったな……。

　それにしても……夜中に若い男女がドアを挟はさんでする会話じゃないよな。

　僕はもう一度微ほほ笑えむと、降参するように両手を小さく挙げた。

「わかりました、メイ王女の御お覚かく悟ご、しかと、うけたまわりました」

　その口調にからかいの色を感じたのだろう、メイ王女が僕をにらんだ。

「冗じよう談だんではありません！　私は本気なんです！」

　けっこう一いち途ずなところがあるんだな……僕はメイ王女の新しい一面を見たような気がして少し驚おどろいた。

　そして、それと同時にちょっとイタズラ心が浮うかんだ。

「本気なんですか？」

「ええ！　本気です！」

「ふーん……それは、男に向かって『私を食べてください』って本気で言ってるという意味に取っていいのかな？」

　メイ王女は一いつ瞬しゆん目を見開いた。

　そして見る見るうちに真まっ赤かになって下を向いた。

「あ……あの……それは……ちょっと意味が違ちがうんですけど……その……」

　耳の先まで真っ赤だ。

「でしょう、さあ、もう夜も遅おそいですよ、寝ねてください」

　僕ぼくは笑いながらそう言ってドアを閉めるために、ノブに手をかけた。

　閉めようとしたドアの向こうで、メイ王女の声がした。

　それはとても小さな声だった。

　その声は、僕の耳に、こう聞こえた。

「……いい……」

　僕は一瞬耳を疑った。

　そして、もう一度聞き返そうとしたそのとき。

『ごごごごぅぅん！』

　部へ屋や全体つまり僕たちの乗っている救きゆう命めい艇てい全体に大きな音が響ひびきわたった。

　そして、それと同時に救命艇全体に微び妙みような慣性のずれが生じた。

「今の音は？」

　メイ王女の驚く声を聞きながら僕は、情報コンソールに駆け寄って、外部センサーの数値を確認した。

　慣性移動のベクトルの数値が大きく変わっている……ということは……。

　僕は、ためらうことなくメインスクリーンのジャミングスイッチを入れて、メイ王女をふり返った。

「ロボットアームのようなものに救命艇を確保された音のようです！　同盟軍なのかミリオン傭兵隊なのか、確認してみます！　聴音センサーと赤外線センサーを使用されるかもしれませんから声を立てずに僕のそばに来てください」

　メイ王女は、真っ青な顔をしてうなずくと僕のすぐ横にやってきた。

　赤外線で分析されたとき、センサーにひっかかる熱源は一つの方がいいと思ったからだ。

　警告音が鳴らなかったということは、おそらく同盟軍側の船に違いないと思うが、万が一ということがある。

　僕ぼくは情報コンソールを操作しながらメイ王女に言った。

「僕の背中にくっついてください」

「え？」

　背中の声がとまどっていた。

「いいから早く！」

「は……はい……」

　やがて、僕の背中にふわりとやわらかなものが当たる感触がして背中が温かくなった。

　その温かさを感じたとき。僕は一瞬、とても奇妙な感覚におそわれた。

　懐かしいような……それでいて悲しいような……この感覚は、いったい何なのだろう。

　背中から染み込んできたメイ王女の体温が、胸のずっと奥の方にある何かに届いたような気がしたそのとき、ロボットアームの外部端子から通信が入ってきて僕は我に返った。

「こいつに乗ってるのはマイドだろ？　生ゴミコンテナに偽装するとはあんたらしいねえ、ずいぶん捜したんだよ。メイ王女は、お元気かい？」

　それはまごうことなきマリリン中ちゆう佐さの声だった！

　僕は以前ヴァルがマリリン中佐の声で話したときの認識音声パターンを呼び出した。

　……合がつ致ち係数九九・九九。

　間ま違ちがいない。

　本物のマリリン中佐だ……と思う。

　僕は外部モニターを作動させた。

　そこに映っていたのは外がい壁へきパネルがモザイク状に微妙に色が違うオンボロＮ型コンテナ貨物船……。

　シザーズ・クイーンの勇姿だった。

　間違いない、あんな「宇宙船の盆ぼん栽さい」を造って飛ばすルサ機関長みたいなヒマ人が、二人も三人もいてたまるものか。

　僕は通信回路を開いた。

「マリリン中佐！　お久しぶりです、ええ、メイ王女はお元気ですよ」

　通信機の向こう側で、心底驚おどろいたような口調でマリリン中佐が答えた。

「え！　あんた、本当にマイドかい？　冗じよう談だんじゃないだろうね！」

「冗談も何もないですよ、僕に話しかけてきたのはあなたじゃないですか」

「ちょっと待って……何やってんだいカワハヤ！　早く映像を繫つなぎなよ！」

　カワハヤ通信士の声が聞こえた。

「坊ぼうやのジャミングフィルタは特注なんだよ！　そっちから解除してくんねえと、こっちじゃ映像信号が取れねえんだ！」

　僕はフィルタを切った。

　メインスクリーンが二～三回揺ゆれてから映像が回復した。

　スクリーンには見覚えのあるシザーズ・クイーンのメインブリッジと、そこに座すわっている乗組員たちの姿が映った。

　マリリン中ちゆう佐さは、僕ぼくを認めると、にっこり笑って敬礼した。

「や！　マイド少しよう尉い殿どの、そしてメイ王女様。お迎むかえにあがりました」

　そして、そう言い終わると同時にマリリン中佐はブリッジのメンバーに向かって振ふり返った。

「ビンゴ！　大当たりだよ！　私だけだからねこのコンテナに賭かけてたのは。カワハヤ！　オッズは何倍だい？」

「えーと四・六の八だから……三十二倍？」

「え？　噓うそだろ？　なんでそんなことになるんだ？」

「センサーが五回繰くり返して生ゴミコンテナだとはじき出したときに、俺おれたちはこいつをスラッシュポイントにしちまったんだ、姉あね御ごだけだ。こいつに賭けてたのは」

「へへん！　だから言っただろう、マイドを見くびるなって。わたしは、こいつの性格の悪さをよーく知ってるんだ。救難ビーコンを切るどころか生ゴミコンテナなんてシロモノに化けて目をくらますくらいのことは平気でやってのける人間なんだよ」

「ここまで完かん璧ペきに化けてるとは思わなかったぜ」

「あんたらは人間が甘あまいよ」

　マリリン姉御たちは、また、賭けていたらしいな。

　スクリーンから聞こえてくるマリリン中佐たちの会話を聞きながら、僕の心の中には、これで助かったという安あん堵どの気持ちと、メイ王女と二人きりですごせる時間が終わったことを、残念に思う気持ちが混ざった複雑な感情が渦うず巻まいていた。




　僕はシザーズ・クイーンのブリッジに乗り込むと、すぐに情報コンソールを起動させて、付近の空域で捜そう索さくに当たっている同盟軍の艦かん船せん十数隻せきすべてに対して最大戦速で後退するように指示を出した。

　その指示を見たマリリン姉御が怪け訝げんそうな顔で聞いてきた。

「なんでそんな命令出すんだい？」

「捜索している船の一隻だけが捜索を止めて反転して猛もうスピードで逃にげ出した……。敵はその船の行動を、どう見ると思います？」

　マリリン姉御は、はっとした。

「何か……大切なものを見つけて、それを一刻も早く持って帰ろうとしている……」

「そうです。ミリオン傭よう兵へい隊にとって、それは喉のどから手が出るほど欲しいものです、でも、みんなでいっせいに動けば……」

　僕の言葉が終わらないうちに、情報コンソール上のミリオン傭兵隊の通信量を示す値が跳はね上がった。

　そして、敵味方識別位置表示が大きく動きはじめた。

　いきなり動き出した数十隻せきの宇宙船の、どれに本物の「王女」が乗っているのか、判別がつきかねた傭よう兵へい隊は、そのすべてに対して追つい跡せき命令を出したのだろう。

　スクリーンの中で動いている赤い光点と青い光点の数は、ほぼ同じくらいの数だった。

　でも、同盟軍側の宇宙船の数は、非武装か、ほんの気休め程度の武装しかしていない特務艦かんや輸送船も含ふくめての数字だ。

　純然たる戦せん闘とう艦かんの数を比べれば、同盟軍側は圧あつ倒とう的に不利だった。

　主しゆ砲ほうの一いつ斉せい射しや撃げきを食らえば、半数は宇宙の塵ちりと化してしまうだろう。

　しかし、ミリオン傭兵隊側は、ほとんど発はつ砲ぽうしなかった。

　人質を生きて確保したかったのと、補給の不安のせいだと思うが、その結果、僕たちは全速力で飛ぶ宇宙船による鬼おにごっこを展開するはめになった。

　シザーズ・クイーンは、艦全体からギシギシと不気味な音を立てながら、それでも必死になって最大戦速を出しはじめた。

「いつ外がい壁へきが分解するかわからないから、全員アウタースーツ着用！」

　マリリン姉あね御ごの声は真しん剣けんだった。

　僕たちはあわててアウタースーツ、つまり簡単に言ってしまえば宇宙服だが、こいつを着込んでブリッジに陣じん取どった。

　僕の横にはメイ王女が座すわっていた。

　船室にいるように言ったのだが、王女は、その勧すすめをきっぱりと断ってこう言った。

「私はマイド閣下とともにいます」

　マリリン姉御は、ちょっとびっくりしたような顔をしたあとで、にやっと笑って言った。

「まあ……このボロ船じゃあ、どこにいても同じようなモノだからねえ。いいですよ好きにして」

　そして、メイは僕のコンソールの横の席に座ったのだ。

　マリリン姉御のにやにや笑いは、しばらく消えなかった。

　そう、本気の鬼ごっこがはじまるまでは。




「後方三万リード、哨しよう戒かい艇ていらしきもの追つい尾び中！」

「ルサ！　もっとスピードは出ないのかい！」

「これで限界ですよ！」

「カワハヤ！　ジャミングはやってるんだろうね！」

「ああ、坊ぼうやと一いつ緒しよに最大限のジャミングをかけてる！　あいつはさっきから応おう援えんを呼んでるけど、ことごとく妨ぼう害がいしてやった！　だから応援が来ねえんだ」

「相対速度マイナス二・五、じりじり追いつかれてます！」

「相手の力場圏に取り込まれたらおしまいだよ！　ルサ！　カワハヤ！　なんとかしな！」

「んじゃ始めっか。名づけてやまんば作戦！」

「なんか言った？」

「姉あね御ごのことじゃないですよ！　まったくもう最近ひがみっぽいんだから……やっぱりトシのせいかねえ」

「ごちゃごちゃうるさい！　このスカポンタン！　さっさとやんな！」

「へいへいわかりやんした、あ、それ、ポチッとな」

　カワハヤ航宙士が自分のコンソールの上に取り付けられた赤いボタンを押おすと、シザーズ・クイーンの後方で小さな爆ばく発はつ音がして、船全体の質量が減少した。

　コンテナを切り離はなしたらしい。

「へへへ、こいつは昔話からヒントを得て考えた作戦でね」

　後方警けい戒かいセンサーのビジュアル画面には、切り離されたコンテナが後落していくのが映っている。

　そのコンテナが、追つい尾びしていた傭よう兵へい隊の哨しよう戒かい艇ていの鼻先まできたとき。

「そーれ山になれぃ！」

　カワハヤ航宙士は、そう叫さけぶともう一つのスイッチを押した。

　ビジュアル画面が、一いつ瞬しゆんにして白くなり、センサーは、すべてめちゃくちゃな数値を示している。

「あいつの中身は、ありとあらゆるセンサーに反応する物質、超ちよう磁性体の削けずりカスや、高温プラズマ反応体、放射性物質なんかをごちゃまぜにしたヤツだ、とーぶんあの船のセンサーは役に立たねえ」

　カワハヤ航宙士は、「けけけけ」と、笑った。

　きっと子供の頃ころ、落とし穴に友達を落としては、こんな風に笑っていたんじゃないかな、この人は。

「敵てき艦かん停止！」

「よっしゃ！　一匹ぴきまいた！　今のうちにトンズラこくぞ！　ルサ！　一発頼たのむ！」

「よっしゃあ！　慣性航法切って高機動バーニア吹ふかすぞぉ！　捉つかまってろよお！」

　ルサ機関長がわめくと同時に両手に握にぎったピクトレバーをぐい。と引いた。

　ごきごきがきゅきりりぃいい！

　ブリッジ、いや、シザーズ・クイーン全体に表現しがたい音が響ひびき渡わたると同時に僕ぼくたちはシートに思いっきり押おしつけられた……と言うよりシートに叩たたきつけられた。

　耳に聞こえてくる、ばきばきという音の半分は、僕の身体からだの中から聞こえた。

　息ができないほどの圧力の中で、シート全体が、がくがくと揺ゆれていた。

　そして、突とつ然ぜん僕のシートの背もたれがはじけ飛び、ハーネスがちぎれた。

　最大戦速で航行中に、さらに高機動加速をかけたその加速度に、老ろう朽きゆう化していたシートとハーネスが耐たえられなかったのだろう。

　僕ぼくの身体からだはシートから飛び出すと、後方の隔かく壁へきめがけてふっとんだ。

　自分の身体が宙を舞まうのがわかった。

　スローモーションのような光景の中で。

　誰だれかが僕の右手をつかむのが見えた。

　それは、メイ王女だった。

　アウタースーツのヘルメットの向こうにメイの顔があった。

　メイは僕の手を必死に握にぎっていた。

　でも、僕の身体全体の質量を片手で支えきれるわけがなかった。

　僕の手を握ったメイの手がずるずると外れかけた。

　メイはシートの端はしをつかんでいた方の手を外すと、僕の右手を両手でつかんだ。

　メイの顔が苦痛にゆがむのが見えた。

　シートのハーネスがメイの身体に食い込んでいるのが見える。

　僕の身体全体の質量をメイは必死に受け止めていた。

「ばか！　離はなせ！」

「いや！」

　しびれるような轟ごう音おんの中で、そんな会話をかわしたような気がする。

　気の狂くるうような慣性移動は何分ぐらい続いたのだろう。

　いや、実際には数十秒だったのかもしれない。

　嵐あらしは唐とう突とつに終わった。

　慣性移動人工重力装置が回復するのと同時に僕たちはもつれ合うようにして落ちた。

　ルサ機関長が大声で叫さけんだ。

「どうだ？」

「いててててて。え？　どうだって……？　あ、追っかけてたヤツのことか？」

　カワハヤ航宙士は二～三回頭を振ふると、モニターをのぞき込んだ。

「ぼーぜんとしてるようだな、まあ、すべてのセンサーがダメになって、あわててバックアップ立ち上げてみれば追いかけていたはずの俺おれたちの姿がなくなってりゃそうなるだろうさ」

「あいたたたた、それにしても、もうちょっとマシな操縦はできないのかねえ」

　マリリン姉あね御ごの声を聞きながら目を開けると。

　メイのシートはリクライニングのレバーが作動したのだろう。完全に背もたれが倒たおれてしまっていて、僕はメイの上におおいかぶさるような形になっていた。

「ケガはない？」

「大だい丈じよう夫ぶだと……思います」

「ありがとう……」

「いえ……」

　メイは微ほほ笑えんだ。

「お役に立ててうれしい……」

　かわいい笑え顔がおだな……。

　僕ぼくがそう思ったのと同時に。




『ごん！』




　僕のアウタースーツのヘルメットに衝しよう撃げきが走った。

「いてて」

　見上げると、そこに腕うでを組んでそそり立つ、怒いかりに燃えたマリリン姉あね御ごの姿があった。

　どうやら蹴けりを一発食らったらしい。

「この非常時にお姫ひめ様さまを押おし倒すとはいい度胸だ、誉ほめてやる」

「え？　あ！」

　僕はあわててメイの上から離はなれた。
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「これはですね、僕のシートのハーネスがちぎれて、それでですね」

　説明しようとした僕ぼくのヘルメットを、マリリン姉あね御ごはもう一回小こ突づいた。

「バカ、アウタースーツの上から何ができるんだい、押おし倒すも何もあるもんか」

「はあ……」

　僕は思わずヘルメットの上から頭をかきそうになってしまった。

　マリリン姉御は、しばらく僕とメイ王女を見比べていたが、やがてケラケラと笑い出した。

「どうかしましたか？」

　マリリン姉御は、実に楽しいものでも見るかのように僕たちを見て言った。

「何もなかったんだねえ……あんたら」

　一いつ瞬しゆん、姉御の言葉の意味がわからなかった。

　でも、僕の横でメイが真まっ赤かな顔になったので意味がわかった。

「あ……だって……その……そんなこと、できるわけが……」

「ああ、わかったわかった、別にあたしがどーのこーのと言う筋合いのこっちゃない、ただね、あんたらは二人きりで二十四時間以上一つの部へ屋やの中にいたんだ。それが、どーゆー意味を持つのか考えな……」

　マリリン姉御は、そこで言葉を切ると、僕をびしっ！　と音がするくらいの勢いで指差した。

「特にマイド！　あんたがしっかりしなきゃダメだかんね！」

　僕は思わずうなずいてしまった。

「まったく優ゆう柔じゆう不ふ断だんな坊ぼうやは扱あつかいに困るよねえ……まあ、そこがマイドらしいと言えばマイドらしいんだけどさ……」

　姉御はそう言うと肩かたをすくめた。

　そして、僕たちをにやにや笑いながら見ていたルサ機関長とカワハヤ航宙士の方に振ふり向くと、吠ほえた。

「何笑ってんだい！　今のうちにさっさとトンズラするんだよ！」

「アラホラサッサイ！」

　二人はバネ仕じ掛かけの人形のように飛び跳はねるとコンソールの方を向いた。







　第三章　技術者の本ほん懐かい







　完全に追っ手を振ふりきったことを確認して、シザーズ・クイーンのブリッジに、ほっとした空気が流れる中で、マリリン姉あね御ごが、凝こった肩かたを、ほぐすように回してから僕ぼくに振り向いた。

「やれやれだね、マイド、ちょっとみんなにお茶でもいれてやってくんない？」

「はい」

　そう返事をして、シートを立とうとしたとき、僕より早くメイ王女が立ちあがった。

「私がやります！　いえ、私にやらせてください」

　マリリン姉御は、ちょっと驚おどろいたようだった。

「いくらなんでも王女様にお茶いれさせるわけにはいかないよ」

　メイ王女は首を振ってから微ほほ笑えんだ。

「私にできることって、それくらいなんです。私から存在価値を取らないでください」

　マリリン姉御は吹ふき出した。

「何言ってんだい、あんたは王女なんだよ、王女であるってだけで充じゆう分ぶん存在価値があるんだ」

「でも、そんな立場なんか、ここでは何の価値もありません。だから皆みなさんの役に立ちたいんです、ここにいらっしゃる方の中で、手が空いているのは私だけなんでしょう？」

　マリリン姉御は微笑んだ。

「そう、じゃあ悪いけどみんなに飲み物配ってちょうだい、レシピはベンダーに登録してあるから、ボタン押おすだけでＯＫだから」

「はい！」

　メイ王女は、うれしそうに奥おくのギャレーへと駆かけて行った。

　その後ろ姿を見送ったあとでマリリン姉御は僕に振り向いた。

「ねえ、マイド、付加価値ってどんなものか、あんた知ってるかい？」

　いきなり聞かれて、僕はとまどった。

「付加……価値ですか？」

「そう、付加価値」

　なんて答えればいいんだろう……。

　良い答えが見つからなかった僕は、ありきたりの回答をした。

「それは、本来持っている価値に、さらにプラスされる価値ってことですよね」

　マリリン姉御の右の眉まゆが上がった。

「あんたらしくない、まっとうなお答えだねえ。見えるものが違ちがうのか、それとも単に鈍にぶいだけなのか……」

　そのとき、メイ王女がギャレーからケータリングケースに入れたドリンクパックを下げてもどってきた。

「すみません、……オートベンダーの具合が悪くて……皆様のレシピを読んでそのとおりに作ってきたんですけど……」

「ありゃ、また壊こわれたかな、あとでちゃんと直しておきますよ」

　ルサ機関長は、すまなそうに頭を下げてメイ王女から自分用のドリンクパックを受け取った。

　ブリッジにいた全員にドリンクパックが行き渡わたって、それぞれが自分のドリンクに口をつけたとたん、なんとも言い様のない視線がブリッジを飛び交かった。

　なんだ？　みんな、いったいどうしたって言うんだ？

　不ふ審しんに思いながら僕ぼくは自分のドリンクパックの中身を飲んだ。

　そして……。

　僕はブリッジに飛び交っている視線の意味を知った。

　オートベンダーに入っているのは、安物の高圧縮フリーズドライのインスタントコーヒーや香こう茶ちや類で、たいしたものは入っていない。誰だれが作ったって同じような味になるのに違ちがいない。

　だとしたら……王女は天才なんだろう。

　インスタントコーヒーをこんなに不ま味ずく作れるのは天才としか言いようがないじゃないか。

　マリリン姉あね御ごが、ぽそり、と言った。

「これが……まあ、付加価値の味ってヤツかね」

　そのとき、突とつ然ぜん警報が鳴った。

「敵だ！」

「なんだって？　まいたはずじゃなかったのかい？」

「さっきとは別口だ！　今度は……」

　センサーモニターを見たカワハヤ航宙士が一いつ瞬しゆん絶句したあとで叫さけんだ。

「Ｓ級高速駆く逐ちく艦かんだ！」

「高機動非慣性航法に備え、総員ハーネス着用！　各ギミック強制固着開始！」

　マリリン姉御の声とともに、ブリッジにいた全員がコンソールの上に置いてあったドリンクパックをシートの横のトラッシュスリットに放り込んで、ハーネスの固着ボタンを押おした。

　今度は壊こわれないでくれよ！

　交こう換かんしたばかりの自分のシートとハーネスにそう呼びかけながら、僕は一瞬、ドリンクパックをトラッシュスリットに放り込む理由を作ってくれたミリオン傭よう兵へい隊の駆逐艦に感謝してしまった。

「マイド！　高次元通信へのジャミングを開始しろ！」

　カワハヤ航宙士の声が飛ぶ。

「やってます！　多層センサーへのダミーデータ転送も開始しました！」

「加速するぞ！　つかまってろよぉ！」

　ルサ機関長の声とともに、シザーズ・クイーンが不気味に振しん動どうしはじめた。

「どう？　振ふりきれそう？」

　マリリン姉あね御ごが心配そうに聞いた。

「相手は最新型の高速駆く逐ちく艦かんですよ、出力比で言えばドン亀かめとイルカぐらい差があるんだ、常識で考えればどうやったって勝ち目なんざありゃしませんよ」

　ルサ機関長は、カワハヤ航宙士に向かってニヤリと笑いかけて、言葉をつけ足した。

「常識で考えれば……だけどな」

「そう、常識で考えれば、無む駄だ、無理、無茶でも、常識なんかで考えなければ、意外と道は開けるものさ」

　カワハヤ航宙士は、半分真ま面じ目めな顔でそう答えると、コンソールから、なにやらコマンドを打ち込んだ。

「さて、常識破りのやまんば作戦第二弾だんの開始だな」

「第二弾があるんですか？」

「あーるある、いくらでも出てくるぞ。こんなときに奥おくの手ての二つ三つ用意しとくのは、あたりまえのことだ。『こういうこともあろうかと』こそ技術者の本ほん懐かいよ。マイド、お前さんが、救きゆう命めい艇ていを生ゴミコンテナに化けさせたデータ、まだ持ってるか？」

「ええ、ありますけど」

「そいつの偽ぎ装そうレベルを数段落としてくれ、言っとくけど見え見えってレベルじゃないぞ。何というか、普ふ通つうの人間が偽装してる……ってレベルでいいから、すぐできるだろ」

「はい！」

　僕ぼくは、急いで五重のフィルターと三十六桁けたの変数組くみ換かえによるセンサーデータへのジャミングコードなどを削さく除じよして、その代わりに僕とメイ王女のメディカルデータを入力したものを作り上げた。

　このデータをセンサーが感知すれば通常のモニターなら、生ゴミのコンテナだと表示するだろう。しかし、いくつかのフィルターをくぐらせると、僕とメイ王女のメディカルデータが、その中に浮うかび上がるように細工したのだ。

「できました！」

　僕が情報デスクに転送したデータをカワハヤ航宙士は、しばらく無言で見ていたが、やがてニヤリと笑った。

「よっしゃ！　エサとしちゃあ最高の出来だ！　こいつをさっき回収した救きゆう命めい艇ていに転送して切り離はなすぞ、そーれ谷になれぃ！」

　やがて、小さな爆ばく発はつ音が後方から聞こえてくるのとともに、僕の目の前にある質量カウンタの数字が減少した。

「よっしゃ、切り離はなし成功！　次は、あの救きゆう命めい艇ていのカウンタバーニアを作動させて減速させるぞ、追っ手の連中は、どっちを追いかけるか迷うだろうが、センサリングデータを見たら絶対あっちを回収にかかる、そのスキに距きよ離りをかせぐぞ！」

　センサーモニターには、シザーズ・クイーンを追つい跡せきしていた高速駆く逐ちく艦かんが減速して、僕ぼくたちが切り離した救命艇を回収にかかるのが映っていた。

「くいつきました！」

「よっしゃ！　本気で逃にげろよ、きっとめちゃくちゃ怒おこって追いかけてくるはずだから」

　ルサ機関長が、いぶかしげな顔をした。

「なんで怒るんだ？」

「あの救命艇には今、ディスポーザーで粉ふん砕さいした生ゴミや、バイオ培ばい養よう槽そうに沈ちん殿でんしていた汚お泥でいなんかが詰つめ込んであるんだ、それも高圧縮の状態でな。知らないでハッチを開けたら、さぞかし面おも白しろいことになるぞお」

　カワハヤ航宙士は、再び「けけけけけ」と笑った。

　密閉された宇宙船の中で、そんなモノが霧きり状じようになって噴ふき出したら、船内が、どんなことになるのか、僕は想像したくなかった。

　ルサ機関長が、あきれたように言った。

「生物兵器の使用は条約で禁止されてるんだぜ」

「あいつは生物兵器じゃねえ『なまもの兵器』と呼んでくれ」

　ルサ機関長は小さくため息をつくと、再びピクトレバーに手をかけた。

「とにかく、距離をかせぐしかねえな、しっかりつかまってろよお」

　シザーズ・クイーンは、再び『ごきがききゅろろろ』という音とともに振しん動どうをはじめた。

　なまもの兵器を詰め込んだ救命艇を切り離して、約一時間が過ぎたころ、僕ははるか後方から火の玉のようになって追跡してくる敵てき艦かんを発見した……それも三隻せき。

　センサーのデータは、先頭に立っているそいつの正体が、さっき僕たちを追いかけていたＳ級高速駆逐艦であることを教えていた。

「来ましたよ、カワハヤさん、怒いかり狂くるったさっきの駆逐艦が、仲間引き連れて……」

「おう、こっちでも見てる、推進材の節約なんて考えはアタマっから無視してるみたいな加速だな」

　僕は、急いで相対速度を計算した。

　こっちはオンボロ貨物船であっちは最新式の、それもスピードの速さが売り物の駆逐艦が三隻……どうやっても逃げきれそうになかった。

　僕の計算したデータを自分のパーソナルモニターで見たマリリン姉あね御ごがわめいた。

「どーすんだよカワハヤ！　火に油注ぐような真ま似ねしちまったあんたがいけないんだよ！」

「いやあ姉あね御ご、ちょいと計算違ちがいしただけっすよ、あんなに粘ねん着ちやく質しつな性格だとは思わなかったんですわ。ちゃんとリカバリーの手段は考えてありますって。さーて、やまんば作戦第三弾だん！　いってみよー」

　カワハヤ航宙士は、これ以上楽しいことはない、といった口調で答えた。

　不安になった僕ぼくは、思わずカワハヤ航宙士に聞いてしまった。

「第三弾って……何をする気なんですか？」

「八番コンテナの中身見てみな」

　僕は積荷管理ソフトを開いて搭とう載さい物品を確認した。

　そのコンテナに詰つまっていたのは、中古の汎はん用よう救命ポッドと、機能停止になっている古いバイオドールの群れだった。

「救命ポッドじゃないですか」

「そうさ、四十八時間以内に救出されることを前提に使われる個人用の救急救命ポッドさ。こいつをこれからバラ撒まきながら逃にげるんだ」

「それは……確かに敵の気を引くとは思いますけど、カラのポッドなんかすぐにバレちゃうんじゃないですか？」

　カワハヤ航宙士は、ちょっと驚おどろいたような顔をした。

「おや、あれだけ徹てつ底てい的な偽ぎ装そうをやってのけたマイドとも思えない言葉だな、俺おれが中身のない救命ポッドなんて芸のないシロモノを使うと思うのか？」

「……中に何を入れるんですか？」

「メイ王女さ」

　僕たちの会話を聞いていたメイがびっくりしたように僕たちを見た。

「あ、悪い悪い、びっくりさせちまったようだな。別にメイ王女を救命ポッドに入れて放り出そうってわけじゃない、あのポッドの中に、いっしょに積んである安物の着せ替えバイオドール……ブティックから下取りした中古のマネキンだが、こいつを入れるんだ。メディカルデータパターンをメイ王女のものに差し替かえたヤツをな。こいつを目の前に放り出されたら、誰だれだって無視していくわけにはいくまい」

　そうか……でも、同じようなパターンでは見破られてしまうかもしれないな。

　バイオドールには、確か音声サンプリング機能もついていたよな……。

「そのバイオドールに、もうちょっと工夫を加えていいですか？」

「いいけど……いったい何をする気なんだ？」

「この身代わりバイオドールたちに、モノマネをさせるんです」

　僕はそう言うと、メイに向かってアウタースーツの中にあるインカムを作動させるように身み振ぶりで示した。

『はい、なんでしょう』

　インカムで話すメイの声を、僕ぼくはそのままサンプリングコードで取り込んだ。

「そのままお話しねがえませんか？　あなたの声を取り込んで、その声で身代わりバイオドールに話してもらうつもりです」

『あの……いきなりそう言われましても……どのようなことをお話しすればよろしいのでしょうか？』

　メイはとまどっていた。

「そうですね……では私がこれからあなたの前のモニターにセリフをお送りしますから、そのとおりにお話しねがえませんか？」

『はい、わかりました』

　僕がメイの様々な声をサンプリングしていると、後方警けい戒かいシステムとにらめっこしていたマリリン姉あね御ごの悲鳴じみた声が聞こえた。

「また増えた！　なんでこんなに集まってくるのよ！　どうしてこの船にメイが乗ってるってわかるんだ？」

「まったくですよ、別に看板背し負よってるわけじゃ……」

　カワハヤ航宙士は、そこまで言ってから、何かに気がついたように言葉を切った。

「背負ってますよ！　姉御！」

「え？　何を？　看板のこと？　そんなものありゃしないよ、このシザーズ・クイーンはただの王家専用船で……」

　マリリン姉御もそこで絶句してしまった。

　王家専用船……そうか！　このシザーズ・クイーンはアウトニア王家の専用船だったんだ。

　必死に逃にげているアウトニアの船の群れを分ぶん析せきしてみたら、その中に王家の専用船があったとしたら、追いかける方から見れば、本命は王家の専用船で、他ほかの船は目くらましだと思うに違ちがいない。

　えらいことになったぞ。

　こりゃあ、ただのモノマネ人形を救命ポッドに入れただけじゃ振ふりきれないに違いない。

　どうしようか……。

　僕は、メイの身代わりになってくれる中古のバイオノイドにメディカルデータと、メイの声をサンプリングしたデータを打ちこみながら、あることに気がついた。

　そうか、敵はこの身代わりバイオノイドを、メイ王女その人だと思って相手にするに違いない。ということは、このバイオノイドたちは、敵の船内に入ることができる、というわけだ。

　僕はバイオノイドのコマンドプログラムを呼びだした。

　帝てい国こくでは、もうほとんどお目にかからない、旧式のコマンドラインがモニターに並んだ。

　よし、これなら簡単だ。

　僕は、猛もうスピードでプログラムを組み上げると、全部のバイオノイドにそのプログラムを打ちこんだ。

「できました！」

「よし！　起動してくれ！」

　僕ぼくが起動命令を入れると、八番コンテナの中で眠ねむっていた美しい女性の姿の……マネキンなんだからあたりまえだが……バイオノイドたちがいっせいに目を開けて、あたりを見まわしはじめる光景がモニターに映った。

　ものの十秒ほどで空間と状じよう況きよう認識を終えたバイオノイドたちは、そろって僕の方を見て、僕の命令を待った。

「調子はどうだい？」

　バイオノイドたちは、微ほほ笑えむとメイの声でいっせいに答えた。

『問題ありません、マイド様』

　僕の横で、メイがびっくりしたように口を押おさえるのがわかった。

「よし！　じゃあ各自、僕の命令どおりに動いてくれ、君たちだけが頼たよりなんだ」

『はい！　わかりました、マイド様のために、私たちがんばります』

『見ていてくださいね！　マイド様』

『行ってきまーす』

　バイオノイドたちは、メイの声で、それぞれに返事をすると、あるものは微笑みながら、そしてあるものは僕ぼくに手を振ふって投げキッスしながら、目の前にある救命ポッドに飛び込んだ。

「全部同じ動きをするのではないのですね……まるで心があるみたい……」

　気がつくと、メイが僕のすぐ横に来ていっしょにモニターを見ていた。

「ええ、バイオノイドの自律判断型電子脳は、様々なパターンを学習することができますからね。あのタイプのバイオノイドが生産されたのは五十年くらい前で、そろそろ寿じゆ命みようが来るころですけど、五十年の経験値の差によって行動のパターンは様々な違ちがいがあらわれます、それは個性と呼んでもよいのではないかと思います」

　メイは小さな声でつぶやいた。

「私……ちょっと恥はずかしいです」

「え？」

　メイは赤い顔をして、それでも目をそらさずに僕を見て言った。

「マイド閣下に手を振るあのバイオノイドたちが、一いつ瞬しゆん、とてもうらやましかったんです」

　僕は何も言えなかった。いや、なんて答えていいのかわからなかった。

「おい！　何やってるんだいお前さんたちは。今は二人で顔を見あってるような場合じゃないんだよ！　そーゆーのは、もうちょっと状じよう況きようが楽になってから、んでもって二人きりになってやっとくれ！」

　マリリン姉あね御ごの声が飛んできて僕は我に返った。

「あ、すみません！　準備完かん了りようです！　救命ポッド射出してください！」

「よっしゃ！　射出開始！」

　カワハヤ航宙士の声とともに、シザーズ・クイーンのコンテナから、個人用救命ポッドが次々に射出されていく。

　それと同時に国際緊きん急きゆう救難周波数に、ごく近い周波数がそれぞれの救命ポッドから発信されはじめた。

　僕はその周波数にチャンネルを合わせた。

　音声モニターから、女の子の声が流れはじめた。それは、メイの声でこう言っていた。

『アウトニア軍のみなさん、私はここにいます、救出をお願いします』

『私はこの中でくちはててもかまいません！　アウトニアに栄光あれ！』

『お願い！　早くたすけて！』

　しばらくモニターを聞いていたマリリン姉御が笑いだした。

「どれもこれもみんなメイの声だけど、どれひとつとしてメイの言いそうにないセリフだね」

「ええ、もし、万が一本当の同盟軍の連中に傍ぼう受じゆされたとき、間ま違ちがえないようにするのに苦労しました」

　シザーズ・クイーンは救命ポッドをバラ撒まきながらひたすら逃にげた。

　あとを追ってきた敵てき艦かんは、救命ポッドを回収するために減速せざるを得なかったから、僕たちはどんどん距きよ離りを開けることができた。

　やがて、遠距離センサーでも感知できないくらいに距離が開いたとき、カワハヤ航宙士は大きくため息をついて言った。

「よっしゃ！　これでとにかく一息ついたぞ、それにしてもあいつら、なんで救命ポッドの中身がニセモノだとわかったのにすぐにあとを追ってこなかったんだ？」

「きっとバイオノイドたちががんばってくれたんですよ」

　僕ぼくの言葉を聞いたカワハヤ航宙士は、眉まゆをひそめて聞いてきた。

「そういやあ、お前さんはどんなプログラム組んだんだ？」

「たいした命令じゃありません、敵はあのポッドの中に本当にメイ王女が入っているという可能性を捨てられないだろうって考えたんです。ポッドを回収したら、エアロックの内部でハッチを開けて、それなりの立場の人間が出で迎むかえるだろうって」

「そりゃあそうだ、なんて言ったってメイ王女はこの戦いの最重要人物だからな」

「そこで、身代わりバイオノイドたちに、こういった命令を与あたえておいたんです、『ポッドから出たらとにかく目につくスイッチやらレバーを片かたっ端ぱしからいじくれ、そして取り押おさえられそうになったら、その場の一番まんなかに立ってるヤツに全力で抱だきついて、そのまま機能を停止しろ』ってね」

　シザーズ・クイーンのブリッジが笑い声に包まれた。

「マイド！　あんた、それ、すごいよ」

「大おお昔むかし、人に抱きついて重くなるコナキジジイという妖よう怪かいがいたらしいが、まさにそいつはコナキジジイだな。さぞかし迷めい惑わくしてるだろうなあ、あいつら」

　そう、きっと迷惑なんてものじゃなかったのだろう。

　なぜなら、その後、誰だれも僕たちのあとを追ってこなかったのだから。







　第四章　無力な実力







　こうして、なんとか無事に、同盟軍の戦線にたどりついた僕ぼくたちは、艦かん隊たいの歓かん呼このメッセージに迎むかえられ、第二艦隊旗き艦かんであるビルドベースの前までやってきた。

　窓の向こうに、古典艦かん船せんマニアなら泣いて喜びそうな戦せん艦かんが見えた。

　こいつに比べたら宇宙を飛ぶ盆ぼん栽さいであるシザーズ・クイーンですら新品同様に見えるんじゃないかな。

　艦かん齢れいは、とうに百年を超こえているだろう。

　最近のブロック構造の宇宙船と違ちがい、全体が丸みを帯びた曲線で構成され、あとからつけ足されたさまざまなデバイスが外部に飛び出している様さまは、超ちよう古代の土器のように見えた。

「すごい骨こつ董とう品だろ」

　マリリン中ちゆう佐さが話しかけてきた。

「あいつは、このアウトニアが開かい拓たくされた時に、帝てい国こくの払はらい下げをもらってきた船だって話だよ」

「へえ、大事に使っているんですねえ」

「物持ちがいいって言うより単にビンボーなだけさ」

　マリリン中佐は半分自じ嘲ちようしたような顔をして肩かたをすくめた。

　でも僕は、そのアウトニアの物持ちの良さこそが、アウトニアの国民性のような気がしていた。物を大切にする人たちは、きっと人間も大切にするに違いない。

　ビルドベースからは、連れん絡らく艇ていが迎えに来ていた。

　連絡艇がビルドベースに接せつ舷げんして、ハッチが開くのと同時に僕は飛び出して、接舷デッキにある情報端たん末まつにとびついた。

「マイド！　何やってるんだい、第二艦隊司令のドキア提てい督とくに会いに行くんだろう!?」

　後ろからマリリン中佐に怒ど鳴なられたが、僕は振ふり返らずに背中で答えた。

「帝国に！　帝国に増ぞう援えんを頼たのむのが先です！」

「そう言えばそうだ、あんたは帝国の士官だったんだっけ」

「すみません、提督にはあとでちゃんと挨あい拶さつにうかがいますので」

「わかったよ、そう言っておくよ」

　僕は、デッキに設置されている情報コンソールからでは直接跳ちよう空間通信回路が開けないことを知った。

　どうやら順位が低い端末からは直接回路に接続できないようだ。

　僕ぼくはあせる指でヘルプキーを押おした。

　情報コンソールのスクリーンの中で、少しよう尉いの制服を着込んだ二十代前半の温和そうなロソグヘアーの女性が微ほほ笑えんだ。

『どのような御ご要よう件けんでしょう』

「帝てい国こくの総参さん謀ぼう本部と跳ちよう空間通信を行いたい。どこに行けばいいんだ？」

『中央指揮室に併へい設せつしている通信管理室においでください』

　どうやらこの人がこのビルドベースの電子人格らしい。いくら急いでいても、挨あい拶さつくらいしておいたほうがいいだろう。

「ありがとう、君、名前はなんて言うんだい？」

　スクリーンの中の女性士官は、ちょっと驚おどろいたようだった。

『は？　私の名前ですか？』

「そうさ、これからいろいろと世話になると思うんだ、プライベートな事なんかも含ふくめてね」

　その女性士官は、ちょっと赤くなるとこう名乗った。

『メグ……メグ・アクターと申します』

「そうか、メグって呼んでいいね、以後よろしく」

『は、はい！』

　メグは、真まっ赤かな顔をしてスクリーンから消えた。

　電子人格にしてはずいぶんウブな人格壁かべ紙がみを使用しているんだな……。

　僕は、そんなことを考えながら中央指揮室に向かって走った。




　中央指揮室では、ザイダベックを脱だつ出しゆつした参謀たちと、メイ王女やマリリン中ちゆう佐さなどが現在までの状じよう況きようについて報告をまとめているところだった。

「遅おそくなりました、申し訳ありません」

　指揮室に駆け込んだ僕がそう言って頭を下げると、僕の正面にいた、提てい督とくの肩けん章しようをつけた白はく髪はつの老人が微笑んだ。

「いや、君は帝国の士官であるから、そちらの報告を優先するのが当然だ、で？　どうだった？　帝国と連れん絡らくはついたのかね」

　温和なものの言い方をする品の良い老人だった。

　提督肩章をつけているところから見て、この老将軍が、辺境同盟軍第二艦かん隊たい司令のドキア・カッパー提督に違ちがいない。

「はい、その件ですが、どうやらこの部へ屋やの隣となりにある通信管理室からでないと跳空間通信ができないようなのです……あ、申し遅おくれました、私は帝国銀河辺境派は遣けん軍の……」

　ドキア提督は、僕の言葉の続きを笑いながら手を振ふって制した。

「自己紹しよう介かいには及およばんよ。アウトニアの国民で、君のことを知らなければモグリだ。こちらこそ自己紹しよう介かいせねばならんようだな。わしが同盟軍第二艦かん隊たい……と言ってもボロ船ばかりかき集めた非戦せん闘とう艦かんばかりの艦隊だが……その司令をやっておるドキア・カッパー少将だ。アウトニア救国の英えい雄ゆうとともに戦えることを嬉うれしく思うよ」

　ドキア提てい督とくは、そう言うと右手を出した。

　僕ぼくはその手を握にぎった。

　節くれだった老人の手だったが、あたたかな手だった。

「ありがとうございます……でも、僕はまだアウトニアを救ったわけではありません。救国の英雄なんて……そんな呼び方で呼ばれるような人間じゃありません」

　提督は笑った。

「いささか気が早かったかな、年寄りになるとせっかちでいかんな」

「あの……よろしければこれから通信管理室で、帝てい国こくに増ぞう援えんの派は遣けん要よう請せいを行いたいのですが……」

「おお、そうだった、あの奥おくの部へ屋やじゃ。この船の推進システムは旧式の磁気フィールドでな。電子人格とは相性が悪い。通信管理だけではなく、すべてのシステム管理を人間が行っておるのだよ」

　なんだって？　この船には個性を持って船全体を管理する電子人格が搭とう載さいされていないのか？

　じゃあ……さっき僕とスクリーンで会話した女性士官はいったい誰だれなんだろう……。

　僕はそう考えながら通信管理室のドアを開けた。

　答えがそこにあった。

「お待ちしていましたマイド閣下、帝国との通信回線を接続しておきました、あとは参さん謀ぼう本部への通信コードを入力していただくだけで通信できます」

　旧型の通信コンソールの前に立って、にっこり笑いながら僕を迎むかえてくれたのは、さっき僕と会話した女性士官、メグ・アクター少しよう尉いだった。

「君は……」

　言葉が出てこなかった。

　てっきり電子人格のホログラフ人格壁かべ紙がみだとばかり思っていたから、初対面の女性に、ずいぶんと、ぞんざいな口をきいてしまったことになる。

「どうかされましたか？」

　メグ少尉は、怪け訝げんな顔をした。

「あ、いや、君のことを、電子人格のホログラフだと思っていたから……いきなり馴なれ馴れしい言葉をかけてしまったな、と思って……」

　僕は頭を下げた。

　メグ少尉は、びっくりしたように目をぱちぱちさせたあとで笑い出した。

「あ、そうだったんですか！　いきなり名前聞いてきたり、プライベートなことでも世話になるなんて言うから、ずいぶんと積極的な人だなあって思っていたんですよ」

　……積極的と言えば聞こえはいいけど、よーするに『女たらし』だと思われていたんだな。

「……気を悪くしてたならごめん」

　僕ぼくはもう一度頭を下げた。

「とんでもない！」

　メグ少しよう尉いは、あわてたような顔をして手を振ふったあとで微ほほ笑えんだ。

「安心しました……聞いていたとおりマイド閣下は、誠実な方ですね」

　僕は自分の顔が赤くなるのに気がついていた。

「いや……僕は誠実な人間なんかじゃないよ……どっちかと言うと、あわて者だな」

「メイ王女がうらやましいですね……」

「え？」

「あ、いえ、なんでもありません、この通信システムの使い方はご存知ですか？」

　メグ少尉は、ちょっと赤い顔をして、僕を通信コンソールの前に案内してくれた。

　そこにあったのは跳ちよう空間通信システムとしては、かなり旧式のセレロニスティウム通信機だった。

「大だい丈じよう夫ぶです、士官学校にもこれと同じシステムがありましたから」

　本当は博物館の中にあったのだが、そのことは黙だまっておくことにした。

　僕ぼくは、コンソールの前に座すわると、帝てい国こく軍の参さん謀ぼう本部直通の緊きん急きゆうコードを入力した。

　コードが受けつけられ、回線が接続されていることを意味する七桁けたの数字がスクリーンに点てん滅めつするまでずいぶんかかったような気がしたが、実際には一分もかからなかったのだろう。

　僕は、回線接続のコードが出るやいなや、即そく座ざに救きゆう命めい艇ていの中で作成してあったアウトニア回かい廊ろうにおける戦せん闘とう状じよう況きようの報告書と、神聖ローデス側の今後の出方などの推論を添てん付ぷして、緊急増ぞう援えん要求を行った。

　参謀本部からの返答は三分しないうちに来た。

　返答はたった一行。

「命令書のとおり任務を遂すい行こうせよ」

　僕は、返答に添付されていたマガザン帝国参謀本部参謀総長、オーガスタ・マルス閣下からの命令書を開いた。

　ここにもたった一行。

「増援の必要を認めず」

　こういった返答が返ってくることを僕は、半分予想していた。

　帝国にとってアウトニアなどの辺境国など、眼中にないということを痛いほど理解できていたからだ。

　僕だって、士官学校を卒業して辞令をもらうまで、アウトニアという国の場所どころか、アウトニアという国の存在すら知らなかったのだ。

　僕は、こんなことになるだろうと思って、作成しておいた再考を求める検案書を送付した。

　その内容は……。




・帝国は、信義にかけて、辺境同盟軍との盟約を守る義務があること……。

・神聖ローデス側は、傭よう兵へい部隊を使用するなど、今までとは違ちがい、なりふり構わぬ方法で侵しん攻こうを開始していること……。

・アウトニア回かい廊ろうを失えば、桃もも星ぼし空域でにらみ合っている帝国と神聖ローデスとのバランスが崩くずれ、戦局にどのような影えい響きようが出るかわからない、アリの穴から堤てい防ぼうが崩れることもあるのだということ……。

・辺境同盟軍の戦力では、侵攻を遅ち滞たいさせることしかできないこと……。




　こういった内容を実例をあげて列挙したもので、最後の方に『帝国の機動艦かん隊たいでなくとも、辺境巡じゆん視し艦隊だけでも充じゆう分ぶん戦力になるものであり、本来辺境巡視艦隊はこの種の事案に対処するために設立され配備されているものである。従って直ただちに辺境巡視艦隊を派は遣けんされたい』旨むねの意見具申を書き加えておいた。

　十五分ほど待たされた。

　やがて、スクリーンに緊きん急きゆうコードとともに映像通信信号が送られてきていることを示す数字と文字が並んだ。

　どうやら参さん謀ぼう本部の誰だれかが、検案書を確認してくれたらしい。

　確認のコマンドを打ち込むと、旧式のセレロニスティウム通信機特有の紫むらさき色いろがかった映像がスクリーンに映った。

　そこに映っていたのは、参謀本部の肩けん章しようをつけている、見るからに若い金きん髪ぱつの将校だった。

　僕は、その女性と見み間ま違ちがうほどの端たん正せいな顔つきに見覚えがあった。

　士官学校で、僕ぼくたちの分隊がこてんぱんにやっつけた、門もん閥ばつ貴族の息むす子こ、アリクレスト・マルスだった。

　そいつは、僕の顔を見るなり笑った。

　それは、他人を蔑さげすむことによってしか自分の優ゆう越えつ性を確認できない人間に特有の微ほほ笑えみだった。

　世間ではそれを「嘲ちよう笑しよう」と呼ぶ。

『見苦しいな、マイド少しよう尉い。自分の無能を棚たなにあげて、応おう援えん要求をするとは。帝国士官としての誇ほこりも名めい誉よもお前にはないらしいな』

「誇りも名誉も私には必要ありません。私に必要なのは戦力なのです」

　そいつは、僕の言葉を聞いたあとで、何かを待っていた。

　一体僕になにを求めているんだろうか？

　やがて、不ふ機き嫌げんな顔になって怒ど鳴なった。

『称しよう号ごうをつけろ！　マイド少しよう尉い！』

　称号？

　あ、そうか、こいつは参さん謀ぼうなんだっけ。

　僕はあわててつけ足した。

「申し訳ありません参謀閣下」

『それだけではないだろう！　貴様の目は節穴か！　私の階級章が見えないのか！　私は先日佐官になったのだ！　正しく私の名前と、貴族称号も呼ばんか！』

　帝てい国こくの士官学校を卒業するのと同時に僕たちは少尉になる。僕とこいつは同時期に卒業したのだから、こいつはたった六ヶ月で少尉から中ちゆう尉い大たい尉いをふっとばしていきなり少しよう佐さになったらしい。

　いや、よほどの戦功でもあげない限り三階級特進なんてことはありえないから、二ヶ月に一階級ずつ昇しよう進しんしたのだろう。

　僕は即そく座ざに頭を下げて、そいつの要求に応じた。今、僕に必要なのは自分のプライドなんかじゃない、帝国の応おう援えんだからだ。

「誠に申し訳ありません、マガザン帝国宇宙軍中央参謀本部主任参謀官マルス少佐閣下殿どの」

　僕が頭を下げてから、改めて肩かた書がきを呼んでやると、そいつは、ふんぞりかえった。

『本当は、偉い大だいなる帝国の守護者を意味する、『親衛近この衛え師団』が、間に入るのだが、まあいい、我々のような高級士官のことなど、貴様のような下層階級の人間には想像もできんだろうからな』

「申し訳ありません、気が回りませんでした、マルス少佐閣下」

　マルスのヤツは、肥大した自尊心を満足させられて、気分がよくなったらしい。

『ふむ、貴様の検案書とやらを読ませてもらったが、確かに帝国と辺境同盟軍は、盟約を結んでおる。帝国として庇ひ護ご下の国家よりの要よう請せいをむげに断るわけにもいかん。アウトニア王国より、我が帝国の外務省宛あてに正式の要請も来ているようだしな……』

「お願いいたします！　親衛近衛師団マルス少佐閣下！　閣下だけが頼たよりなのです！　ぜひ、お父上である参謀長閣下にお口くち添ぞえを！」

　僕はモニターに向かって最敬礼した。

　こいつのオヤジにとって、僕の名前がどんな意味を持つのかぐらいは知っている。

　だから、こいつをおだてて、戦力をまわしてもらうしかない。

『そんなに増ぞう援えんの戦力が欲しいのか？』

「はい！　ぜひ辺境巡じゆん視し艦かん隊たいをアウトニアに派は遣けん願いたいと思います！」

　マルスは、ゆっくりと言った。

『人にものを頼たのむとき、お前は立ったまま、頭を下げるのか？　それが臣下の者が目上の者にものを頼む態度か？』

　一いつ瞬しゆん、僕ぼくの頭に血が昇のぼった。

　心の中で十九年生きてきた人間としての自尊心が叫さけんでいるのがわかった。

　僕は、その自尊心を、思いっきり殴なぐりつけてその場にねじ伏ふせた。

　黙だまれ！　うるさい！　出てくるな！　今はお前の言うことなんか聞いてるヒマはないんだ！

　僕はその場に膝ひざを折って床ゆかに座すわり込んだ。

　そして、その場でモニターに映るアリクレストに向かって頭を下げた。

「伏してお願いいたします、マルス参さん謀ぼう閣下」

　僕の視界の中で、モニターの横に立っていたメグ少しよう尉いが、痛々しいものでも見るような目で僕から視線をそらした。

　そんな目で見ないでくれ。

　そうさ、僕には誇ほこりも何もない。

　権力も実力もありはしない。

　たとえ蔑さげすまれようと哀あわれみの目で見られようとかまわない。

　戦力をまわしてもらえるなら、僕は靴くつだってなめてやる。

　アウトニアを救うためなら、僕はお前の言うことをなんでも聞いてやる。

　背中の中央指揮室の方で、誰だれかの声と足音が聞こえたが、その足音は、マリリン中ちゆう佐さの引き止める声と一いつ緒しよに止まった。

　マルスは笑った。

　勝ち誇ったように笑った。

　僕は今までこんな醜みにくい微ほほ笑えみを見たことがなかった。

『……貴様の正体はそれだ、貴族の誇りも何もない、路ろ傍ぼうの物もの乞ごいと何一つ変わらない。自分の才能とやらを鼻にかけて士官学校ではいい気になっていたようだが、実際の軍務においては、そんなもの何の役にも立ちはしないのがわかったか！　貴様のような人間と我々が、末席とはいえマガザン帝てい国こくの貴族の席にいるかと思うと我が身が恥はずかしいな』

　なんとでも言ってくれ。

　さあ今度は何をすればいい？

　三回回ってワンと鳴いてやろうか？

『まあ、貴様がそこまで言うのなら戦力をまわしてやってもよい』

「本当ですか！」

　マルスは、もう一度笑った。

『ああ、戦せん艦かん百隻せきに相当すると言われている人間を送ってやろう……士官学校の艦かん隊たい運用シミュレーションで、そう言われていた男だ……名前はマイドとか言ったな……あとで貴様に命令書が行くだろう。喜べ、今日から貴様は、何の権限もない辺境同盟軍の軍事顧こ問もんではなく、正式に発足した帝てい国こく辺境軍の司令官だ。階級も上げてやったぞ、中ちゆう尉いだ……』
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「戦力は！　戦力はどうなっているんですか？」

『戦力だと？　貴様は戦せん艦かん百隻せきぶんの能力があるのだろう？　その評判を証明する機会を与あたえてやったのだぞ』

「辺境巡じゆん視し艦隊は……どうなったのですか！　あの艦隊は今、ユーランド星系に駐ちゆう留りゆうしているはずです！　跳ちよう空間航法を使えば二日でアウトニアに到とう着ちやくできる場所にいるではありませんか！」

『辺境巡視艦隊には休きゆう暇かが与えられた。本日より一ヶ月の休暇だ』

「半はん舷げん休暇なら艦隊の半分は動けるはずです！」

　アリクレストはゆっくりと言った。

『半舷ではない、完全休暇だ！　辺境艦隊は約一ヶ月間動けない』

「完全休暇？　神聖ローデスとの戦端が開かれているこの時期にですか！」

『部隊の運用はすべて私に任されているのだ！　貴様にとやかく言われる筋合いはない！』

　僕を一いつ喝かつしたあとで、アリクレストはにやりと笑った。

『……残念だったなマイド少しよう尉い、いや、もうすぐ中ちゆう尉いだな。貴様の応援要求はタイミングが悪すぎたようだ、帝国がアウトニアとの盟約を果たしたくとも、肝心の部隊が休暇中ではどうにもならん。この責任はすべてお前にある。アウトニアの国民には貴様からよく説明しておけ、アウトニアが滅びるのは、私の無能のせいです、帝国には責任はありません、とな！』

　モニターは切れた。

　空白のモニターを見ながら立ちつくす僕は、自分の手足が震えているのがわかった。

　……アウトニアは滅びる。

　こんな弱小の戦力しか持たない辺境の小国が、帝国の力を借りずに勝てるわけがない。

　やつは……この国を見捨てたんだ。

　僕への復讐のためだけに……ただそれだけの理由で、帝国との盟約すら踏みにじって。

　やがて、セレロステニウム通信機の端たん末まつから、一枚のカードが排はい出しゆつされてきた。

　カードは、そのままリーダーにかけられ、読み取られた内容がモニターに表示された。

　それは帝国の任命書だった。

『以下の者を銀河帝国宇宙軍辺境方面軍より本日付けで分ぶん離り発足する帝国辺境派は遣けん軍の司令長官に任命し作戦行動に対する指揮権を授じゆ与よする　マイド・Ｂ・ガーナッシュ』

『以下の者を本日付けで帝国宇宙軍中尉に任命する　マイド・Ｂ・ガーナッシュ』

『なお、辺境派遣軍の戦力は現有するマガザン銀河帝国宇宙軍辺境方面軍、同盟惑わく星せい連合司令部ユーランド分室アウトニア駐ちゆう屯とん地ちのものと同一である』

　僕ぼくはモニターに駆かけ寄ると、カードリーダーから任命書のカードを抜ぬき取って床ゆかに叩たたき付けた。

　悔くやしかった。

　こんな仕打ちをしたアリクレストに対する怒いかりより自分の力のなさが悔しかった。

　泣きたくはなかった。

　みんなの見ている前で泣くような、そんな恥はずかしい真ま似ねはしたくなかった。

　でも。

　僕の意志とは裏腹に、涙なみだはあとからあとから出てきて止まらなかった。

　誰だれかが僕の後ろに立った。

「マイド先生……」

　それは、今にも泣きそうなメイ王女の声だった。

　僕は振ふり向けなかった。

　メイ王女にどんな顔をすればいいんだ。

　僕の耳にはマルスの言葉が残っていた。

『アウトニアが滅ほろびるのは私の無能のせいです……』

　ああ……そうだ。

　それは僕のせいだ。

「ごめん……」

「なぜですか……」

　メイ王女の声は震ふるえていた。

「なぜ……先生が謝あやまらなくちゃいけないんですか！」

「増ぞう援えんが来ないのは……僕のせいなんです、僕がもっとうまく立ち回っていれば、こんなことにはならなかった……僕がもっと強ければ、こんなことにはならなかったんです！」

「そんなことない！　それは先生のせいじゃない！」

　メイ王女は僕の腕うでをつかんだ。

「こっちを向いてください……」

　振り向くと、そこに目に涙をいっぱい溜ためたメイの顔があった。

「誰がマイド先生を責めると言うんですか！　今……先生は言いましたね、もっと強ければ……って。先生は強い人です！　他ほかの誰よりも強い人なんです！」

　メイは真しん剣けんだった。

「マイド先生は、アウトニアのために、すべてを投げ出してくれました！　それなのに、誰が先生を責めると言うんですか！」

「僕には責任があるんだ……そして、その責任が果たせなかったとしたら、僕は無能な人間として責められて当然なんだよ」

「そんなことない！」

　メイは叫さけんだ。

「先生は神様なの？　完かん璧ペきな人間なの？　誰だれだってできないことや、無理なことがあって当然じゃない！　自分を責めるのはやめてください！　マイド先生が無能だと言うのなら、それを見ているだけで何もできない私の方が、もっともっと無能で何の役にも立たないお荷物じゃないですか！」

「とんでもない、いったい何を言いだすんですか！」

「……マイド先生が責任という言葉を口にするたびに……私は自分がマイド先生のお荷物でしかないと思い知らされるんです！　だから……だから……そんな風に自分を責めるのはやめてください！」

　そして、メイ王女はその場にしゃがみこんで泣き出した。

　何と言っていいのかわからなかった。

　何をしていいのかわからなかった。

　メイは僕ぼくのために泣いてくれているんだろうか？

　そう考えたとき、僕の心の中にあった悔くやしさと無力感すべてがすうっと薄うすくなっていった。

「メイ王女……」

　しゃがみこんで泣きじゃくっているメイ王女に声をかけたのはマリリン中ちゆう佐さだった。

「お疲つかれのようですね。あちらの部へ屋やで休みませんか？」

　マリリン中佐は、泣いているメイ王女を連れて、通信室を出て行こうとして、ドアのところで振ふり返った。

「マイド！　あとであんたに話がある、わたしの部屋に来な！」

　僕は、立ちつくしたまま、二人を見送った。

　メイ王女が、あんな風に泣くなんて思いもよらなかった。

　自分が責任を果たせば。

　僕がアウトニアのために努力すれば。

　メイ王女は喜んでくれるものだと思っていた。

　だから、その努力が足りなかったなら僕は責められて当然なのに、なぜメイ王女は僕じゃなくて自分を責めたりするんだろう……。

「マイド閣下」

　後ろからやわらかな老人の声がした。

　振り向くと、そこに複雑な顔をしたドキア提てい督とくが立っていた。

　僕は頭を下げた。

「申し訳ありません提督。帝てい国こくはアウトニアとの盟約を履り行こうできないようです……私が至らなかったために、取り返しのつかないことになってしまって……」

　提てい督とくは、何も言わずに僕ぼくに近づくと手を取って力強く握にぎりしめた。

「わしは……君に謝あやまらねばならんようだ。先日の会戦で、カッツが、同盟軍の指揮の全権を君に与あたえたと聞いたときに、わしは、何とバカなことを……と、思った。のちに理由を聞いたときにも、納なつ得とくはしておらんかった……しかし、わしは今わかった。カッツの正しさが……。わしを許してくれ、マイド少しよう尉い……いや、銀河帝国辺境派は遣けん軍司令長官マイド閣下殿どの」

　僕は、その肩かた書がきが意味するところと、その皮肉さに耐たえられなかった。

「ボート一隻せきどころか、部下の一人すらいない人間を司令長官なんて呼ばないでください」

　提督は僕から視線を外さなかった。

「いや……わしが言っているのは戦力のことではない。君の立場のことを言っておる。君は今日から、誰だれの命令も受けずに、いかなる作戦行動を取ることも許されるのだ」

「そう言われればそうかもしれません。自分の責任において、私は自由です」

　提督は微ほほ笑えんだ。

「すべての作戦行動に制約がないポジション……およそ軍人としてこれ以上のポジションは他ほかにあるまい。たとえ指揮する部下や戦力がなくとも、君は今日から私と同じ司令長官なのだよ。軍人にとって昇しよう任にんは、喜ぶべきことだ。たとえどんな場合でもな。とりあえずそのことを喜ぼうではないか」

「ありがとうございます」

　僕は素す直なおに頭を下げた。

　提督の心こころ遣づかいがうれしかった。

「実を言うと今、アウトニア本国に指示を仰あおいでいるところだ、先の会戦でカッツ将軍が臨時に出した戦時命令を継けい続ぞくさせることについてな……」

「戦時命令……ですか？」

　僕は、一いつ瞬しゆんなんのことを言っているのかわからなかった。

　提督は、僕の顔を見ると面おも白しろそうに笑った。

「忘れていたのかね、アウトニア全軍が君の指揮下に入るという命令だよ」

「あ……でも、その命令は、あの局面だからこそ有効なのであって……」

「その命令を下したカッツが、今はいない。その命令権を引き継ついだのは私だ。この私がカッツの命令。いや、遺志と呼んでもよかろう。これを引き継ぐことについて何の問題もないと思う」

　ドキア提督は、そう言うと、僕の前で直立不動の姿勢をとった。

　僕たちを見ていた中央指揮室のオペレーターや参さん謀ぼうたち全員がドキア提督にならって僕に向かって起立した。

　僕も、あわててそれに合わせて気を付けをした。

　ドキア提督は僕に向かって、ぴしり、と音がするような敬礼をした。

　部へ屋やの中にいた全員が提てい督とくにならった。

「マガザン帝てい国こく宇宙軍銀河帝国辺境派は遣けん軍司令長官マイド・ガーナッシュ閣下。我わが辺境同盟軍は八十隻せきに満たぬ弱小の艦かん隊たいですが、戦力に違ちがいはありません！　帝国に成り代わってあなたに戦力をお預けいたします！」

　真剣な声でそう言ったあとで、提督は表情をゆるめた。

「すまん……我々が君に対してできることは、これくらいのことしかないのだよ」

　僕ぼくは敬礼を返した。

「ありがとうございます……提督」

　僕は下を向いた。

　恥はずかしい話だけど、涙なみだがこぼれそうになったからだ。

　うれしかった。

　ドキア提督の……そしてアウトニアの人たちの気持ちがとてもあたたかく感じた。

　そして、この時はっきりわかった。

　僕が守るべきものは、この人たちなんだ。

　僕のふるさとは帝国なんかじゃない。アウトニアなんだ。

　そして、僕が預かる軍隊は同盟軍なんかじゃない、アウトニア軍なんだ！

　泣いている場合じゃないぞマイド……今、お前は戦力という名前の部下を預けられたんだ。

　お前は、この部下を殺しちゃいけない……絶対に無駄に死なせちゃいけないんだ！

　顔を上げた僕を見て、提督がうなずいた。

「よろしい、では、戦力の再編制と今後の作戦行動について協議をはじめよう」

「はい！　提督」

「君だって提督と呼ばれる身分なんだぞ」

「提督が二人いたのでは混乱します、私のことは、今までどおりマイド少しよう尉い……いや中ちゆう尉いと呼んでいただければ結構です」

「うーむ、司令長官が中尉というのでは格好がつかんが……」

「階級なんて、あとからどうにでもなります、呼び捨てでも結構です。問題は私の呼び方ではなく、目の前の局面をどうするかです」

「元気がもどってきたようだな、では、会議室へ行こうか」

　提督は満足そうな顔をしてうなずくと歩き出した。




「マイド閣下！」

　中央指揮室を出ようとした僕を、誰だれかが後ろから呼びとめた。

　振ふり向くと、そこにメグ少しよう尉いが立っていた。

「お忘れものですわ」

　メグ少しよう尉いは、カードのようなものを差し出した。それは、さっき僕ぼくが怒いかりのあまり床ゆかに叩たたきつけた帝国の任命書だった。

「ありがとう……」

　僕がその任命書を受け取ると、メグ少尉は微ほほ笑えんだ。

「本当に……メイ王女がうらやましいですね」

　僕はメグ少尉の言葉の意味がわからなかった。

「自分を守れない僕みたいな無能な人間がそばにいることがですか？」

　メグ少尉は目を見開くとぱちぱちとまばたきをした。

　どうやらそれが驚おどろいたときのクセらしい。

「あの……マイド閣下、メイ王女のお気持ちがおわかりになっていますか？」

　メイの気持ちって……どういうことだ？

「実を言うと……よくわかりません。僕の無能さを責めるならわかりますが、なぜ王女はご自分を責めるのでしょうか」

　メグ少尉は大きなため息をついたあとでつぶやいた。

「ほんっと、どうして男って生きものは、誠実だけど、とことん鈍どん感かんな男と、気がまわるけど調子が良くて他人に心配ばかりかける男の、二種類しかいないのかしら」

　どうやら僕は前者に入るらしい。

　メグ少尉は、小さな子供に教えるような口調で言った。

「マイド閣下、荷物って、一人だけが背負うものじゃないんです、おたがいに背負うものなんですよ」

「はあ？」

　いきなり荷物のことを言い出された僕はとまどった。

　メグ少尉はもう一度大きなため息をついてから肩かたをすくめて言った。

「ほんっと、こうなると鈍感というのは一種の犯罪のような気がしますわ。会議が終わったらすぐにマリリン中ちゆう佐さにお会いになってくださいね」

「はあ…わかりました」

　僕は、とりあえずメグ少尉に頭を下げてから、会議室に急いだ。







　第五章　一筋の道筋







　提てい督とく以下、アウトニアの参さん謀ぼうたちと、残存戦力の再編制をするのに数時間かかった。

　先日のアウトニア回かい廊ろうでの戦せん闘とうで喪そう失しつしたアウトニア軍の戦力はＺ級戦せん艦かん一隻せき、重じゆう雷らい装そう巡じゆん航こう艦かん一隻、装そう甲こう駆く逐ちく艦かん六隻、他ほか哨しよう戒かい艇てい等五隻だった。

「ダムニンゲンが沈しずんだことは間ま違ちがいないのですか？」

　マスクワード中ちゆう尉いだけでも助かっていて欲しかった。

　重雷装鑑ダムニンゲンは、アウトニア軍の艦艇のなかで、唯一実弾を搭載していた巡航艦だった。艦長のマスクワードは、アウトニア回廊の特攻をかけたザイダベックを、最後まで援護しようとして、撤退命令を拒否したのだ。

　僕ぼくの質問に対して、参謀が首を振ふった。

「二標準時間前、ザイダベックに追つい随ずいしていた装甲駆逐艦『ヒパイストス』および『シービュー』の二隻が、前線哨戒ラインにたどりつきました。その二隻より報告が来ております」

「そうですか……」

　僕は、目の前にいたモト中ちゆう尉いの顔を見た。

　モト中尉は、唇くちびるを嚙かんだまま無言で三次元球体スクリーンを見ていた。

　僕は何も言えなかった。

　参謀の報告は続いていた。

「なお、ヒパイストスのメインコンピューターには、ザイダベックのデータパックが転送されておりました。内容はザイダベックの電子人格および、今回の状じよう況きようなどの記録です」

　なんだって！　じゃあヴァルは、脱だつ出しゆつできたのか！

　でも……ヴァルだったら、すぐに僕の携けい帯たい端たん末まつに連れん絡らくをよこすはずだ。

　何かアクシデントでもあったのだろうか？

「では、転送された電子人格に、ザイダベックの戦せん闘とう状況について報告してもらいます」

　参謀が、そう言うと同時に、中央指揮所の床ゆか面に、ホログラフの人物映像が立ち上がった。

　そこに立ち上がったのは、三十代の落ち着いた男性の姿だった。

　ヴァルじゃない！……この人は確か……。

　ホログラフの男性は、目を伏ふせたまま一礼した。

『私はザイダベックのシステム管理電子人格のリッキイと申します』

　リッキイは、周りの人々の顔をみまわして、僕と視線を合わせると、もう一度一礼した。

『私は、ザイダベックの管理権を、作戦行動のためにそちらのマイド閣下の執しつ事じでいらっしゃるヴァルゲイン殿どのに引き継ついでおりました……ザイダベックが特とつ攻こうをかけたとき、ヴァルゲイン殿は、私にカッツ将軍のメッセージ、およびミリオン傭よう兵へい隊の戦力分ぶん析せき結果などのデータを持たせ、ジャミングによる障害が出ないように、メモリークリスタルの状態で、脱出させたのです……では、これからカッツ将軍のメッセージをお見せします』

　ホログラフのリッキイは、両手を広げるようなしぐさをした。すると、その手の間に、もう一つホログラフが立ち上がった。

　それはカッツ将軍の姿だった。

『アウトニア軍第二艦かん隊たい、およびザイダベックから脱だつ出しゆつした参さん謀ぼう諸君が、これを見ているということは、ヒパイストスは無事脱出したのだろうな……』

　カッツ将軍は微ほほ笑えんだ。

『諸君がこれを見ているという前提で話を進めよう。我々はアウトニア回かい廊ろう内においてザイダベックの重力反応炉ろを暴走させて、回廊内に重力波の擾じよう乱らん状態を人じん為い的に作り出した。これによって回廊内の通過、およびその前後の空間における跳ちよう空間航法は不可能な状況にある。しかし、この重力波擾乱状態が続くのはせいぜい三週間であろう』

　カッツ将軍は、そこで言葉を切って目を閉じた。

『諸君……三週間だ。三週間のうちにミリオン傭よう兵へい隊と決着をつけなければ、回廊はふたたび開かれ、補給路が回復してしまうだろう。そうすれば戦力的に完全に劣れつ勢せいであるアウトニアに勝ち目はない』

　カッツ将軍は目をあけて軽く微笑んだ。

『だが、マイド閣下が無事脱出しておれば、閣下の要よう請せいによって帝てい国こく軍の支し援えんが得られるであろう。帝国軍は現在、桃もも星ぼし星域の神聖ローデス正規軍とにらみ合って動けんだろうが、辺境巡じゆん視し艦かん隊たいなら、応おう援えんに来られるはずだ。Ｚ級戦せん艦かん五十隻せきをはじめとする総勢千を超こえる辺境巡視艦隊の半分が来てくれるだけでも、戦局は逆転するだろうが、問題は帝国の腰こしの重さだ。おそらく二週間はかかると見て間ま違ちがいはない。諸君！　二週間、何がなんでも保もたせてくれ！　幸いなことにミリオン傭兵隊は、先せん遣けん艦隊のぶんしか燃料を移送しておらず補給が回復するまでアウトニア星系に進出する能力はないらしい……』

　……ごめん……カッツ将軍。

　僕ぼくは将軍の顔をそれ以上見ることができなかった。

　将軍のメッセージは続いていた。

『参謀諸君！　諸君らは、先日のパロス会戦で、本当の戦士となった。しかし、建国以来連綿と続いて来たアウトニアの精神を、どんなときでも忘れてはならない。辛つらく苦しいときでも、その辛く苦しい自分を笑い飛ばしシャレのめすだけの精神の自由さこそがアウトニアの精神なのだ……諸君！　シャレのめせ！　戦争を！　敵を！　そして自分自身を！』

　カッツ将軍は大きく笑った。

　自分自身を。

　死んでゆく自分自身を笑い飛ばすように……

　そして、ホログラフは消えた。

　リッキイは両手を下ろして一礼した。

『以上がカッツ将軍からのメッセージです』

　リッキイのメッセージが終わったところで、参さん謀ぼうが、メインスクリーンを切り替かえた。

　中央指揮コンソールに球形のスクリーンが立ち上がる。

　球形スクリーンの中心部に青白くトンネルのようなものが浮うかび、そのトンネルの周囲に二百個以上の赤い点が浮かんでいた。

　参謀が手元のコンソールを操作すると、球形スクリーンがゆっくりと回転しはじめた。

「これはアウトニア回かい廊ろうの出口を中心とした半径三・五光年のエリア内の勢力図であります。現在ミリオン傭よう兵へい隊はアウトニア回廊出口を中心にして、重巡じゆん航こう艦かんサイズの船体に戦艦並みの出力のビーム砲ほうを搭とう載さいした重装そう甲こう攻こう撃げき艦かん四十隻を主力に、総勢二百四十七隻の艦隊を展開しております。いずれもＳ級軽巡航艦およびＲ級高速哨しよう戒かい艇ていなど、我わがアウトニア軍より新型で優速、かつ攻こう撃げき力に勝る艦かん艇ていばかりであります」

　正面装備の程度の差は誰だれが見たってわかる。もし、あのまま戦せん闘とうに突とつ入にゆうしていたら、アウトニアの艦隊なんて、文字どおり粉ふん砕さいされて、宇宙を漂ただようゴミにされてしまっただろう。

　参謀はさらにコンソールを操作しながら説明を続けていた。

「しかし、先ほどのカッツ将軍の報告にあったとおり、彼らの主力は、補給不足のため、動きが取れない状じよう況きようにあります。我々が無事撤てつ退たいして部隊の再編制ができた理由はそこにあるものと思われます」

　ドキア提てい督とくが腕うでを組んでつぶやいた。

「今のところ、敵にはこちらに攻こう撃げきを仕し掛かけるだけの余よ裕ゆうはない、というわけか」

「おそらくは……」

　やがて、ドキア提督がゆっくりと話しはじめた。

「諸君、我々に与あたえられた時間はきわめて少ない。カッツが逝いった日、つまり東雲月の十五日から三週間以内に決着をつけねばならんということだ……マール少しよう佐さ」

　ドキア提督は、斜ななめ前に座すわって記録を取っていた少佐の階級章をつけた三十代の秘書官らしい女性士官に向かって目で合図した。

　マール少佐は、小さくうなずくと、目の前にあるコンソールを叩たたいた。

　球形スクリーンの映像が薄うすくなり、そこに数字の表のようなものが二つ浮うかび上がった。

　左側の表の十五から、次の表の六までの数字が赤かった。

　そうか、これはカレンダーなんだ。

　マール少佐が、説明を始めた。

　やわらかな、大人おとなの女性の声だった。

「これが帝てい国こく暦れきの東雲月、つまり共通暦の四月から、翌月の露光月のカレンダーです。昨日から三週間後の六日までの日付の数字を赤で示しております」

　マール少しよう佐さが小さく一礼して席につくと入れ替かわるように最初に解説した参さん謀ぼうがもう一度立った。

「実際に、きっかり三週間後にアウトニア回かい廊ろうが開通するかどうかはわかりません。ザイダベックの影えい響きようがもっと早く収まることも考えられますし、その逆もありえます。タイムスケジュールはＸデイを六日と定め、その日からプラスマイナス三日間が決戦日となると考えられます」

　三週間か……長いようで短い数字だな。

　ドキア提てい督とくが立った。

「我々アウトニア軍の戦術構想は、アウトニア回廊が破られた場合、帝てい国こくの応おう援えん部隊の到とう着ちやくまでなんとかして時間を稼かせぐというものだった。事実、ザイダベックの特とつ攻こうによって、我々には三週間の猶ゆう予よが与あたえられた。我々の戦術構想は、間ま違ちがってはいなかったのだ。しかし、帝国が盟約に応じず、応援の派は遣けんを行わないなどということを誰だれが予想できただろうか？」

　提督の言葉は、決して僕ぼくを責めるような口調ではなかった。でも、その言葉は僕に突つき刺ささった。

「あの精強な傭よう兵へい部隊に対し、我々ができることは、ほとんどないと言っても良いだろう。来るあてのない帝国の応援を待ちながら座してにらみ合いを続けるか、少ない戦力を承知で、こちらから攻こう撃げきを仕し掛かけるか……その二つ以外の手があるのかどうか、意見を出して欲しい」

　ドキア提督の言葉が終わると、会議室に沈ちん黙もくの時間が流れた。

　きっと誰もが思いは同じだったのだろう。




　僕たちは……勝てない。




　僕が何回応援を要よう請せいしても、アリクレストは、その要請を握にぎりつぶすだろう。

　たとえその要請が僕ではなくアウトニアの政府から行われたとしても結果は同じことになっただろう。なぜならその要請に応じるかどうか、その決定権を持っているのはアリクレストの父親、オーガスタ・マルス参謀総長だったからだ。

　士官学校で行われた機動分隊模擬戦闘トーナメントで、僕はアリクレストの分隊をこてんぱんにやっつけて、裏工作をしたオーガスタ参謀長のメンツごと叩たたきつぶしてしまった。

　軍部の最高権力者である参謀長にとって、自分と息子のきらめく栄誉の経歴に泥団子を投げつけた僕という存在がどんなものなのか想像がつく。

　やがて、参謀の一人が声をあげた。

「私は積極攻撃を提案します。座して敵の侵しん攻こうを待つよりも、ここで少しでも敵に打だ撃げきを与あたえておくべきです！　たとえ我々がここで玉ぎよく砕さいしても、アウトニア本国には微び力りよくながら本土防衛艦かん隊たいが残っています、ここで敵の勢力を削けずることは決して無む駄だではありません」

　別の参さん謀ぼうが答えた。

「それは無茶だ！　本土防衛艦隊の主力は、仮装巡じゆん航こう艦かんだぞ。名前こそ勇ましいが、その正体は、星系内航行貨物船に、申し訳程度の武装を施ほどこした艦かんにすぎないんだ。数十隻せき集まったところで、敵の哨しよう戒かい艇てい一隻に勝てるかどうかすらわからないようなシロモノだ」

「では、どうするというんだ！　俺おれたちはここで、アウトニア回かい廊ろうが回復し、あいつらの補給路が開くのを、黙だまって見ていなくちゃいけないって言うのか？　今、あいつらは動けない。今をおいて俺たちに勝ち目はないんだ！」

「そうだ、そのとおりだ、しかしそれは、ミリオン傭よう兵へい隊と互ご角かくの戦力があって、初めて成り立つ話だ。俺たちとあいつらの戦力差を考えろ！　単純に船の数だけを比べても俺たちの三倍以上、戦せん闘とう力と練度に至っては比べるのも馬ば鹿かな話だ」

　参謀たちは再び黙りこんだ。

　やがて、一人が食いしばった歯の間からうめくような声でつぶやいた。

「くそ……なんで帝てい国こくのやつらは来ないんだ……帝国は庇ひ護ご下の星を絶対に見捨てないんじゃなかったのかよ……」

　僕ぼくは、その場から消えたかった。

　アリクレストの嘲あざける声が聞こえてくるような気がした。

『士官学校ではいい気になっていたようだが、実際の軍務においては、そんなもの何の役にも立ちはしないのがわかったか！』

　そう、アウトニアが滅ほろびる元げん凶きようが士官学校での僕の行いだったとしたら、すべての原因は僕にあるのだろう。僕があいつのメンツを潰つぶさずに、うまく立ち回っていれば、こんなことにならなかったんだ。

　意地と理想だけで突つっ走ぱしってきた士官学校時代の日々が、僕の脳のう裏りに浮うかんだ。

「申し訳ありません……」

　僕が言える言葉は、それしかなかった。

　そのとき、会議室に、当とう惑わくしたような空気が流れた。

　目を上げると、参謀たちが、ばつが悪そうな顔を見合わせているのが見えた。

　さっき、帝国をののしった参謀が、すまなそうに言った。

「あ、いや、そういえばマイド閣下は帝国の士官でしたね、なんというか……その……アウトニアの同どう僚りようのような気でいましたもので……誠に申し訳ありません」

　居並ぶ参謀たちが、小さくうなずいて微ほほ笑えむと、会議室に、ほっとしたような空気が流れた。

　同僚か……。

　アウトニアの参さん謀ぼうたちが、僕ぼくをそんな風な目で見てくれていたことが、うれしかった。

　僕は、士官学校時代の仲間の顔を思い浮かべていた。

　仲間たちがいなかったら、門もん閥ばつ貴族のドラ息子むすこたちの、権勢をカサに着た「ズルいやりかた」に、知ち恵えを絞しぼって対決し続けたあの三年間を、僕はやりとげられただろうか？

　僕は、会議室の中央に浮かんだアウトニア回かい廊ろうの勢力分布図を見上げた。

　あそこに敵がいる。圧倒的な敵だ。でも、あの敵は動けない。

　艦かん隊たいとは、動くから艦隊なんだ。動けない艦隊はただの砲ほう台だいにすぎない。

　今なら攻こう撃げき権は僕たちにある、どこをどう攻せめるか、それは僕たちの思いどおりなんだ。もし、僕たちにあいつらと互ご角かくとまではいかないにしろ半分の戦力でもあれば、僕たちは勝てるんだ。

　戦力が欲しかった。

　どんな船でも……戦える船ならどんな船でもいい。

　しかし、僕がいくら願ったところで虚こ空くうから戦せん艦かんが出てくるわけがない。

　僕はカッツ将軍の言葉を思い出した。

『実力者や英えい雄ゆうというのは、他人の力を一番うまく使える人間のことを言うのだ』

　カッツ将軍……やっぱりあなたは間ま違ちがっていたんだよ。だって、僕は実力者でも……英雄でもない、なぜなら、僕を応おう援えんしてくれる他人なんか一人もいないんだ。

　僕は視線を会議室に落とした。

　いや……いる。ここにいる人たちは僕を応援してくれるだろう。そして、士官学校の友人たちも僕を応援してくれるだろう。……でも、あいつらにだって、できることとできないことが……。

　そのとき。僕の頭に一つのアイディアが浮かんだ。

　そうか！　虚空から呼び出すのは、別に戦艦なんかでなくたっていいんだ！　巡じゆん航こう艦かんでも駆く逐ちく艦かんでも……それこそ海かい賊ぞく船でも……。

　このとき、僕の眼めに映ったのはほんの小さな希望の光だった。

　あいつが、僕の頼たのみを聞いてくれるかどうかわからない。いや、常識で考えれば、絶対に聞いてくれるわけなんかない。それは、商売をしている人間に、俺おれたちは仲間だから、タダで商品をくれよ、と言っているようなものだからだ。

　でも、孤こ立りつ無む援えんの僕にとって唯ゆい一いつすがることができるもの、それは「仲間」しかいないんだ。

　僕は、心の中でカッツ将軍に話しかけた。

『将軍……他人の力を借りることができるかもしれないよ……それが実力なのかどうか、僕にはわからないけど……』

　僕は自分の頭の中にひらめいた応援のアイディアことは、黙だまっていることにした。まだ、形になっているわけでもないし、あくまでも僕の頭の中にあるアイディアだったからだ。期待させておいて、うまくいかなかったら、ショックは大きいだろう。

　でも、マルス参さん謀ぼう長の気が変わってアウトニアに帝てい国こくの戦力をまわす、なんて奇跡のようなことに望みをつなぐよりは、はるかに希望が持てる。

　そうだ、それは希望だ。ほんの小さな糸のような希望の光だ。でも、そこに光があるのなら僕ぼくたちは、ただ座り込んで光が差し込むのを待っているわけにはいかない。僕たちができることがあるはずだ。そう、たとえばこの圧あつ倒とう的な戦力差を、少しでもなくす方法とか……。

　そう言えば、そもそも戦力って一体何なんだろう……。

　兵器や武器だけが戦力じゃない、それを扱あつかう人間の力量や意志の力だって戦力というものの大事な要素の一つだろう。

　……だとしたら。

　僕は立ち上がった。

　参さん謀ぼうたちの視線が集中するのがわかる。

「動けない艦かん隊たいは、艦隊の形をした要よう塞さいのようなものです。要塞と戦うとき、唯一の利点は攻こう撃げき権はこちらにあって、あちらにはないということです。これを最大限に利用した戦いを行いましょう」

　会議室に当とう惑わくした空気が流れた。

　ドキア提てい督とくが、いぶかしげな顔で聞いてきた。

「と……言うと、マイド閣下は積極攻撃を提案するのかね？　これだけの戦力差をどうするつもりなのかね」

「正面から当たったのでは、勝負になりません。僕が提案するのは、小規模な攻撃を反復して仕し掛かけるという戦法です、いわばヒットエンドランを繰くり返すわけです」

「確かにそうすればこちらの損害は少ないだろう、しかし、そのような嫌いやがらせのような攻撃にどんな意味があると言うのかね？」

　わけがわからない……という顔をするドキア提督以下のアウトニア軍の参謀たちに向かって僕は言った。

「ええ、嫌がらせです、その嫌がらせにこそ意味があるんです、戦力を少しずつ削けずってやるんですよ」

　さっき、帝国を罵ののしった参謀が聞いてきた。

「本気になって反はん撃げきしてきたらどうします？」

「そうしたらこっちの思うツボです。逃にげればいいんです、どんどん逃げるんです、下へ手たをすると相手は帰れなくなりますから、そんなに遠くまで追いかけては来ないでしょう」

　ドキア提督は腕うで組ぐみをして考え込んだ。

「それは……確かにこちらの損害は少なくて済むだろうが、そんな小手先の作戦で、この戦局が大きく変わるとも思えんな……」

　僕ぼくは、参さん謀ぼうたちに向かって笑いかけた。

「敵は補給が途と絶ぜつしています、この補給とは、燃料や武器弾だん薬やくだけの補給なのでしょうか？」

　中央指揮室に、一いつ瞬しゆん空白の時が流れた。

　空白の時を破ったのはモト中ちゆう尉いの声だった。

「そうか！　敵は食料も、何もかもが不足しているんだ！」

「そのとおりです、食料を始めとする一切の消費物資が不足していくんです、腹が減ってイライラして来たときに、ちくちくと突つっつかれるような攻こう撃げきを毎日毎日食らったら、何もかもイヤになってくるとは思いませんか？」

　参謀たちが顔を見合わせる中で、ドキア提てい督とくが腕うでを組んだまま言った。

「たしかに厭えん戦せん気分は高まるだろう……しかし、それだけでどうにかなるものでもないと思うが……」

「僕ぼくだって、こんな作戦が決定打になるとは思いません、アウトニア回かい廊ろうが開通してしまうまでに、どちらにしても最終決戦を行わなくてはなりません。戦力、練度、経験、そのすべてにおいて勝ち目のない我々にとって、唯ゆい一いつ敵に勝るものは意欲です。ならば、敵の意欲を削そぐことこそが、我々の選せん択たくできる唯一の手段だと思うのです」

「意欲満々の敵と当たるより、なげやりな敵と当たった方が勝ち目がある、ということか……」

　ドキア提督は、腕を組んだまま考え込んだ。

　参謀たちは顔を見合わせて、小声で話し合っていたが、心なしかその顔つきはこの会議が始まったときに比べると明るかった。

　やがて、一人の参謀が立ち上がった。

「やろうじゃありませんか、提督！」

　そう言って僕に笑いかけたその参謀は、さっき帝てい国こくを罵ののしった参謀だった。

「何もしなければ、誰だれがどう見ても百パーセント勝てない戦争ですけど、それを九十九・九九パーセントにできるなら、残りの〇・〇一パーセントに賭かけることは無む駄だじゃありません！」

　参謀たちの口からは次々に賛同の言葉が漏もれた。

　やがて、ドキア提督は組んでいた腕を解いた。

「それしかないようだな……もしもの場合、王家の方々を帝国領に亡命させねばならん……その時間稼かせぎにもなる。正面戦力の不足している我々に取り得る作戦は、それだけだろう」

　ドキア提督は、立ち上がった。

「では、アウトニア軍は、これより全力をあげてミリオン傭よう兵へい隊主力に対し、反復して小規模攻撃を実行することとする！」

　今まで黙だまって記録を取っていた秘書課のマール少しよう佐さが聞いた。

「作戦名は、いかがいたしましょうか？」

　ドキア提てい督とくはにやりと笑った。

「この嫌いやがらせは、ちょっとやそっとのレベルではない、アウトニアという国の存亡をかけた嫌がらせ攻撃を行わねばならんのだ。いわば銀河系レベルの嫌がらせを行うのだ。従って作戦名は『ギャラクシー・ハラスメント』とする」

　参さん謀ぼうたちは笑った。久々に聞く明るい笑い声だった。

「では、これにて総合作戦会議を終しゆう了りようする。次の会議は一標準日後、つまり十八日のこの時間である。それまでに各自効力のある嫌いやがらせ攻撃の戦術案を策定するように」

　参謀長の声で、会議は終わった。

『マイド閣下』

　部へ屋やを出て行こうとした僕ぼくを呼び止めたのは、ホログラフのリッキイだった。

「なんだい？」

『私はヴァル殿どのから、マイド様の個人データベースとしてお役に立つように、と言われてまいりました……このビルドベースの運営システムは電子人格向けに作られておりません、この船には私の居場所がないのです……どうか私を使っていただけませんでしょうか？』

　そうか……自分の船を喪うしなった船せん舶ぱく制せい御ぎよ電子人格には、行くところがないんだ……。

　それにヴァルの頼たのみを断るわけにはいかない。

「いいよ、僕の仲間になってくれるならいつでも歓かん迎げいだ」

『本当ですか！』

　喜ぶリッキイの顔を見て気がついた。

　僕のパーソナルデータベースは、救きゆう命めい艇ていの情報コンソールから転送した、いろいろなデータをほうり込んだままで、電子人格が入れるような容量は残っていないかもしれない。

「あ……ちょっと待って、今はまだだめだ」

　リッキイは、がっかりという顔をした。

『やっぱりそうですね……私なんて、あのヴァルゲイン殿から見れば駆かけ出しですものね……」

「違ちがうよ！　誤解しないでくれ、容量不足かもしれないってことなんだ、メモリーにほうり込んだいろんなファイルやプログラムを整理して、君を迎むかえる場所を作らなきゃいけないんだ。自室に帰ってすぐに場所を作るから、それまで待ってくれってことなんだ」

『そういうことですか……安心しました。では、私はこの戦術コンピューターのテンポラリィファイルの中で休んでおりますので、ご用がございましたら呼び出してください』

　リッキイは、安あん堵どしたように微ほほ笑えんで消えて行った。

　僕は、会議室からまっすぐ自分の部屋に向かった。

　僕にあてがわれた部屋は、ブリッジの後方にある士官用の個室だった。

　部屋に続く廊ろう下かには天然の毛織り絨じゆう毯たんが敷しかれ、展望窓のある場所には必ず椅い子すとサイドテーブルが置かれていた。

　それは、まるで古い客船のような雰ふん囲い気きだった。

　一線を退いた戦せん艦かんなんて、客船と変わらない……いや、この船が戦艦だったころは、それだけ余よ裕ゆうのあるのんびりとした戦争をやっていたのだろう。

　個室の中も、外の廊ろう下かに負けないくらい優ゆう雅がなインテリアデザインで統一されていた。床ゆかには、やわらかな、それでいてしっかりと足を受けとめる毛足の長い絨じゆう毯たんが敷き詰つめられ、アンティーク市場に出せばマニアがよだれを垂たらして寄ってくるような天然木の調度品が並んでいる。

　そうか、船そのものがアンティークなんだから、中身だってアンティークなのは当然なんだ。

　僕ぼくは個室の中の情報コンソールを捜さがした。

　情報端たん末まつの使える部屋を希望しておいたから、どこかにあるはずなんだが、どう見てもそれらしいテクノロジーを持った品物が見つからないのだ。やがて、アンティークのライティングデスクの中に、情報端末が組み込んであるのを見つけることができた。

　何よりも部屋の雰囲気を大切にしているということなんだろう。

　大切に使わなくちゃな……。

　僕はさっそく情報コンソールを開いて自分のパーソナルシステムのファイルの整理を始めた。

　救きゆう命めい艇ていの中で組んだセンサー逃のがれのジャミングプログラムデータなどを、どんどんゴミ箱にほうり込んでいるうちに、覚えのない名前のファイルがあるのに気がついた。それはとても小さな文章データだった。

　作成者の名前を確認して、少しどきっとした。それはメイ王女が作成したデータだった。

　パスワードロックはかけられていない。

　僕は、そのファイルを開こうとして迷った。

　なんとなく他人の日記帳を覗のぞき見るような気がしたからだ。

　僕はたっぷり十分間は悩んだ。

　でも、好こう奇き心しんに勝てなかった。







　第六章　カンムリ草の夢







　ファイルに記録されていたのは、詩のような文章だった。




　カンムリ草は大切にされる。

　カンムリ草は弱いから。

　カンムリ草は何もできないから。

　カンムリ草は大切にされる。




　どんな雨からも

　どんな風からも

　たとえ嵐あらしの夜にでも

　あなたはカンムリ草を守ってくれる。

　あなたは命と誇ほこりを懸かけて

　カンムリ草を守ってくれる。

　あなたは笑いながら。

　守ってくれる。




　でも。

　それはカンムリ草だから。




　カンムリ草がカンムリを捨てたなら

　あなたはどうするのだろう。

　カンムリを捨てた時

　カンムリ草はただの草になる。

　ただの草に

　あなたは見向きもしないだろう。

　ただの草に　何の価値もないのだから。

　本当はただの草なのに何の価値もない草なのに

　カンムリがついているだけで

　カンムリ草は大切にされる。

　あなたは命を懸かけて。

　カンムリ草を守ってくれる。




　カンムリ草に何ができるんだろう。

　カンムリ草に何ができるんだろう。




　あなたに何をしてあげればいいんだろう。




　僕ぼくはファイルを閉じた。

　そうか……。

　そうだったんだ。

　そのとき、メインスクリーンの一角に、艦かん内ない通信システムが、僕をコールしている表示が現れ、それと同時にメインスピーカーからコール音が鳴り響ひびいた。

　通信システムの表示が、呼んでいるのはマリリン中ちゆう佐さであることを教えてくれた。

　応答キーを押おすのと同時に、スクリーンに出たマリリン中佐は、不ふ機き嫌げんそうな顔で怒ど鳴なった。

「遅おそいよマイド！　作戦会議はとっくに終わったじゃないか！　そんなところでグズってないでとっとと私の部へ屋やにきな！」

「わかりました」

「待ってるからね！」

　スクリーンは切れた。

　こりゃあ、すぐに行かないとひどい目に遭あいそうだ。なんか貢みつぎ物ものでも持って行ったほうがいいかもしれないな……。

　僕は部屋に備え付けの冷蔵庫をあさって、チーズひとかたまりと、クーラーに入っていた高そうなワインを三本ほど取り出して抱かかえ込むと、マリリン中佐の部屋に向かった。

　マリリン中佐の部屋のドアをノックすると、すぐに返事が来た。

「マイドだろ、開いてるよ、入ってきな」

「失礼します」

　僕は部屋の中に入った。

　マリリン中佐は、中央のソファベッドに、腰こしを下ろしていた。

　制服の上着だけを脱ぬいで、ネクタイを外している。

　白いブラウスのボタンを外した襟えりの間から見える胸元が色っぽい。

　目の前にあるサイドテーブルの上には、半分空いたワインボトルが置かれていた。

　中佐は、僕の持ってきたワインのビンに目を止めると、にやっと笑った。

「へえ……朴ぼく念ねん仁じんかと思ったらけっこう気が利きくじゃないか」

「遅おそくなったおわびのしるしです……あ、これはチーズです、両方とも僕ぼくの部へ屋やの冷蔵庫にあったものを適当に持ってきてしまいました……ワインの銘めい柄がらなんて知りませんから、中ちゆう佐さのお好みに合うかどうかわかりませんけど」

　マリリン中佐は、チーズの包みを開けた。

「ほほっ！　パンタグリュエルのシェラザードじゃん」

　うれしそうな声を上げたあとで、今度はワインのラベルを見て、目を丸くした。

「フィゼラー・シュトルヒ・カッツェ三七八九……シャルル・ドリューネ三八〇一……」

「良いワインなんですか？」

「良いも何もあんた……帝てい星せいブックスで買えば、軽く十万は飛ぶよ」

　勝手に持ってきて良かったんだろうか……。

「どうしましょう？」

「どうするも何も、飲むしかないだろう、ワインってのは飾かざっとくものでも、見せびらかすものでもないよ。ワインは酒だ。酒は飲むものさ！」

　マリリン中佐は、そう言うが早いか、さっさとソムリエナイフを取り出して、ワインの栓せんを開けにかかった。

　……酒は、飲むもの！

　そう言い切るところがマリリン中佐らしいな。

　フィゼラー・シュトルヒ・カッツェは、白金色のワインだった。

　ワイングラスの中で、それはさざなみのように揺ゆれていた。

　グラスを口に運んだマリリン中佐の顔がほころぶ。

「いやあ！　これを飲めるってだけでも、アウトニアに来た甲か斐いがあったというもんだ」

「アウトニアに来た甲斐？」

　マリリン中佐は、眉まゆをひそめた。

「ああ、そうだよ、アウトニアの基幹産業のひとつがワインの醸じよう造ぞうなんだよ、あんた、知らなかったのかい？」

「あ、そういえばそんなデータがあったような気がします、すみません、僕は未成年ですし、軍人にとって関心を向けるべきものは、戦力や、正面装備だと思ってましたので……」

　マリリン中佐は、ため息をついた。

「あんたは、真ま面じ目めで、責任感があって、誠実だ。でも、それは時として、ものすごく残ざん酷こくなことなのかもしれないって考えたことがあるかい？」

「ありませんでした……誰だれかのために努力することが、その人を苦しめることになるなんて考えたこともなかったんです」

　マリリン中佐は、ワインを注ついだグラスを僕に差し出した。

「飲みな」

「あ……でも、僕はまだ十九歳と十ヶ月で……」

「ナマイキ言ってんじゃないよ！　シラフじゃできない話ってのがあるんだよ、世の中には！」

　……からみ酒のタイプなのかな。

　マリリン中ちゆう佐さは、自分のグラスに残りのワインを注ついだ。

「ったくもう！　あんたたちは、なんでそうイライラさせんだよ、この似た者同士が！　たいていの女の子なら、好きになった男が、自分のために必死になってくれたら、それだけで素す直なおに喜んじゃうね、ましてあんたみたいに、土ど下げ座ざまでやってのけられたら……たいていの女の子はイチコロだね。でも、あの子はあんたに似て、自分に妙みようなコンプレックス持ってるもんだから、喜ぶどころかめちゃくちゃ悩なやんじゃったんだ」

「そんな……僕はコンプレックスなんか……」

　そう抗こう議ぎしようとした僕の言葉を叩たたくようにマリリン中佐が言った。

「身分違ちがい」

　僕は絶句した。

「……図星だろ。わかってんだよ、あんたの考えてることぐらい。帝てい国こくの貧びん乏ぼう貴族の小こ倅せがれが、何の拍ひよう子しか、辺境とはいえ王家の娘むすめに惚ほれちまった。かなわぬ恋こいならば、せめて命を懸かけてでも王女とその国を守ってみせる！　ってところだろ」

　やっぱり……かなわないな。

　この姉あね御ごには。

　僕は、大きく息を吐はいた。

「……わかりますか？」

「当たり前だ。でっかく背中に書いてあるよ。僕は命を懸けてメイ王女を守ります！　ってね。それが読めないような馬ば鹿かはアウトニアにいないよ」

　マリリン姉御は、笑った。

「メイもメイだよねえ……ありゃあ王家に生まれたのが間ま違ちがいだよ。王女なんかに生まれたなら、ちょっとは増長するもんだが、増長どころか謙けん虚きよになるばかり……なんであんなに自分を過小評価するんだろうね」

「本当ですよ、もっと自分に自信を持てばいいのに……」

「ば～か」

　姉御は、あきれたような顔をした。

「お前さんにメイのことを言えるもんか、そもそもの原因は全部あんたの、そのコンプレックスから来てるってことを認識しろ！」

「僕の……コンプレックス……ですか？」

「ああ、そうだよ」

　姉あね御ごは、ワインをくいっと飲み干して、ほっとため息をついたあとで、僕ぼくをにらんだ。

　ほんのり赤くなった目元が色っぽい。

「ねえ、マイドくん、聞きたいんだけどさ、あんたに土ど下げ座ざさせたあの大おお馬ば鹿か野や郎ろうと、あんたと、どっちが上等の人間だと思う？」

「自分の口から言いたくはありませんが……僕は、少なくとも、あいつよりはマシな人間だと思ってます」

「そうだよね、そのとおりだ。じゃあ聞くけどさ……あんたとあいつと、どっちが身分が上なんだい？」

「それは……」

　姉御はにやっと笑って、ソファに身体からだをあずけた。

「そういうことだよ、人間の価値ってのはね、何をしてきたか、何をやろうとしているのか、その二つで決まるんだ。生まれや家いえ柄がらに意味を見いだすヤツってのは、それ以外に頼たよれるものがないだけなんだ。あんたは、たしかに貧びん乏ぼう貴族の生まれで、両親もいないし、縁えん故こも資産も何もない人間だ。帝てい国こくの貴族の基準から見れば、まあ、道みち端ばたに転がってるコーヒーのドリンクパックの空からか、クレープの包み紙程度の価値しかない人間だね」

　……ずいぶんな言われようだけど。反論できないな。

　そして、姉御は、真ま面じ目めな顔をした。

「おい！　コーヒーの空パック野郎、お前は本当に自分を空パック程度の人間だと思ってるのかよ！　このアウトニアって国は、空パック程度の人間に命運を預けてるのか？　そんなわけはないだろうが！」

「言いたいことはわかります……でも……」

「あーうるさい！　反論も言い訳も一切聞く耳もたないね！　あんたみたいなズルイ人間の言うことなんか聞いたら耳が腐ふ敗はいして糸を引いちまう」

「僕がズルイですって？」

「ああそうだ、お前さんは最低の人間だよ、なぜかって？　教えてやるよ」

　姉御は姿勢を変えて、僕の正面に向き直った。

「お前さんは、メイのためなら何でもやってやろう、と決意してる……まあ。それは立派だ。誉ほめてやる。でもな、その立場が問題なんだ。その決意は、マイド・ガーナッシュという一人の男としての決意なのかい？　それとも、帝国の士官としての義務を果たすための決意なのかい？」

「それは……」

　僕は再び絶句した。

　区別なんてつけられない。

　最初は、帝てい国こくの士官としての義務を果たすつもりだった。

　それは今でも変わっていない。

　ただ……メイというひとりの女の子を守りたいという気持ちが、どんどん大きくなっていったことは事実だろう。

「おそらく、区別なんてつけられない。ってのが、あんたの考えてるお答えだろうよ、でもな、その宙ぶらりんな決意で愛された人間の身にもなってみろ！　立場として好意を寄せられているのか、それとも、本当に自分のことを好きになってくれているのか。それがわからないままの状態なんて、こんな残ざん酷こくな話はないじゃないか」

　姉あね御ごは、そこで言葉を切ると、僕ぼくを指差した。

「あたしはね、あんたに自分の気持ちを素す直なおに認めろって言ってんだ！　立場やら身分やら帝国の義務なんて言葉に逃にげるんじゃない！　逃げ続けるかぎりあんたは最低の人間だよ！」

　逃げていたんだろうか。

　いや……。

　否定しようとして、否定できなかった。

　……やっぱり逃げていたんだと思う。

　僕は自分が傷つくことが怖こわかったんだ。自分が完かん璧ペきじゃないことを認めたくなかったんだ。

　メイは王女だ。僕とは身分が違ちがう。だから僕のこの想おもいは絶対にかなうわけがない……僕はそう思い込んでいた。自分には、できないことがあるってことを認めたくなかった僕ぼくは、その事実から眼めをそらし続けてきたんだ。
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　考え込む僕に向かって、姉あね御ごは微ほほ笑えんだ。

「ほんと。あんたらは似た者同士だね……さっきメイもここで私に同じことを言われて考え込んでいったよ。あの子も、あんたと同じように逃にげていたみたいだしね」

　僕は驚おどろいた。メイ王女は……いったい何から逃げていたって言うんだ？

　姉御はいたずらっぽい目をした。

「気になるだろ、教えてやんないよ、私の口からそれを聞くのは間ま違ちがってるからさ」

　そして、姉御は手に持ったワインを一口飲むとちょっと真ま面じ目めな顔をして言った。

「マイド・ガーナッシュ中ちゆう尉い、これからあんたに、あんたが大好きな義務ってやつを与あたえてやる。メイの不安を解消するという義務だ。さっさとメイに会って義務を果たしてきな……それにしてもあんた、本当にメイの気持ちに気がついていなかったのかい？」

　僕は素直に頭を下げた。

「すいません、なんとなく……そんな気がしていたんですけど、それは全部僕の思い込みだと思っていたんです」

「まったくもう……鈍どん感かんってことは罪だよ」

「はい……さっきメグ少しよう尉いにも、そう言われました」

　姉御は、ちょっと驚いたような顔をしたあとで、沈ちん痛つうな顔になった。

「そう……メグに言われたんだ……今ごろどうしてるのかな……あの子」

「メグ少尉に何かあったんですか？」

　姉御は、ぽつりと言った。

「……マスクワードなんだ……メグの彼氏って」

「メグ少尉は、このことを……」

「知っていると思うよ……あの子は通信システム管理官だ、おそらく誰だれよりも先にそのことを知っているはずさ」

「そうですか……」

　マリリン中ちゆう佐さは黙だまって僕のグラスにワインを注ついだ。

「飲みな……飲んで忘れろなんて馬ば鹿かなことは言いやしない。そんなことで忘れることができるほど人の生き死にってのは軽いもんじゃない……でも……酒ってのは重荷をちょっとの間だけ軽くしてくれるんだ。一息いれて、もう一度その重荷をかつぎ直せる時間をくれるのさ……お前さんみたいな人間には、必要なことだと私は思うよ。あんたは、なんでもかんでもぜーんぶ背負いたがる性格みたいだから」

「そうかもしれません。僕にはするべきことが山のようにあるんだと思っていました、そして、そのすべてを完かん璧ペきにこなして、初めて僕は他人から認められるんだと信じていました」

「ばーか」

　マリリン姉あね御ごは、半目になった目で僕ぼくをにらんだ。

　かなり酔よってきたみたいだな。

　考えてみれば僕がワイングラス二杯はい飲まないうちに、ボトル三本近くあけちゃったことになる。

「お前は何様だよ、そんな人間なんてこの世にいるもんか……やい！　マイド！」

　姉御はいきなりソファベッドの上であぐらをかいた。

　……タイトのミニスカートのままで……。

　ミニスカートの奥おくの白い部分から必死に目をそらす。

「もっと弱みを見せろ！　辛つらいことやイヤなことがあったら、もっと他人に相談しろ！　お前さんにとって他人は全部敵なのか？　私やルサやカワハヤは、頼たよる価値もない人間なのか？　え？　そりゃあ、他人ってのはしょせん他人だ、お前さんの本当の気持ちなんかわかりゃしない……でもな、他人だからこそわかることだってあるんだ、お前さんのことを本気で心配して、本気でお前さんの役に立ってやろうって他人だっているんだ！　そういった他人のことを何て呼ぶのか知ってるか？」

　姉御は、そう言うと僕の襟えり首くびをつかんでひきよせた。

　姉御の顔が目の前に来る。酔よっ払ぱらってる姉御は、壮そう絶ぜつに色っぽかった。

　ゲランの香こう水すいの香かおりとワインの香りが入り混まじった匂においが姉御の身体からだから立ち昇のぼっていた。

　その迫はく力りよくに何も言えないでいると、姉御はこう言った。

「わかんないみたいだな……教えてやるよ。ト・モ・ダ・チって言うんだ！　わかったか！」

　僕は黙だまってうなずいた。

　姉御は、しばらく僕の顔をじっと見み詰つめていたが、やがて、照れたような顔になって僕の襟首をつかんでいた手を離はなした。

「私ともあろうものが、ムキになっちまったね……酔ったかな……まったく気をもませる坊ぼうやだよ、あんたは……」

　そして小さなため息をついて小声でつぶやいた。

「ホント……メイがうらやましいねえ……」

「え？」

　僕が思わず顔を上げると、そこに、姉御の笑え顔がおがあった。

「お前さんには、イイ男になる素質があるってことさ、まだまだダサ坊なところがいっぱいあるけどね。本当のイイ男ってのは、男たちからも一いち目もく置かれる男のことさ。見た目だけで評価されるのは、本物じゃないんだ」

「それは……すごく難むずかしいことだと思います……」

「そうさ、だから本当のイイ男ってのは、たくさんいないんだ、世の中の女どもが必死に捜さがすのは、そういうわけさ」

　僕ぼくは、立ち上がってマリリン姉あね御ごに一礼した。

「ありがとうございました。じゃあ……まず義務を果たしに行ってきます」

「がんばんな、イイ男候補生」

　姉御の部へ屋やを出るとき。僕ぼくは振ふり返った。

「あの……マリリン中ちゆう佐さ」

「なんだい？」

「本当のイイ女って、どんな女の人だと思います？」

　マリリン姉御は、面おも白しろそうに笑った。

「どんな女だい？」

　僕は笑って言ってやった。

「本当のイイ男ってのが、どんな男なのか知ってる女の人のことを、イイ女っていうんですよ」

　姉御は一いつ瞬しゆんマジな顔をしたあとで赤くなった。

「ばか！　オトナをからかうんじゃない！」

　僕は素す早ばやく姉御の部屋のドアを閉めた。







　第七章　僕ぼくの義務







　さてと、メイ王女の部屋をさがさなくちゃ……。

　僕は自分の持っていた携けい帯たい型の情報端たん末まつを操作して、ビルドベースに関する情報を取り込んだ。どうやら王女の部屋は、後部指揮所の近くにあるらしい。

　このＢ級戦せん艦かんビルドベースは、今ではもう、ほとんど使われなくなった磁気位相転移方式により推進力を得るタイプで、磁場展開による防護スクリーン……俗ぞくにビルドアップスクリーンと呼ばれていたが、これを展開するためのマグネットコアや、兵装などが船体の前方に集中して配置されており、私室は後方に配置されている。

　そのシルエットは、やっぱり「古代遺い跡せきから出土した壺つぼ」に見えた。

　兵士の間では、このビルドベースに配属されると、腰よう痛つうや肩かた凝こりが治るという言い伝えがあり、老兵たちの転属志願が多いというゴシップ情報もあった。

　僕は、昔むかし、ヴァルと交かわした会話を思い出した。

『あまり強い磁気は、我々の判断能力に影響えいきようを与あたえます……いわば人間が酒を飲んだ状態に近くなるのです……』

　全力航行の場合には、この戦せん艦かん全体が強力な磁気を帯びることになる。居住区などについては、搭とう乗じようしている人間の身体からだに影えい響きようを与あたえないように完全な耐たい磁じシールドが行われているが、それ以外の部分にはシールドが行われていない。航行時のコントロールを酔よっ払ぱらった電子人格に任せるわけにはいかないというのはよくわかる理り屈くつだ。

　僕ぼくは、長い廊ろう下かを歩いていた。

　戦せん闘とう態勢になれば、配置につく兵員のため廊下は無重力化され、壁かべも天てん井じようもすべてガイドウェイとなって、セレクトバーにつかまれば、自動的に配置場所まで連れていってもらえるのだが、平時の今は、何のへんてつもない、ただの廊下だった。

　僕は少し喉のどが渇かわいていた。

　……飲みなれないワインを飲まされたせいかな？

　そういえばこの廊下の途と中ちゆうには、休きゆう憩けい室があったよな……休憩室なら、コーヒーのベンダーくらい置いてあるんじゃないかな？

　僕が、何の気なしに、休憩室に足を踏ふみ入れたそのとき女の人の声が聞こえてきた。

「モト……あなたって、あいかわらず噓うそが下へ手たね、ほんと、あの人とは正反対」

　僕は、その、半分涙なみだ声ごえになっている声に聞き覚えがあった。

　メグ少しよう尉いだ。

「いや、噓じゃない……あいつはそう言ったんだ……」

　その、男の人の声にも聞き覚えがあった。

　それは、モト中ちゆう尉いの声だった。

　僕は、手前に置かれているグリーンプラントの隙すき間まから休憩室の中をのぞいた。

　休憩室には大きな展望窓があり、その前にはソファが置かれていた。広さはちょっとした応接室ぐらいはある。

　その大きな展望窓の前に立っているメグ少尉は、はかなげな微ほほ笑えみを浮うかべていた。

「きっともどってくる……なんて、あの人は言わなかったじゃない」

「……え？」

　僕に背を向けているモト中尉の顔つきはわからなかったが、声には驚おどろきの色があった。

　メグ少尉は顔を振ふって、後ろの展望窓から星の海を見上げた。

「忘れてたでしょ、私は通信管理官なのよ。あなたがたの闘たたかいの一部始終を傍ぼう受じゆして記録するのが仕事なの、だから……ザイダベックが最後の突とつ撃げきをかける前に、あなたとあの人が交かわした会話も全部聞いてたのよ」

「じゃあ……あいつが君に言ってくれと頼たのんだ言葉も……」

「そう、聞いていたわ。あの人、私に、ごめん、忘れてくれって頼んだでしょ……私……そんなに可か愛わいい女じゃないの。だから、ぜーったいに忘れてなんかやんないんだ、ごめん……なんて謝あやまったって許してやんない」

　モト中ちゆう尉いが頭を下げた。

「ごめん……謝らなきゃならないのは僕ぼくの方だ。僕が、あんなシナリオを書かなきゃマスクワードはあんなことにはならなかった」

「ふざけないで！」

　メグ少しよう尉いは振ふり向いて叫さけんだ。

　それは、今まで明るくふるまってきた心の覆おおいがはじけ飛んだ叫びだった。

「じゃあ……あなたのせいであの人は死んだって言うの？　あなたのために死んで行ったの？　冗じよう談だんじゃないわ！　あの人はね……あの人は……私のために死んだのよ！」

「メグ……」

「わかってる！　私が言っていることが支し離り滅めつ裂れつで、意味が通らないってことぐらいわかってるの！　でも……でも……そう思わせてよ！　そう思ったっていいじゃない！　あの人は……私のために死んだんだ。私を守るために……私の未来のために死んでくれたんだ……つて！　だって……だって、そう思わなきゃ……私……明日からどうやって生きていっていいのかわからないじゃない！」

　あとは声にならなかった。

　顔を両手でおおってその場に泣き崩くずれたメグ少尉の前で、立ちつくすモト中尉の背中が震ふるえていた。

　僕は、そっと休きゆう憩けい室しつを出た。




　僕は戦争をしているんだ。

　戦争という名前の人殺しをやっているんだ。

　僕は、メイを……そしてアウトニアを守るために、これから人を殺さなきゃならないんだ。

　何百……そして何千という敵の命を……仲間の命を、僕の命令によって失わなければならない。

　メイやアウトニアの人々の自由は、相手や仲間たちの命を奪うばってでも守るべきものなんだろうか？

　命を奪う行こう為いが許されないというのなら、僕たちが抵てい抗こうすることも許されない。

　自分たちの意志も信条も、自分たちの生き方を自分で決めることすらも放ほう棄きしてしまえば、僕たちは、人殺しをしないで済む。

　どんな理り不ふ尽じんな要求でも、言われるがままに生きていく道を選べば、平和が保たれる。

　平和こそが尊いというのなら、そういった道を選ぶのもいいだろう。

　でも、それは人間の平和じゃない。

　自分の生き方を自分で決める。

　ただ、これだけのことを貫つらぬくために命を懸かけて戦う行こう為いをばかばかしいと思うなら思うがいい。

　僕ぼくは、士官学校のライブラリィで読んだ、超ちよう古代史の戦争の記録を思い出した。

　それは、人類が、跳ちよう空間航法どころか、惑わく星せい系内航行すら達成していない頃ころの記録だった。一つの惑星の上で、勢力争いを繰くり返していた人類の中で、一つの古い勢力国家が、隣となりの、これも同じくらい歴史のある勢力国家を占せん領りようしたときの記録だった。

　石いし畳だたみが続くその古い都市は、占領された国家の首都だった。

　その都市のあちこちに、一枚のタイルのような板が貼はられている。

　それは、十センチ四方にも満たない小さな板だ。

　道路や橋の欄らん干かんや建物の壁へき面めんのほんの隅すみっこに、それは貼られている。

　板に書かれているのは、名前と、年ねん齢れいと、職業。

　ただ、それだけが書かれた板が、その都市のあちこちに貼られている。

　その板の意味するものは、記録だ。

　この都市が、占領されたとき、都市の住民は抵てい抗こうした。

　そして、抵抗運動に身を投じた住民は占領軍によって殺されていった。

　その、殺された場所すべてに板が貼られている。そこで死んでいった人々の名前と、年齢と、職業が刻きざまれている。

　その多くは若い男女たちだった。

　この街を訪れる観光客は、何も知らずにその板の上を歩き、その板の前を通り過ぎる。

　でも、その都市に住む人々はその人を決して忘れないだろう。

　その人々が何のために闘たたかい、何のために死んでいったのか。

　それを忘れない限り、その板はそこに存在し続けるに違ちがいない。




　占領軍の名前はナチスドイツ。

　そして、その都市の名前は……そう。確かパリ、と言ったと思う。




　それにしても人間という生き物は、どうして変われないんだろう。

　大おお昔むかしから戦争という名前の人殺しばかり繰くり返しているのだろう。

　ヴァルだったら何と言うだろう。

　肩かたをすくめて『しかたありませんですな』とでも言うだろうか。

　いや、違うな。

　きっと、こう言うだろう。

　にっこり笑って。

『そうですな……では、マイド様がお変えになってはいかがですか？』……と。

　そうだよな、ヴァル。

　誰だれかが変えなきゃいけないんだよな。

　そして、その、誰かに。

　僕ぼくがなっちゃいけないという決まりはないんだ。

　僕は、戦争を続けなくちゃならない。

　でも、僕は、死んでいった人間の数を競うような戦争だけはしたくなかった。

　それは、たわ言なのかもしれない。

　矛む盾じゆんに満ちたキレイごとなのかもしれない。

　でも、それをやっちゃいけない、という決まりだってないんだ。




　気がつくと、僕はメイ王女の部へ屋やの前に立っていた。

　王女の部屋のドアの前に立って、僕は一回大きく息を吸った。

　さて……と。

　僕がドアのインターカムのスイッチに手を触ふれる前に、インカムから声がした。

『どうぞ……ドアはあけてあります』

　王女の声だった。

　インカムの横のオープナースイッチに触れると、ドアは低い『ぽーん……』という電子音とともに開いた。

　ドアの向こうには、メイ王女が立っていた。

「メイ王女……あなたにお話があります」

　メイは微ほほ笑えんだ。

「私もマイド先生にお話があります……奥おくの部屋へどうぞ」

　メイは、僕の前に立って奥のリビングへと歩きはじめた。

　僕の前に立って歩くメイの背中は、小さく、ポニーテイルにまとめた髪かみの下のうなじは、はかなげに細かった。

　この、小さな背中に背負わされている責任は、どれほどのものなんだろう。

　リビングは広かった。思わず部屋の中を見回してしまった僕に向かってメイは、申し訳なさそうに言った。

「こんな広い部屋に私一人なんて無む駄だですよね」

「いえ……待たい遇ぐうと責任というのは比例してしかるべきだと思います……」

　メイは、思いつめたような顔をして僕を見た。

「そのことですけど……マイド先生……いえ、マイド閣下！」

　メイは、改まった呼び方で僕を呼んだ。

　そして、いきなりこう言った。

「私と既き成せい事実を作ってしまいましょう！」

　……え？

　困こん惑わくする僕ぼくに向かってメイは、一気にまくしたてた。

「先ほど、アウトニア本国から、マイド閣下に与あたえた指揮命令権を取り消すようにという指示が来ました。マイド閣下は帝てい国こくの駐ちゆう在ざい武官でしかない……アウトニアの王族でも、勅ちよく任にん官かんでもない人物に軍隊の指揮命令権を与えることはできないと言うのです……でも、そんなことはできません！　私、考えたんです、私がマイド閣下にしてあげられることは何だろうって……そして思いついたんです、私はアウトニア国王の名みよう代だいです。だから、私が父に成り代わってマイド閣下をアウトニア宇宙軍の元げん帥すいに任命する勅ちよく命めいを出そう……そして、その勅命を受けていただこうと！　全軍の前で宣せん誓せいしてしまえば、宣誓と勅命は誰だれにも取り消すことはできません！」

　ああ……そうか、既成事実というのは、そういうことか。

　いやはや、早とちりしたらえらいことになるところだった。

　このとき、僕は一いつ瞬しゆん、落らく胆たんしたような顔をしたんだと思う。

　メイは、泣きそうな顔になった。

「もしかして……ご迷めい惑わくでしたか？」

　僕はあわてて両手を振ふった。

「とんでもない！　それより元帥だなんて、そんな大それた肩かた書がきを僕に与えてしまっていいんですか？」

「ええ、本当はその肩書きはアウトニアの国王である父のものです、でも、ここ、アウトニア宇宙軍の中では、私はただ一人の王族です、そして、その権限を委い譲じようできるのは、私だけなんです」

　メイは、僕を真しん剣けんな目で見つめて、そして言った。

「受けていただけますか？　マイド閣下」

　メイは、ずっと考えていたに違ちがいない。僕に対して何ができるのか……。

　その答えがこれなんだろう。

　肩書きや権限なんてものが、果たして今の僕にとってどんな意味を持つのかと言えば、はっきり言って何の意味もない。

　そんなものよりも一隻せきの哨しよう戒かい艇ていの方がはるかに役に立つだろう。

　でも、彼女にできることが、彼女にとって精いっぱい、できるかぎりの行こう為いがこれだとしたら……。

　僕は、メイの前にひざまずいて、臣下の礼を取った。

「マイド閣下！」

　メイは両手を口にあてて、泣きそうな顔になった。

「おやめください！　マガザン帝てい国こくの貴族であるあなたにとって、臣下の礼を尽つくすべき相手は、マガザン帝国の皇こう帝てい陛下ただ一人のはずです！」

　僕ぼくは顔を上げた。

「いいえ、メイ王女、今、ここにいるのは帝国の貧びん乏ぼう貴族なんかじゃありません、ただのマイド・Ｂ・ガーナッシュという一人の男です、そして、その男が自分のすべてを懸かけて尽くす相手があなただとしたら、あなたに臣下の礼を尽くすのは当然のことだと思います」

　メイの両目から涙なみだがあふれた。

「マイド閣下……」

「僕は今、閣下と呼ばれる身ではありません、ただのマイド、という一人の男です……そして、その、一人の男としてあなたに言わなくてはいけないことがあります……」

　メイは、あとを続けようとした僕の言葉をさえぎった。

「お立ちくださいマイド……さん。あなたの言葉が一人の男の人としての言葉なら、私も一人の女として聞きたいと思います、ですから、こんな姿勢は不自然です」

　メイは笑った。

「それに……どんな言葉でも、正面から受け止めたいと思っていますから」

　僕は立ち上がった。

　メイは僕を見ていた。

　僕は、一回息を吸って、そして言った。

「メイ、僕は君が好きだ。だから、僕は自分のすべての能力を使って、君を守る。僕が身のほど知らずだってことは重々承知の上さ、でも、身分や立場がどんなに違ちがっていても、人が人を好きになることぐらいは自由のはずだ。君だってそうだよ。王女というカンムリを捨てたカンムリ草は、ただの草になるんじゃない、それは、菜の花になるんだと思うよ」

　メイは真まっ赤かになった。

「読んだんですか！」

「ごめん。何が書いてあるのか、気になって、ファイルを開いてしまったんだ」

　メイの目から涙がこぼれた。

「あ……ごめん！　悪かった！」

　メイは涙を拭きながら、小さく首を振った。

「いいえ！　マイド先生を責めているんじゃありません。うれしくって……どうしていいかわからないんです。だって……私から王女という肩かた書がきを取ったら何もないんです……何もできないただの女の子しか残らないのに……」

　僕が一歩近づくと、メイは、僕を見上げた。

「僕はね、今までずっと、すべてのことを上う手まくやりとげなくては絶対に他人に認めてもらえないんだと信じてた。でも、今日、通信コンソールの前で、君に、それはあなたのせいじゃない……って言われたとき、僕ぼくは、初めてわかった。僕は……きっと誰だれかにそう言ってもらいたかったんだ、お前は神様でもスーパーマンでもない、だから、完かん璧ぺきにできなくたっていい、自分のできるかぎりのことをやればいいんだってて」

「マイド先生……」

「菜の花って、派は手ででも豪ごう華かでもないけど、見ていると、ほっとしないかい？　だから……君は菜の花なんだ。カンムリ草からカンムリを取ると、それは菜の花なんだ」

　メイの両目から、涙なみだがぽろぽろと落ちた。

　そして、メイはいきなり僕に抱だきついてきた。

　僕の目の前で、ポニーテイルにまとめた栗くり色いろの髪かみが揺ゆれていた。

　僕はどうしていいかわからなかった。

　恥はずかしい話だけど、こんな風に女の子に抱き付かれたのは生まれて初めてだったからだ。

　……どうすればいいんだろう。

　僕は、目の前の小さな肩かたに手を置いた。

　僕は、メイを「愛いとしい」と感じている自分に気がついた。

「愛」なんて言葉は軽々しく使ってはいけない言葉だと思ってきた。

　簡単に使いたくもないし、使われたくもなかった。

　自分なんかより、ずっとずっと大切なもののために存在している言葉だと信じてきた。
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　だとしたら……。

　使うべきは、今、このときのためなんだ。




「メイ……」

　メイは僕ぼくに抱だきついたまま小さくかぶりを振ふった。

「もう少し、このままでいさせてください。手を離はなしたら……きっとあなたはマイド閣下になってしまうでしょう、帝てい国こくの士官になって……アウトニアの王女に向かって何かを言うと思います。だから……だから、あと少しだけ、ただのメイ・シザーズでいさせてください！」

　僕は黙だまった。

　黙ってメイを抱きしめた。

　メイの身体からだは柔やわらかく、温かだった。

　このとき、僕はザイダベックの救きゆう命めい艇ていの中で、メイの体温を背中に感じたときのことを思い出していた。

　そうか、あのときも……そうだったんだ。




　僕は……人の温かさを知らずに育った。

　抱きしめてくれた母の胸のぬくもりも、背負ってくれた父の背中のぬくもりも、遠い記憶のかなたにかすかに残っているだけで、ほとんど覚えていない。

　だから僕は、そんなものは必要ないと自分に言い聞かせてきた。

　そんなものを欲しがればヴァルを悲しませるだけだとわかっていたから……。

　僕は今、初めてわかった。




　僕が本当に欲しかったものは……この温かさだったんだ。




　やがて、メイがぽつりと言った。

「私って……最低の人間ですね」

「え？」

「私……今、この戦争が続くことを願っているんです……戦争が続くかぎり、私はマイド先生といっしょにいられるんだ……だから……この戦争がずっと続けばいいって……私って最低ですね……」

「そうか、じゃあ……僕と同じだ。僕もそう思ってる……ここにいるのは最低の貴族と最低の王族なんだよ、きっと」

　メイは小さく、くすくすと笑った。

　僕ぼくはメイを抱だいていた手を離はなした。

「あ……」

　メイは小さな声を上げた。

「僕はこれからやらなくちゃいけないことがあります。あなたを……そしてアウトニアを守るために……僕は帝てい国こく軍の司令官にもどらなくちゃいけません」

　メイは、小さくうなずいた。

「はい……わかりました、マイド閣下」

　メイは、僕の顔を見上げた。

　そして、目を閉じた。

　僕はどきっとした。このポーズと表情は……まさか……。

　でも……本や映像で、こういったシーンのときは、必ずそういったことになっていた。

　まさか……自分が、そんなシチュエーションに出くわすなんて思ってもいなかった。

　ううう……どうすりゃいいんだ？　こんなとき。

　そういったシーンを、もっとよく見て勉強しておけばよかった。

　僕は覚かく悟ごを決めた。

　メイに恥はじをかかせるわけにはいかない。

　こんなときに恥をかくのは僕の仕事だ！

　ええい！　こーなりゃやってやろうじゃないか！

　僕は、メイの頰ほおに手を添そえて……。

　そして……口づけした……。

　メイの額に。

　それが、僕にできる精いっぱいのことだった。







　第八章　精強なる卑ひ怯きよう







　僕ぼくは、半分熱でもあるみたいに、ちょっとふらつきながら自分の部へ屋やにたどりついた。

　マリリン姉あね御ごに飲まされたワインが効いていたのかもしれないが……やっぱりそれだけじゃなさそうだ。

　何と言うか僕の身体からだの中に、いろんなエネルギーが湧わいてきて、それを抑おさえ切れないような、そんな感じだった。

　これから僕がやること。

　それを、いつも見てくれている人がいる。

　その人は、僕のために泣いてくれた。そして、僕を見て微ほほ笑えんでくれる。

　だとしたら。

　その人のために努力することが、素す晴ばらしいことでなくて何だと言うのだろう。

　部屋のドアを閉めて、一人きりになったとき、僕は思わず叫さけんでいた。

「よーし！　見てろ！　僕は本気だぞ！」

　僕の全身を言い様のない高こう揚よう感かんが包んでいた。

　僕は情報端たん末まつの前に座すわると、電子人格のリッキイを呼び出した。

　リッキイは、すぐに現れた。

「僕のパーソナルデータベースにスペースを作ったよ、来てくれないか？」

　僕が、そう言うとリッキイはにっこり笑って、モニターから消えた。

　数秒後……僕の部屋の床の上に立ち上がったホログラフのリッキイは、タキシードを着ていた。

　驚おどろく僕に向かってリッキイは微笑んだ。

『ヴァル殿どのから、マイド様にお仕えするときはこの姿でと言われてまいりましたので……』

　リッキイのタキシード姿は、ヴァルに比べれば、お世辞にも板についたと呼べるものじゃなかった。でも、リッキイは僕の好みに合わせようと一生懸けん命めいなんだろう。

「そうか、ヴァルが、そう言ったのか……」

　リッキイは、僕の顔を見て不思議そうに言った。

『私はヴァル殿から、マイド様の指示に従って使用するように、と言われて様々なデータ管理ツールを、預かってまいりましたが、はっきり言ってとまどっております……このツールを使えばおよそ不可能なことはないと言っても良いのではありませんか？　このツールと、ヴァル殿の能力さえあれば、帝てい国こくの機密ファイルに侵しん入にゆうしてデータを書きかえることなど朝飯前だったはずです、マイド様は、いかなる出世も栄えい耀よう栄えい華がも思うがままだったのではないのですか？』

　僕ぼくは驚おどろいた。

「まさか！　いくらなんでもそれだけの能力が一いつ介かいのテクノサーバントにあるわけが……」

　そこまで言ってから気がついた。

　士官学校を卒業してから、僕はヴァルの能力に驚かされっぱなしだった。きっとヴァルの能力は僕が考えていたものよりはるかに高かったんだろう。ヴァルだったら可能だったかもしれない……いや……可能だったんだ。

　じゃあ、どうしてヴァルは僕を助けてくれなかったんだろう？

　僕は小学生のころ、ヴァルに言われたことを思い出していた。

　僕が暮らしていた寄宿制の小学校には、月に一回学力テストが行われ、その結果が良ければ、ご褒ほう美びとして、外出日が増えるシステムがあった。

　でも、そのご褒美をもらえるのはいつも、上位の成績を収める門もん閥ばつ貴族の子弟たちばかりだった。

　ふだんの授業態度からみても、絶対に上位の成績なんか収めることができるわけないのに、なぜかそいつらはそのテストにかぎって点数が良かったのだ。

　風のウワサで、そいつらに事前にテストの問題と正解が伝えられているということを聞いたが、僕は最初信じなかった。しかし、ある風の強い日に中庭を歩いていたとき、僕は風に飛ばされてきた、くしゃくしゃに丸められた一枚のプリント用紙を何の気なしに拾った。

　その用紙を見た僕は驚いた。

　そこには、とある門閥貴族の名前と、昨日出題されたばかりのテストの問題と正解が印字されていたからだ。

　風が運んできたのは、ウワサではなく証しよう拠こだった。

　僕は自室に飛んで帰ると、すぐにヴァルを呼びだした。

『ヴァル！　これを見て！　あいつら、こんなずるいことやっているんだよ』

　ヴァルは驚いて見せた。

『これは、とんでもないことですね』

『ヴァル！　お前はこの学校の空調システムに入って細こまかいコントロールや、メディカルデータを見ることができるって言っていたよね、この学校の電子人格とは友達だって』

『はい、そのとおりでございます。この学校の管理用電子人格であるトーマとは懇こん意いの間あいだ柄がらでございます』

『じゃあ、僕にもテストの問題と正解を教えるようにトーマに言ってよ！』

　ヴァルは少し困ったような顔をした。

『それはできません、そういうことはやってはいけないことです』

『なんでだよ！　ずるいこと、悪いことをしてるのはあいつらじゃないか！　どうしてあいつらなら良くて僕ぼくはダメなんだ！』

　ヴァルは、ゆっくりとした口調で話しはじめた。

『誰だれかが悪いことをしているのを知ったとき、次の二つの方法のうち、マイド様はどちらの方法をお選びになりますか？』

　僕はその口調にとまどった。それはお説教とはほど遠い口調だったからだ。

『一つ目の方法は、みんながやっているなら俺おれだってやらなきゃ損だと言って同じように悪いことをする、という方法です。そして二つ目は誰が何をやっていても、絶対に自分は悪いことをしないで正々堂々と生きるという方法です』

　ヴァルはそこで言葉を切って僕を正面から見て言った。

『マイド様が、彼らと同じように事前に試験問題が見たい、とおっしゃるのなら、わたくしはいくらでも問題や正解を手に入れて見せます。それはわたくしにとって、いともたやすいことでございます。いかがいたしますか？』

　僕は答えに詰つまった。たしかにあいつらと同じようにずるいことをやっても、誰にもわからないだろうし、もしバレても、僕を責めたりできないだろう。僕は楽をして他ほかのみんなよりも多い自由時間を楽しむことができる。

　でも、それをしたら、僕はあいつらと同じ人間になる。あいつらの仲間になってしまうんだ。

『わかったよ、ヴァル。僕はずるいことはしたくない』

　ヴァルは微ほほ笑えんで……そしてこう言ったんだ。

『それができる、と言うことと、それをやる、ということとは、似ておりますが、大きな違ちがいがございます』

　そうだよな、ヴァル。

　それをやっちゃあおしまいだ。ってことはいっぱいあるよね。

　僕は不思議そうな顔をしているリッキイに笑いかけた。

「それができるけど、それをやらなかった理由は……そうだな、僕にもヴァルにも、意地と誇ほこりがあるからなんだろうな」

　リッキイは、はっとしたように僕を見たあとで、目を伏ふせた。

『申し訳ありません……』

「いや、いいんだ、時々僕もそういった誘ゆう惑わくに負けそうになるときがある……今日みたいに、自分の無力さを思い知らされたときなんかにね」

『マイド様……』

　リッキイは、真しん剣けんな目で僕を見ていた。

『私は、この世に誕生して、まだ六十年しか経たっていません、電子人格としては若わか造ぞうの部類です……経験不足と不ふ手て際ぎわだらけの……ヴァルゲイン殿どのなんかの足元にも及およばない存在です、でも、私は精いっぱい、マイド様のために働きます！　いえ、働かせてください！』

「ありがとう、リッキィ。じゃあ、いっしょにがんばろう。僕ぼくたちの力を合わせて、アウトニアを救うんだ」

『はい！』

　リッキイは、実に楽しそうな笑え顔がおで答えた。

　僕は思った。

　僕は、ヴァルという保護者を喪うしなった……。

　でも、その代わりに得たものがあったのかもしれない。損得や利害といった部分を超ちよう越えつした「何か」で信しん頼らいしあう存在を……。




　翌日、つまり東雲月十八日、僕とリッキイは、総合参さん謀ぼう会議に出席していた。

　その会議は白熱していた。

　会議室のメインスクリーンの前では、モト中ちゆう尉いが概がい略りやく図を前にして自分の立てた作戦の説明をしていた。

「これは敵のセンサーの感知範はん囲いの外側から、ランダムに粒りゆう子しビームを発射することにより、相手に負担を強しいるという作戦です」

「センサーの感知範囲外という遠えん距きよ離りでは、効力は薄うすいのではないかね」

「ええ、ほとんど効力はありませんが、粒子ビームが敵に感知された時点で、敵は当然シールドを展開せざるを得ません、また、それに続く本格的な攻こう撃げきを予想して、臨戦態勢をとるでしょう」

「ところが、遠距離粒子ビームだけで、本格的攻撃はない、ということで、相手に肩かた透すかしを食らわせるというわけか」

「しかし、ニセ攻撃を繰くり返していたのでは、敵もそのうち反応しなくなるのではないかね？」

「ええ、ですから、時々遠距離ビームの発射に合わせて光子魚ぎよ雷らいも二～三発一いつ緒しよに撃うってやるんです、こいつはよけないわけにはいきませんからね」

「ランダムというが、実際にはどのくらいの間かん隔かくで撃つつもりなんだね？」

「それこそランダムです、相手の予想を外すことが目的ですから、一時間おきに撃ってみたり、三分間に百発くらい撃って、半日一発も撃たないとか、パターンを予測できなければいつも緊きん張ちようし続けなければなりません……」

　モト中尉は、ニヤリと笑って続けた。

「人間は、連続した緊張というものにそんなに耐たえられるものじゃありません」

　正面に座すわっていたドキア提てい督とくが口を開いた。

「この作戦を成功させるためにはどれくらいの戦力が必要かね？」

「遠距離ビームが発射可能な船で、小回りが効く船と申しますと、やはりこのビルドベース搭とう載さいガンシップが適当かと思います、あとは光子魚ぎよ雷らい発射管が設置されている雷らい撃げき可能な哨しよう戒かい艇ていが数隻せきあれば可能かと思います」

　ドキア提てい督とくは、横に座すわっていた参さん謀ぼう長を見た。

　参謀長は、自分の手元にある端たん末まつの画面を見て答えた。

「分散される戦力としては問題になるレベルではありません……また、おそらく投下する戦力に対して相手に与あたえる費用対効果は、かなりのものになるのではないかと思います」

　ドキア提督は、満足そうにうなずいた。

「よろしい、その作戦を採用しよう、詳しよう細さいな立案と、実際部隊指揮に関しては、君に一任する」

「ありがとうございます」

　モト中ちゆう尉いは一礼した。

　この、モト中尉の作戦などは、今回の『ギャラクシー・ハラスメント作戦』のほんの一部でしかなかった。

「アウトニア王国」という国は、なんというか「イイ性格の人間しか住んでいないのか」と思わせるような作戦が次から次へと提出されていた。

　特にカワハヤ航宙士の『やまんば作戦』は、きわめて有効であった、ということで、さらにグレードアップした『スーパーやまんば作戦』が立案されていた。

　補給物資に見せかけた貨物コンテナに詰つめ込まれているのは。

『高圧縮をかけたトウガラシの微び粉ふん末まつ』

『腐くさったタマネギやニラなどがぎっしり』

『数百万の冬とう眠みん状態のゴキブリ』

　などの、「知らずにドアを開けたらどうなるか想像すらしたくないコンテナ」を搭とう載さいした貨物船を、わざと敵の哨しよう戒かい艇ていに追いかけられるような航路を運航させ、哨戒艇に見つかったら、さも、惜おしむかのように、ギリギリまで逃にげてから、命には代えられない……といった様子で貨物コンテナを切り離はなして逃げる……という作戦だ。

　補給に窮きゆうしているミリオン傭よう兵へい隊は、目の前に投げ出された補給コンテナを絶対に放っておかないで自分の基地に持って帰るだろう。

　……その結果は目に見えている。

　カワハヤ航宙士は、朝から嬉き々きとしてコンテナの中に詰つめるための「オゾマシイしろもの」の調達に走り回っていた。

　やがて、作戦会議が始まって一時間ほど経たったとき、秘書官のマール少しよう佐さが立ち上がって、十分間の休きゆう憩けいを告げた。

　参謀たちは、それぞれに席を立って、ロビーに出たり、雑談を始めた。

　僕ぼくは、マリリン中ちゆう佐さを捜さがした。

　中佐は、すぐに見つかった。

　ロビーのソファの上で、額に濡ぬらしたハンカチを乗っけて、ぐた～っとしている。

「どうしたんですか？　二ふつ日か酔よいですか？」

　僕が声をかけると、中佐は、目の上にかぶさってるハンカチの端はじっこを、ひょいと持ち上げて僕を見た。

「ああ、あんたのせいでこのザマさ」

「僕のせいですか？」

「ああ、あんたがあんな良いワイン持ってくるからいけないんだ」

「……全部飲んじゃったんですか？」

「あたりまえだろうが！　栓せんを抜ぬいたワインが、そのまま酸化するのを黙だまって見てるようなバカな真ま似ねができるもんか！　それにしても……いくら私でもワイン四本ってのは限界を超こえてたみたいだね……」

　そのうち二本は、確かマグナムボトルだったよな。やっぱりすごいや、この姉あね御ごは。

　僕は、姉御に、一番聞きたかったことを聞いた。

「あの……マリリン中佐、ミリオン傭よう兵へい隊は、株式を公開してましたっけ？」

「へ？」

　マリリン姉御の額からハンカチが、ずり落ちた。

「そりゃあ……あの傭兵隊は会社組織だから……株式は公開されていないかもしれないけど、メインバンクには帝てい国こくの銀行がついてるはずだよ、ちょいと調べればわかると思うけど」

「すみません、調べていただけますか？」

　姉御は、露ろ骨こつに不ふ審しんな顔をした。

「調べろって言われれば調べるけど、私がわかる程度のことは、あんたにだってわかるんじゃないの？」

「リッキイに、いろいろ教えてやって欲しいんですよ、彼はヴァルから、情報検けん索さくのツールを預かってきたそうなんです、ヴァルほどの腕うではないでしょうが、マリリン中佐の知識があれば、色々わかるんじゃないか、と思いまして」

　姉御は、額に乗っけていたハンカチをひったくって身を起こした。

「それを早く言えっていうの！　ヴァルのツールが使えるなら、ミリオン傭兵隊一人一人まで文字どおり丸まる裸はだかにしてやれるぜ！　傭兵隊員全員のオールヌード写真でもネットに流すかい？」

「いえ……そこまで悪あく趣しゆ味みなことは……そうですね、健康保険の診しん療りよう記録なんかは見ることができませんかね？」

「健康保険？　そんなものは簡単だと思うけど……そんな情報をどうするんだい？」

　納なつ得とくいかない……といった表情の姉あね御ごに、僕ぼくは答えた。

「アウトニア軍の方たちの攻こう撃げき目標は、前線の戦せん闘とう部隊だけでしょう？　僕は、後方の事務係に攻撃をかけようかと思ってるんです……昨夜、リッキイと相談して、いろいろ考えてきたんです……面おも白しろい攻撃を」

　僕は笑った。

　姉御は、僕の笑え顔がおを見て、ちょっと驚おどろいたようだった。僕は、このとき気がつかなかったが、あとで姉御に聞いたとき、姉御はこう言った。

『あのとき……あんたの笑顔が悪あく魔まの微ほほ笑えみみたいに見えたんだ』と……。

　そう、僕はこのとき、たしかに悪魔にでもなんにでもなってやるつもりだった。

　人間の生命を欲しがらないという風変わりな悪魔に……。




　その日のうちに「ギャラクシー・ハラスメント作戦」はスタートした。

　アウトニア回かい廊ろうが閉へい鎖さされている時間は限られている。

　僕たちにとって一分一秒が貴重だったからだ。

　僕は、ビルドベースの中央指揮室から、出しゆつ撃げきしてゆく「ランダム・ビーム部隊」を見送っていた。

　メインスクリーンには、四十代の温厚なおじさん、という印象の将校が映っていた。

　そのおじさんは、僕に向かって敬礼した。

『ビルドベース搭とう載さい型ガンシップ艦かん長ちようのカウセ・Ｒ・チャイルド大たい尉いと申します、モト中ちゆう尉いともども、ミリオン傭よう兵へい隊の連中に嫌いやがらせをやりに行ってまいります』

「お気をつけて、無理をしないでください」

　カウセ大尉は笑った。

『無理なんかしたくてもできません。この搭載型ガンシップというのは本来ビルドベースの主しゆ砲ほう砲ほう塔とうなんですよ。砲塔自身に自力航行可能な能力を持たせたというシロモノで、自己のジェネレーターではエネルギー蓄ちく積せきに時間がかかって、三十分に一発ぐらいしか撃うてないのですから』

　そうか、このガンシップは、待まち伏ぶせ攻撃用の装備だったんだ。

　簡単に言うと、メインタイトビーム砲ほうの砲塔だけを切り離はなして、敵の艦かん隊たいの進行方向にあらかじめ待機させておき、二方向からビーム砲を浴びせて挟きよう撃げきするための装備だ。

　正面から数百隻せきの戦せん艦かんどうしが戦うという艦隊決戦を展開することを前提に設計された今の時代の戦略戦艦と違ちがって、昔むかしの戦術用戦艦思想に基もとづいて設計されているからそんな装備がついていたんだな。

　やがて、もう一つのスクリーンに、モト中尉が映った。

『我々は、ガンシップ二隻の他ほかに、エネルギー源として出力強化型Ｈタイプ哨しよう戒かい艇ていを三隻同航しています、連射とまではいかなくとも、傭よう兵へい隊の連中をあわてさせるくらいのことはできるはずです』

　モト中ちゆう尉いはそこで言葉を切って、カウセ大たい尉いの方を向いた。

『本来ならばこのような作戦では、階級が上級で経験豊富なカウセ大尉こそが指揮官になるべきなのですが……』

　カウセ大尉はあわてたように手を振ふった。

『いやいや、私は階級こそ上位ですが、本来の職務はビルドベースの第三主しゆ砲ほう砲ほう塔とうの統とう括かつ責任者というもので、恥はずかしい話ですがビルドベースの外に出るのは今回が初めてなのです。井いの中なかの蛙かわずに大海で行われる戦いの指揮などできるはずがありません。私の経験などは、せいぜい子供の相談に乗ってやれるくらいのものですよ』

『その、あなたの経験こそが、この作戦を可能にしてくれたのです。過去百年の問、一度も使用されなかったガンシップを航行可能の状態に保ち続けてくれたからこそ、我々は出しゆつ撃げきできるのですから』

『そう言っていただけてうれしく思います』

　二人は笑い合った。

　やがて、外部モニターに映っていたガンシップを主体とした小艦かん隊たいたちの噴ふん射しや口に、反応炎えんがきらめくのが見えた。

『では、行ってまいります。たった三門のビーム砲では、敵てき艦かんの装そう甲こう板に穴を開けることなどできないでしょうが、最善をつくします』

「あなたがたが穴を開けるのは敵の装甲板じゃありません、敵の胃い壁へきです」

　僕ぼくの言葉を聞いた二人は、腹を抱かかえて笑った。

『忘れておりました、それが目的でしたね、我々が狙ねらうのは敵の胃壁でした、では、せいぜいがんばってまいります』

　二人は僕と、横に立っているドキア提てい督とくに敬礼した。

　僕とドキア提督が答礼を返すと、二人はニヤリと笑った。

　その顔を見たとき。僕は、この作戦は絶対に上う手まくいく、という確信のようなものを感じた。

　なぜなら、二人の笑え顔がおは、これ以上ないくらい「イイ性格」をした笑顔だったからだ。




　ランダム・ビーム部隊が出しゆつ撃げきして三十分くらい過ぎたとき、再び中央指揮室のメインスクリーンに、見覚えのある顔が映った。

『よう！　マイド。俺おれの方も準備ができたから、そろそろ行くぞ』

　メインスクリーンの中で、これまた「イイ性格」丸出しの笑顔で笑っていたのはカワハヤ航宙士とルサ機関長の二人だった。

「マリリン中ちゆう佐さは、一いつ緒しよに行かないんですか？」

『最初は一いつ緒しよに行くつもりだったらしいんだが、シザーズ・クイーンのコンテナに積み込んだモノの一覧表を見たら、こんなモノと一緒に飛びたくない、気分が悪くなった、とか言って降りちまった』

　……シザーズ・クイーンのコンテナには、いったいどんなものが詰つめ込んであるのだろう？

　僕ぼくには、それを聞く勇気はなかった。

「拿だ捕ほされるかどうかギリギリのところまで行ってから逃にげなきゃなりません、気をつけてください」

『大だい丈じよう夫ぶだ、傭よう兵へい隊のヤツらの目的はコンテナだけだ。実を言うと、もう昨日のうちに、本物の補給物資を積んだうちの輸送艦かん二隻せきを、護衛なしであの空域を航行させてみたんだ。敵艦見つけたら、さっさとコンテナ捨てて逃げてこいって命令してな……さっき連れん絡らくがあった。傭兵隊の連中は、輸送艦よりコンテナを捕ほ獲かくする方を選んだそうだぜ』

「そうですか、じゃあ確実にひっかかりますね」

『今回は護衛つきで行く、ちょっとドンパチやらかすかもしれないが、何回も護衛なしで航行したら逆に変に思われるだろうからな……さて時間だ、ミミック部隊行ってくるぜ』

「ミミック部隊ですか？」

『ああ、そうさ、俺おれが名づけたんだ、お宝が詰まってる宝箱と思って開けたらひどい目に遭あうんだからミミックって呼ぶのが一番合ってると思ってな』

　カワハヤ航宙士は、そう言うと、僕たちに敬礼した。

　モニターが、外部モニターに切きり替かわる。

　そこには。シザーズ・クイーン以下五～六隻のコンテナ貨物船が映っていた。

　貨物船団の先頭にいるシザーズ・クイーンのメインブリッジの上で閃せん光こう信号が点てん滅めつすると、その後ろに従っていた貨物船たちの噴ふん射しや口から反応炎えんが噴ふき出した。

　船団の前後にいる護衛の軽巡じゆん航こう艦かんと駆く逐ちく艦かんたちも加速を開始するのが見えた。

　僕は、シザーズ・クイーンの後ろにいるずんぐりとしたパイク級貨物船のコンテナにでかでかと書かれているマークを見て、思わず吹ふき出してしまった。

　そのコンテナに書かれていたのは、三つの輪がクロスしたマーク……。

　そう、それはバイオハザード警告マークだったからだ。

　コンテナの色はライトブルー……ということは食料類のコンテナを意味している。

　あのコンテナを捕獲したミリオン傭兵隊の連中の顔を想像してみて欲しい。

「生物学的汚お染せん」を意味するステッカーが、でん！　と貼はられたコンテナの中に入っている食い物の山を……。

　いや……きっとカワハヤ航宙士のことだから、コンテナの中の食料パック一個一個にもバイオハザードマークが貼り付けてあるに違ちがいない。

　喉のどから手が出るほど欲しい食料を目の前にして、傭兵隊の連中は、さぞかし悩なやむことだろう。

　それからの半日、僕とドキア提てい督とくは、『ギャラクシー・ハラスメント作戦』に参加する各部隊の発進を見送り続けた。

『カこムこオまンで・おヒいアで部隊、行ってまいります！』

　……それは、駆く逐ちく艦かんの武装すべてを取り外して、軽快に動けるように改造した快速部隊だった。

　彼らは敵の哨しよう戒かい部隊と追っかけっこを展開して、燃料を浪ろう費ひさせることが目的なのだ。

『アイアントラトラップバサミ部隊、行ってきます！』

　先日のアウトニア回かい廊ろう前空域の戦せん闘とうで損傷した装そう甲こう駆逐艦や軽巡じゆん航こう艦かんを伴ともなった数十隻せきの艦かん隊たいが発進した。

　この数は、アウトニアの戦力の、ほぼ半数と言っていい。

　損傷艦たちを本国に持って帰ればなんとか修理もできるだろうが、もう、そんな時間的余よ裕ゆうなどなかった。だから僕たちは、損傷艦を「罠わな」として使うことにした。

　あの損傷艦は、使えそうな部品や武装はすべて取り外したあとのヌケガラのようなものなのだ。

　いや、本当は違ちがうな……なぜなら取り外した部品や武装の質量と同じぶんだけ反応爆ばく薬やくが仕込んであるからだ。

　あの艦隊は、敵の本ほん陣じんに向けて攻こう撃げきを仕掛けることになる。

　戦力の差からみて、当然撃げき退たいされてしまうだろう。

　そして、あの損傷艦たちを放ほう棄きして撤てつ退たいすることになる。

　敵は、艦隊が放棄した損傷艦を調査しようとするに違いない。

　敵の放棄した装備を調査するのは軍隊の情報収集手段としては基本的なことだからだ。

　艦かん内ないを走査すると、そのスキャニングセンサーの走査線を感知したとたんにその船は木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛ぶようになっている。

　不用意に近づいていたら損傷は免まぬかれない。

　簡単に言うとブービートラップというヤツと変わりはないのだが、敵はまさか本物の軽巡航艦や駆逐艦をブービートラップとして使うとは思わないだろう。

　だから部隊名を、ブービートラップなんかよりはるかに強力なトラバサミ部隊と名乗ることになったのだそうだ。

　こういった「敵の神経を逆さかなでする」だけが目的の部隊をすべて見送ったそのとき、中央指揮室に、マリリン中ちゆう佐さとホログラフのリッキイが入ってきた。

　マリリン中佐は、ドキア提督に敬礼した。

「アウトニア営業情報部による、ミリオン傭よう兵へい隊の現在の状じよう況きよう分ぶん析せきが終しゆう了りようしました」

　ドキア提督は答礼を返した。

「ご苦労だった、で？　敵のどんなことがわかったのかね？」

「詳くわしいことはこれよりマイド閣下のテクノサーバントであるリッキイとともに、ご説明します」

　リッキイは、一歩進み出ると軽く頭を下げて、メインスクリーンをコントロールしはじめた。

　メインスクリーンには様々な項目こうもくが並びはじめた。

　マリリン中ちゆう佐さは、僕ぼくにウインクしてから項目の説明をはじめた。

「このデータは、マイド閣下のテクノサーバントであったヴァルゲイン殿どのが我々に残してくれた様々なデータ管理ツールがあって初めて収集できたものです……そのツールの威い力りよくたるや……」

　マリリン中佐はそこで言葉を切って大きなため息をついた。

「はっきり言いましょう、この戦いは勝ったも同然であると……なぜなら、我々はミリオン傭よう兵へい隊のメインコンピューターのほとんどのファイルにいつでも侵しん入にゆうすることができてしまうからです！　個人データ、武器管理リスト、人事管理ファイル、ヴァル殿の残してくれたツールに不可能の文字はありませんでした。我々は、自分たちの攻こう撃げきの結果を、推測することも偵てい察さつすることもなく事実として知ることができるのです、どんな効果があったのか、どれだけ損害を与あたえたのか、それがわかれば効率の悪い攻撃をせず、もっとも効果的な場所に打だ撃げきを与えることができるのです」

「それは……とんでもないことだな」

　ドキア提てい督とくが、感に耐たえない、といった口調でつぶやいた。

「偵察も何もいらないということかね、まるで一人二役で将しよう棋ぎを指しているようなものじゃないか」

　マリリン中佐は笑った。

「どちらかと言うと、あらかじめ敵の配置と戦力がわかっている初心者用の戦争シミュレーションゲームのようなものですわ」

「情報戦に勝つことが、すなわち戦争に勝つことだとはよく言われることだが、たしかに少ない戦力で大きな戦果をあげることができそうだな」

　ドキア提督は、そういうと僕を見て実に面おも白しろそうな顔をして微ほほ笑えんだ。

　僕は、立ち上がると、前に出てマリリン中佐からスクリーンの表示コントロールを受けとった。

「そうです……たしかに武力による攻撃も効果的でしょうね。でも、この能力があれば、もっと違ちがった攻撃を仕し掛かけることができます」

「違った攻撃？」

　僕は、リッキイに合図した。

　不思議そうな顔をするドキア提督の目の前で、スクリーンの画面が切り替かわった。

　スクリーンに映ったのは、どこかの医い療りようセンターの健けん康こう診しん断だん書のような書式だった。

「これは……？」

　ドキア提てい督とくとマリリン中ちゆう佐さは、わけがわからない、といった様子で僕ぼくを見た。

　僕が合図すると、その診断書が拡大された。

　文面はこんな風になっていた。




『○○様、このたびのあなたの健けん康こう診しん断だん結果についてお知らせいたします。

　あなたは‥＠＊の数値が異常に高く、おそらく＠＊￥[image: ＞]に感染されているか、その可能性が非常に高いものと思われます。

　早急に医師の診断もしくは投薬を受けないと高い確率で[image: ＞]？＊￥＆が発はつ症しようし、死にいたる可能性があります、詳しよう細さいについては＆＆％♯＄＊＠＊＊￥￥までご相談ください』




　マリリン中佐が声を上げた。

「なんだいこりゃ、肝かん心じんなところが文字化けしてて読めないじゃないか」

「そのとおりです、読めません。ですからこんなメールを送りつけられたら、どんなに不安になるでしょう……僕はこのメールを、ミリオン傭よう兵へい隊の事務職員つまり補給や主計を担当している部署の人間すべてに送りつけてやろうかと思っているんですよ。補給事務の職員が、仕事が手につかなくなったとしたら、今、物資が欠けつ乏ぼうしている前線の部隊に、どんな影えい響きようが出ると思いますか？」

　マリリン中佐とドキア提督は、ぎょっとした顔をして僕を振ふり返った。

　やがて、マリリン中佐が、ぽつりと言った。

「あんたって……本当にイイ性格してるね」

　僕は一いつ瞬しゆん悩なやんだ。

　この場合、僕は誉ほめられたと思ってもいいのだろうか？

　ドキア提督は、僕を見て、ニヤリと笑って言った。

「マイド閣下の、この作戦が成功すれば、我がアウトニアの名前は無敵の軍隊として全宇宙にとどろき渡わたるでしょうな」

　僕はドキア提督の言っている意味がわからなかった。

「こんな窮きゆう余よの一策のような嫌いやがらせ攻こう撃げきが、無敵の軍隊なんですか？」

「ああ、そうじゃよ、相手に戦争を終結させよう、という意志を持たせるのに必要なのは何だと思うかね？　正面戦力の減少かね？　それとも人的物的を問わぬ資源の枯こ渇かつに伴ともなう国民の困こん窮きゆうかね？　いいや違ちがうな、それは『もういいかげんにして欲しい、こんなやつらにつき合っていられない』と、相手に思わせることなんじゃ、ましてや相手は傭よう兵へいじゃ、たしかに精せい鋭えいで給料分の仕事はするじゃろう」

「つまり……給料分以上の仕事はしない……ってことですか？」

　ドキア提てい督とくはうなずいた。

「そのとおり、これがローデス正規軍が相手というならばちょいと話が違ちがう、あいつら正規軍は信念のために戦っておる。損得を超こえたところで戦う連中には、あまり効果がないかもしれんが、傭よう兵へいはそうではない。いつか限界点を超えるだろうな、そのとき、アウトニアは銀河中に名前が知れ渡る。その評判があるかぎり、何者もアウトニアへの侵しん攻こうを企くわだてたりはしないじゃろう」

　ドキア提督は満足そうだったが、僕ぼくは素す直なおに喜べなかった。

　なぜって？

　だってそうじゃないか。

　僕たちの戦い方が知れ渡るってことは、全銀河にアウトニアの「イイ性格」ぶりが広まるってことなんだ。

　この戦いに勝ったあとで、どこか別の恒こう星せい系で、他人に「どちらから？」と聞かれて「アウトニアからです」と言ったとたん、微び妙みような微ほほ笑えみを浮うかべたその人に「ああ、『あの』アウトニアですか……」と言われそうな気がしてならなかったからだ。







　第九章　堂々たる邪じや道どう







　東雲月二十五日……『ギャラクシーハラスメント作戦』がスタートして五日が過ぎていた。

　僕は、マリリン中ちゆう佐さや、ドキア提督たちを含ふくめた参さん謀ぼうたちと、中央会議室で、『ギャラクシー・ハラスメント作戦』の戦果測定会議を開いていた。

　会議室の中央には、アウトニア軍とミリオン傭兵隊の戦力比の一覧表が表示されている。

　ざっと見たところ作戦が始まったときの数字とほとんど差はないようだった。

　会議は、アウトニア軍の情報分ぶん析せき参謀、パイカル少しよう佐さの報告から始まった。

　瘦やせて色白の、見るからにコンピューターの虫、といった感じの風ふう貌ぼうのパイカル少佐は、その風貌とはうらはらに、実に明るかった。

「今回の作戦で、我々がミリオン傭兵隊に与あたえた損害は、ほとんどないと言ってもよいレベルです。実際、戦力で言うならば、軽けい微びな損傷を与えた艦かん艇ていが数隻せきあるだけで、ミリオン傭兵隊の戦力は無傷に等しい状態です」

　情報分析参謀は、そこで言葉を切ると、ニヤリと笑って続けた。

「しかし、傭よう兵へい隊員のメンタルな部分への攻こう撃げきによる損傷は、かなりのものだったようです。私はマイド閣下のテクノサーバントであるリッキイ氏と協力して、ミリオン傭兵隊の隊員たちの医い療りようデータベースに侵しん入にゆうし、隊員のメディカルチェックの回数と、その、大まかな内容を調べました」

　情報分析参謀は、リッキイに目で合図した。

　リッキイがデータを指示するのに要した時間はほんの数秒だった。

　メインスクリーンに、一連の数字が並んだ。

『艦かん隊たい外周でピケットラインを構成する哨しよう戒かい艇ていの乗組員の中に、不ふ眠みんを訴うつたえる者の数が、昨日から急増しています。胃痛、および消化器系への異常を訴える者の数も上じよう昇しよう中ですね……』

　モト中ちゆう尉いとカウセ大たい尉いの部隊は、確実に敵の胃い壁へきに攻撃を加えつつあるようだな。

　僕ぼくは、思わず微ほほ笑えみそうになった。

　そのとき、ドキア提てい督とくが質問した。

「この、必ひつ須すカロリーと補給カロリーの数値が上下しているのはどういうわけかね」

　パイカル少しよう佐さに代わってリッキイが答えた。

『それは、補給の途と絶ぜつに伴ともなう、配給の混乱によるものです。傭兵隊の隊員が、現在食べている食料は、帝てい国こく軍の戦せん闘とう配食用レーションパック……それも期限切れギリギリで放出されたもので、お世辞にも食欲をそそるものではありません。そこで、高カロリーの圧縮フードバーを並行して配給しているようです』

　リッキイの言葉を聞いて、マリリン中ちゆう佐さがうなずいた。

「ああ、あれなら食えるからね、戦闘配食の中で、あれだけじゃないのかい？　曲がりなりにも『美お味いしい』って言えるのは……ダイエットの天敵だけどさ」

　パイカル少佐は、小さくうなずくと、コンソールを操作して、あちこちに赤い印しるしがついている表を表示した。

『補給の混乱の理由ですが、昨日より補給実務担当の主計係員の出す指示に、矛む盾じゆんした命令や、重複した命令などの集中力が欠けつ如じよした状じよう況きよう下によく見られるケアレスミスが目立っておりますが、これはマイド閣下の心理作戦によるものである可能性が高くなっております』

「そうか、やっぱり効果はあったんだな」

　僕が思わずつぶやいた言葉を聞いてマリリン中佐は眉まゆをひそめた。

「当たり前だろうが、あんなメールもらって、平気でいられる根性の持ち主なんかいるもんか」

　会議室に、いくつもの小さな笑い声が響ひびいた。

　僕は立ち上がって、会議室に居並ぶ参さん謀ぼうたちを見まわした。

「でも、あんな嫌いやがらせのメールなんて、すぐに底が割れてしまいます、ああいった作戦は、次から次と手を替え品を替え、継けい続ぞくして行わなくてはなりません」

　僕ぼくはそこで言葉を切って、マリリン中ちゆう佐さに聞いた。

「マリリン中佐はストレスが溜まったときなんかに、どんな風に気分転てん換かんしてますか？」

　いきなり話を振ふられたので、マリリン中佐は驚おどろいたようだった。

　目を丸くしてから、指を折って考え出した。

「え？　私かい？　えっと……そうだねえ、まず最初に酒を飲むだろうね、次が買い物……」

「お酒や買い物ができない場合……戦せん闘とう配置の中での待機時間などの場合は何をすることが多いですか？」

　マリリン中佐は考え込んだ。

「私の場合は戦闘配置も何もないんだけど……そうだねえ、個人用ディスプレイでムービー見たり……あとはリラクセーションの姿勢で音楽やサウンドノベル聞いたりしてるんじゃないかねえ」

「そうでしょうね、私も士官学校の訓練航海のとき、よくそうやっていたものです、個人スペースのない戦闘艦かんの中で唯ゆい一いつ自分だけの空間が持てる時間でしたから、戦闘配置時の待機時間が楽しみだったのを覚えています」

「今度は……その楽しみを妨ぼう害がいしようって言うんだね」

　マリリン中佐は、この極悪人……という目で僕を見た。

「妨害なんてかわいそうなことはしませんよ、こっちからサウンドノベルや、音楽のソフトを提供してあげるんです、傭よう兵へい隊の連中が好んでアクセスするサイトのデータにね」

「それの……どこが攻こう撃げきなんだい？」

「提供するソフトは、こんなヤツなんですよ」

　僕は、リッキイに合図した。

　リッキイが、軽くうなずくと同時に会議室に、やわらかな女性の声が響ひびいた。

「この声は……？」

「秘書課のマール・テンベック少しよう佐さに朗読を頼たのみました、合成音声でもできたんですけど、やっぱり本当に人間が話す声の質にはかなわないと思ったからです」

　朗読されている内容はこんな文章だった。




『僕は、今年の秋に十四歳になる。

　僕が、父の生まれた、この小さな地方都市に引ひっ越こしてきたのは一週間前。

　この街は、見たところなんのへんてつもないごくありふれた、それこそどこにでもあるような街だった。

　駅の前にはサラ金の看板が立ち、古い市街を迂う回かいするバイパス沿いにはファミレスと電器の量りよう販はん店てんが並んでいるし、夜、商店街が閉まってしまうと街は暗く、二十四時間営業の小さなストアの明かりだけが目立つ、本当にどこにでもあるような地方都市だった。

　僕ぼくが、この街に奇き妙みような点があることに気がついたのは、この街にある二つのジュニアハイスクールの一つに転入したときだった。

　僕は、ごく普ふ通つうのジュニアハイスクールの二年生に転入した。

　ところが、このジュニアハイスクールに二年生のクラスはたった一つ、生徒数は十七人しかいなかったのだ。

　全校生徒は約四百人。一年生は百三十人、三年生は百七十人もいるというのに……。

　そして、転校して三日しないうちに僕は気がついた。

　この学校の二年生は、みんなよその街から転入してきた連中ばかりだった。

　もう一つのジュニアハイスクールでも、この人数の少なさは同じらしい。

　つまり……十四年前の一年間、この街で子供は一人も生まれなかったことになる。

　この一年間にいったい何があったというのだろう？




　やがて、僕は知ることになる。

　父と母が、この街で出会って、そして一いつ緒しよに暮らしていたことを……。

　そして、父と母が、仕事の都合でこの街を離はなれたとき。

　母の胎たい内ないに、僕がいたことを……。

　僕が……。

　この街出身の、ただ一人の十四歳だと言うことに。

　その事実が、学校の先生に知られた時から、僕のまわりで何かが動き出した。

　それが、何なのか。僕にわかりようがない。




　ただ……自分の前に、想像もつかない恐おそろしい出来事がまちかまえている……。

　そんな気がしてならなかった……』




　朗読は、そこで終わった。

　会議室に沈ちん黙もくが訪れた。

　しばらく黙だまっていたマリリン中ちゆう佐さが不満そうに僕を見た。

「この続きは？」

「ありません、これで終わりです」

「なんでよ！　なんで、これから面おも白しろくなりそうなところで切っちゃうのよ！」

「気になりますか？」

「あたりまえじゃない、面白そうな物語のサワリだけ聞かされたら続きが気になって夜も眠ねむれなく……」

　マリリン中佐は、そこで何かに気がついたように言葉を切った。

　目が丸くなる。

「まさか……あんたの攻こう撃げきってのは……」

「そうです、そのとおりです。僕ぼくは、傭よう兵へい隊の連中が聞いているノベルサイトやミュージックサイト、コメディサイトなんかに、こういった尻しり切きれトンボのソフトを山ほどほうり込んでやろうと思うんです。小話や、ジョークの『オチ』だけが聞けない。推理小説のラストシーンで探たん偵ていが登場人物を集めて謎なぞ解ときをする、その部分だけが聞けない。これほど気になることもないでしょう。考え事の種をなげ込んでやるんです。中には任務中に考え事をしてミスをする連中も出てくると思いますね」

　僕の顔を見てマリリン中ちゆう佐さはため息をついた。

「ほんっと、あんたが敵でなくて良かったと心の底から思うね……」




　そして、僕の心理作戦と、アウトニア軍の『ギャラクシー・ハラスメント作戦』は、並行して、手を替え品を替え続けられた。

　ミリオン傭兵隊に仕し掛かけた様々な作戦の中で、最大の戦果をあげたのは、カウセ大たい尉いとモト中ちゆう尉いのランダムビーム部隊だった。

　ミリオン傭兵隊の本隊が駐ちゆう留りゆうしている小惑わく星せい帯……もとはアウトニア軍の、アウトニア回かい廊ろう監かん視し拠きよ点てんが置かれていた場所……ここに向かって、それこそランダムに撃うちかけてくるカウセ大尉のガンシップからのタイトビームは、遠えん距きよ離りビームと言っても、もともとは戦せん艦かんの主しゆ砲ほうだけあって、威い力りよく抜ばつ群ぐんだった。

　最初、ミリオン傭兵隊は、駐留艦かん隊たいの陣じん形けいを、通常航行時の球形陣にしたままだった。

　中央に重武装重装そう甲こうの戦艦を配置し、その周辺を巡じゆん航こう艦かん、さらにその外側を高機動艦が自由に動き回り、警けい戒かいと機動防ぼう御ぎよにあたる、というその球形陣は、たしかに通常時なら有効だっただろう。

　しかし、燃料不足によって、外周の高機動艦が動けなくなったため、その陣形は、単に防御力の弱い船を、陣形の外側に並べただけの状態になっていた。

　重巡航艦クラスならば、ジェネレーターの容量に余よ裕ゆうがあるから、防護スクリーンを緊きん急きゆう展開させることができるが、小さな哨しよう戒かい艇ていや、高速駆く逐ちく艦かんなどは、そうはいかない。

　もともと、高速で高機動を行うことを前提に設計されているこれらの船は、防護スクリーンを常時作動させておくことを考えて設計されていなかった。

　厚い鎧よろいを身にまとうのでほなく、速度と軽快さで敵てき陣じんに切り込むことを目的に作られた船たちに、カウセ大尉のガンシップから戦艦主砲並みのタイトビームが浴びせかけられたとき、ミリオン傭兵隊は、大混乱におちいった。

　結果は……撃げき沈ちんこそなかったものの、大破小破した艦かん船せんの数は数十隻せきに及およぶ大戦果となった。

　もし、この攻撃が、射程ギリギリの遠距離ではなく、有効値射程内からの攻撃だったら、ミリオン傭よう兵へい隊の小艦かん艇ていの半数は沈しずめることができたかもしれない。

　僕ぼくは、リッキイと二人で、ミリオン傭兵隊のメインデータベースに侵入しんにゆうして、ダメージレポートを読んだ。

　カウセ大たい尉いとモト中ちゆう尉いの部隊の接近は、ミリオン傭兵隊側も気がついていた。

　しかし、それを、哨しよう戒かい艇ていを中心とした、偵てい察さつ目的の小艦かん隊たいであると判断してしまったらしい。

　まさか、その小艦艇が、戦艦の主砲を持っているなんて思いもよらなかったのだろう。

　レポートは、完璧かんペきなステルス性能を持った戦艦の可能性にまで触ふれており、僕たちはそれを読んで大笑いしてしまった。

　ことの真相が、百五十年以上前に作られた古代遺い跡せきの遺物のような戦艦の自航砲ほう台だいがやってのけたことだと知ったらどんな顔をするだろう。




　ランダムビーム攻撃により、手痛い被ひ害がいを受けたミリオン傭兵隊は、陣じん形けいを変えて、防御スクリーンを常時展開させた巡じゆん航こう艦かんを外周に配置し、なけなしの燃料を積んだ高速駆く逐ちく艦かん数隻せきを見張りに張りつけるという対処法を取った。

　この三日間、カウセ大尉たちは、射程距離ギリギリにも近づけず、はるか遠距離からの砲ほう撃げきしかできずにいた。

　カウセ大尉艦隊が、ちょっとでも近づくと、ミリオン傭兵隊の高速駆逐艦がふっとんでくるからだ。

　逃にげるタイミングを失えば、鈍どん速そくで装そう甲こうが皆かい無むのガンシップなど、あっという間に撃げき沈ちんされてしまうだろう。

　中央指揮室で、僕とドキア提てい督とくは、考え込んでいた。

　きっと、考えていることは同じだったのだろう。

　最初に口を開いたのはドキア提督だった。

「潮時かもしれん……彼らは嫌いやがらせにしては、少々戦果をあげ過ぎてしまった」

　僕は、うなずいた。

「そうですね、当初の予定では、最後まであそこに張り付いて、嫌がらせの発はつ砲ぽうを続けることになっていましたが、敵にしてみれば、これは、嫌がらせでは済まなくなったということなのでしょうね、本気で相手されたのではこっちに勝ち目はありません」

「うむ……胃い壁へきに穴を開けるつもりだったが、陣形に穴を開けてしまったわけだからな、本気にならざるを得ないというところなんだろうな」

「では、ランダムビーム部隊には撤てつ退たい命令を出しましょう」

　僕たちが、そういった結論を出そうとしたとき。

　メインスクリーンに、緊きん急きゆうのメッセージが入った。

「どこからだ？」

　ドキア提てい督とくの声に、通信オペレーターのメグ少しよう尉いの声が答える。

『カムオン・ヒア部隊の指揮官、カターク少しよう佐さからの通信です』

　メインスクリーンには、中年にさしかかったくらいの年ねん齢れいの将校が映っていた。その将校は、僕ぼくたちを見て、ニヤリと笑うと敬礼した。

『カムオン・ヒア部隊司令、カターク・チ・アーキ少佐であります、ドキア提督閣下に、ご報告したきことがあります！』

「ほう……どんなことかね」

『ドキア提督閣下のお誕生日は、確か来月だと記き憶おくしておりましたが、間ま違ちがいないでしょうか？』

「いかにも、そのとおりだが、それが緊急報告することなのかね？」

　ドキア提督は、ちょっと腹を立てたような口調で答えた。

『いえ、そうではありません、お誕生日には少々早いのですが、提督閣下にプレゼントがございます……』

　カターク少佐は、そう言うと、スクリーンのコンソールを操作した。

　スクリーンの映像が切り替かわった。

　画面に映っていたのは、アウトニア軍の装そう甲こう駆く逐ちく艦かん……武装をすべて取り外して高速化したヤツだった。

　いや……映っていたのは、それだけではなかった。

　その駆逐艦が接せつ舷げんしていたのは……。

　ミリオン傭よう兵へい隊の塗と装そうとマークをつけた高速駆逐艦だった！

「これは……」

　画面に、にやにや笑うカターク少佐がオーバーラップした。

『いかがですか？新型のＲ級高速駆逐艦ですが、提督のバースデイプレゼントにと思いまして、ご報告した次第です』

「拿だ捕ほしたんですか！」

　カターク少佐は、僕の方を見てうなずいた。

『そうですよ、マイド閣下、カウセ大たい尉いの艦かん隊たいを追っかけてきたこいつの目の前に出て、もうちょい！　もうちょい！　つてところで逃にげまくってやった。気がつけばこいつはガス欠になって漂ひよう流りゆうしてたってわけさ』

「これは……何よりのプレゼントじゃな」

『提督のお気にめしたようで、なによりです。では私は、これより駆逐艦一隻せきと、捕ほ虜りよ四十七名を連れて帰き還かんいたします！』

　カターク少佐の微ほほ笑えみとともに通信は切れた。

　僕とドキア提督は、しばらく顔を見合わせていた。

「……カウセ大たい尉いの部隊に撤てつ退たい命令を出すのは少し後回しにしませんか？」

「やはり、君もそう思うか」

「ええ、ミリオン傭よう兵へい隊は、カウセ大尉のランダムビーム部隊を、無視することはできません、言い換かえれば、イヤでもそこに艦かん隊たいを差し向けなくてはならないということです」

　ドキア提てい督とくはニヤリと笑ってうなずいた。

「落とし穴や、トラップが山ほどある、その場所に……というわけか」




　こうして、アウトニア軍の連中は、人類の戦史に残る戦いを繰くり広げた。

　各部隊が、やってのけた戦いの記録をまとめれば、ちょっとした本の五～六冊は書けるだろ

　その本の題名はどうする？　という話になったとき、マリリン中ちゆう佐さはこう名づけた。

『邪じや道どう戦記』

　僕ぼくたちは、腹を抱かかえて笑った。

　たしかに、こんな戦い方は、邪道なのかもしれない。

　正々堂々と、正面から勝負をかける、という戦い方こそが、軍人として理想の戦い方だということは、わかっている。

　僕が、帝てい国こくの士官学校で、教わってきたのは、そういう戦い方だった。

　でも、アウトニア軍がそういった戦い方を展開するには大きな問題点があった。

　その問題点とは……。

　百パーセント負けるってことなんだ。

　だから、僕たちはその数字を少しでも削けずりたかった。

　こんな戦いだけで、決着がつくわけがない。

　そのことは、アウトニア軍の全員がわかっていた。

　僕は今回の『ギャラクシー・ハラスメント作戦』の目的と概がい要ようを記録したファイルを、アウトニア軍のすべての人間がアクセスできる場所に置いて、誰だれにでもわかるようにしたからだ。

　僕たちはこの「邪道の戦い」を全力で展開した。

　敵と、正々堂々、正面から戦わなくてはならないその日のために。

　そして……ついにその日がやってきた。




　それは、カッツ将軍が予想したＸデイより一日早い露光月の五日のことだった。

　その知らせは、夕方……ちょうど夕食が終わったときに飛び込んできた。

　中央指揮室に隣りん接せつした士官食堂では、食後のコーヒーとデザートが配られ、メイ王女とマリリン中佐が、きゃいのきゃいの言いながら、デザートのケーキを突つっついていた。

　食って飲んで、そのあとに、よくもまあ、ああいった生クリームのカタマリのようなものが食えるよなあ。

　僕ぼくは、デミタスカップに入ったコーヒーをすすりながら、そんなことを考えていた。

　食堂のメインスクリーンと、僕の汎はん用よう端たん末まつに同時に緊きん急きゆうメッセージが入ったのは、そのときだった。

　それと同時にリッキイが僕の席の前に現れた。

『マイド閣下！　ミリオン傭よう兵へい隊側に新しい動きです』

　食堂にいた参さん謀ぼうたち全員の目が、僕とリッキイに集中しているのがわかる。

「思っていたより早かったね……アウトニア回かい廊ろうの重力波擾じよう乱らん状態を制せい御ぎよする方法を見つけたんだな」

『はい、空間制御のコントロールはいまだに不安定で航行可能な空間は、せいぜい救命ボート一隻せきぶんくらいでしょうが、これによって敵はついに補給路を確保したことになります』

「ワンサイドゲームが終わったってわけだね……その空間確保が、巡じゆん航こう艦かんクラスの艦かん船せんの航行可能レベルになるには、あとどれくらいかかりそうなんだ？」

『ミリオン傭兵隊の本部から派は遣けんされた技術者だけではなく、ローデス連合の正規軍の技術者も協力しているようですから思ったより早く……そう……おそらくあと一ヶ月以内に開通するものと思われます』

「わかった、ドキア提てい督とくに知らせて、すぐに各方面の参謀と指揮官に召しよう集しゆうをかけてくれ」

『かしこまりました』

　リッキイは、一礼して消えた。

　気がつくと、メイ王女が、僕を見ていた。

「マイド閣下……」

　僕は、うなずいた。

「いよいよ決戦ですね、僕たちがいままでやってきた戦いの結果が、ここで明らかになります……見ていてください、王女様」

　メイは、思いつめたような目で僕を見て言った。

「わかりました……では、今夜、このビルドベースの大会議室とバーチャルルームにアウトニア全軍の士官、兵士を集め、勅ちよく任にん式しきを行いましょう」

「全軍の兵士の前で勅任式……ですか」

　メイは、微ほほ笑えんだ。

「はい、アウトニアの命運を懸かけた、最後の戦いに望むのに、その指揮官が、単なる帝てい国こくの中ちゆう尉いでは、格好がつきません、マイド閣下にはぜひとも『元げん帥すい』になっていただかないと……」

「そういうのは……この部へ屋やとかで、ドキア提督とかマリリン中ちゆう佐さとか。こう……身内だけで、ぱぱっとやっちゃうわけにはいかないんでしょうか？」

「何ばかなこと言ってんだい！」

　攻こう撃げきは、メイの隣となりにいたマリリン中ちゆう佐さから飛んできた。

「あんたは、アウトニア軍の士気ってものを、考えていないのか！」

「士気って……？」

　マリリン中佐は、僕ぼくの表情を見て、愕がく然ぜんとしたようだった。

「ちょっと待て、あんたは自分が、アウトニア軍の全員から、どんな目で見られているのか知らないのか？」

「どんな目……って、ただの帝てい国こくの若わか造ぞう……という目よりは、はるかに好意的な目で見られているってことは知ってますけど」

　マリリン中佐は、あきれてものが言えないような顔をして、しばらく、口をぱくぱく開けたり閉じたりしていた。

　そのとき、僕の後ろから声がした。

「あなたは、ヒーローなのよ、マイド閣下」

　秘書課の、マール・テンベック少しよう佐さだった。

「このギャラクシー・ハラスメント作戦を立案した経けい緯いは、すべての兵員に公開されていることは知っているわよね、その件については、あなたも同意したでしょう」

「ええ、こういった臨機応変な対応を必要とする作戦は、参加する兵員の一人一人に作戦の目的を知ってもらう必要があると思ったからです……それが何か……」

　マール少佐は、やわらかな笑え顔がおで僕を見ていた。

「その……最初の部分に、あなたと、帝国の参さん謀ぼうとのやりとりが記録されているの。あなたが私たちのために、どんなことをしてくれたのか。アウトニアの全軍で、それを知らない兵士は一人もいないの。今、アウトニアの全軍の兵士は、あなたの命令を待っているわ……あなたのためにね」

　僕は、何を言っていいのかわからなかった。

「あ……ありがとうございます」

　やっとのことで、それだけを言う事ができた。

　恥はずかしかったけど涙なみだをこらえるので必死だったからだ。

　僕が顔を上げたとき。

　僕の目の前で、メイが微ほほ笑えんでいるのが見えた。

　半泣きになって。

　でも、本当にうれしそうにメイは笑っていた。

「では、用意がありますから、一時間後に私の部へ屋やに来てください」

「用意って？」

　メイは、当然という調子で言った。

「衣い装しようです」







　第十章　金色のハサミ







　一時間後。僕ぼくは、メイ王女の部へ屋やの中にある、被ひ服ふく立体裁断システムのトリミングスクリーンの前に立っていた。

　自分の好きな服をデザインして、それを実際に着ている姿をシミュレートするこの装そう置ちは、そのまま、その服を作ることもできる。

　いちいち新しい服を作るなんてめんどくさいから、帝てい国こくの礼服に、ちょっと手直しするだけでいいじゃないか、という僕の抗こう議ぎは、あっさり無視されてしまった。

　アウトニア王国では、何か新しい式典を執とり行う場合、その当事者は、オリジナルの礼服を着るのが慣習なのだそうだ。

　たしかにこの式典は「新しい」だろう。アウトニアの軍人以外の、それも十九歳の若わか造ぞうが「司令長官たる元げん帥すい」に任じられることなんて空前絶後の出来事に違ちがいない。

　かくして、僕はここで、ビルドベースに搭とう乗じようしている女性たち……メイと、マリリン中ちゆう佐さと、秘書課のマール少しよう佐さ……そしてメグ少しよう尉いを筆頭とする通信オペレーターの女性士官たち全員のおもちゃにされるハメになった。

　女の子たち……中には女の「子」と言うにはちょっとムリのある人もいたけど……僕はその会話を黙だまって聞くしかなかった。

「もっと、華はなやかなのがいいんじゃない？」

「だめよ、レヴューの男役じゃないんだから、これは、れっきとした軍の式典なのよ」

「でも、どうして軍服って、こんなにダサいんだろうなあ」

「機能と合理性を優先すると、みんな同じになっちゃうんだよねえ」

「過去の記録を参考にしてみませんか？　父の若い頃ころの写真に礼服のものがあったと思います」

「うーん、それもいいけど、それは王族の礼服でしょ」

「そうでした、すみません、マイド先生は、まだ王族じゃありませんものね」

「わ！　今、なんておっしゃいました？　『まだ、王族じゃない』ですって！」

「まだ……ってことは、これから王族になるってことじゃない！」

「あ……今のはちょっとした言い間ま違ちがいで……そんな意味じゃなくてですね……」

「あららら、耳まで真まっ赤か」

「ねえねえついでにメイ様のドレスもデザインしちゃおうか？」

「あんたたち、いいかげんにしな、結けつ婚こん式しきじゃないんだから」

「中ちゆう佐さは夢がありませんねえ」

「そんな夢なんざ、とっくに醒さめちまったよ」

「はいはい、無む駄だ話は、それくらいにしましょ、時間がないのよ」

　きゃいきゃい言っていた女の子たちの会話は、秘書課のマール少しよう佐さの一言で、やっと静かになった。




　そして、さらに三時間後。

　僕ぼくはビルドベースの中央にある機動戦せん闘とう艇てい格納庫に繫つながる連れん絡らくデッキに立っていた。

　この格納庫がビルドベースで一番大きな部へ屋やだったからだ。

　格納庫の壁へき面めんは、すべて白い布で覆おおわれ、正面には赤い絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた式典会場が作られている。

　式典会場は、人で埋うめつくされていた。

　僕は、その人々の真ん中にある連絡デッキを歩いて、これからメイのもとに歩いて行かなくてはならない。

　最初、僕の勅ちよく任にん式しきは、中央会議室で行われ、ビルドベースの乗組員以外の参加者は、バーチャルルームで参加する予定だった。

　しかし、参加を希望する人員の数が、あまりにも多すぎて、会場が急きゆう遽きよこの場所に変へん更こうになったのだそうだ。
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　バーチャルで参加するのは、遠えん距きよ離りにいる哨しよう戒かい艦かんの乗組員や、くじ運の悪かった者たちだけで、今、ここには、アウトニア全軍の兵士の、ほぼ五分の一が集まっていた。

　王女たちが作ってくれた礼服は、結局、僕ぼくが今まで着ていた帝てい国こくのスタンドカラーの礼服とデザイン的にほとんど変わっていなかった。

　ただ……その礼服は黒地ではなく、純白で、肩かたのモールや袖そで章しようは、帝国の基本色である銀色のままだった。

　マリリン中ちゆう佐さたちは、派は手でな金色のモールにしろ、とうるさかったのだが、僕は、そんな成り金みたいな格好は死んだって嫌いやだ、と最後まで言い張った。

　そして、白地に銀、というなんとも地味な礼服を僕が身につけたとき。

　みんなは、ちょっと意外そうな顔をして僕を見た。

『準備はよろしいですか？』

　僕の横で、ホログラフのリッキイが笑いながら声をかけてきた。

「ああ、準備はできてると言うよりも、もうどうにでもしてくれ……って感じだよ、いったい何人くらい来ているんだろう？」

『ライヴとして出席されている方は二千二百六十九名、バーチャルで参加されている方は、ほぼ五倍ですね、あと、各艦かんの電子人格も全員参加しております』

「電子人格たちも来ているのかい？」

『ええ、我々電子人格にとって、マイド様は特別の存在なのです』

「特別の存在？」

　リッキイは、僕を憧あこがれと誇ほこりの入り混じったような目で見た。

『電子人格を普ふ通つうの人間と、同じように扱あつかってくれる方は、そう多くありません』

　多くない……とは、どう見ても控ひかえめの言い方だろう。

　普通の人々にとって、電子人格など良くできたプログラムの一つにしか見えないのだろう。

　でも、電子人格というものは単純に「ああ言えばこう答える」ような簡単なプログラムなんかじゃない。

　電子人格にだって喜き怒ど哀あい楽らくすべての感情がある。肉体を持たない分、生身の人間とは温度差があるにしても、それは生きている人間と共通のものだ。

　僕と同じように笑い、僕と同じように泣き、僕と同じように怒おこる。その価値観が僕と同じならばそこに電子人格と人間の差なんてないに等しいと僕は思っている。

　なぜ、僕にはそう思えるのか、それはやっぱりヴァルのおかげだろう。

　リッキイに向かって僕は、笑いながら言った。

「ヴァルがいたからね……僕には」

『マイド様……』

　このとき、リッキイは悲しみと、そして慈いつくしみと感謝の入り混じったなんとも言えない顔をした。

　それは、決してプログラムなどで出せる表情ではなかった。

「そんな顔をするなよ。さあ、いよいよ式典の始まりらしいぞ」

　僕ぼくは、そう言うとスタンドカラーと首の隙すき間まに指を入れて礼服の襟えりをなじませた。




　格納庫を改造したホールに、荘そう厳ごんなファンファーレが鳴り響ひびいた。それに続いて荘厳な行進曲が演奏されはじめた。

　この曲は聞いたことがある……確か百世紀前の先史時代に作曲された「威い風ふう堂どう々どう」という曲を原曲にした、宇宙艦かん隊たい行進曲だ。

　僕が士官学校を卒業するときも、確か、この曲が演奏されていた。

　……あれから、まだ、一年も経たっていないんだ。

　卒業式のとき、僕はこんなことになるなんて予想もしていなかったよな……。

　そんな僕の追つい憶おくは、高らかに読み上げられた僕の名前を聞いて断ち切られた。

「マイド・Ｂ・ガーナッシュ殿どの！　国王名みよう代だいたる、メイ・シザーズ殿でん下かのもとへ！」

　僕は、あらためて正面を見た。

　僕の前に作られた一本の道、その道のつきあたりは、一段高くなっていて、そして、そこに、メイが立っていた。

　アウトニア王国軍の濃のう紺こんの礼服を身につけたメイは、僕を見ていた。

　何千という視線が僕に注がれているのがわかる。




　僕は歩き出した。

　その、何千という視線の中にある、たった一つの視線にむけて。




　どこまでも続くような通路を歩いて、僕はメイの前に立った。

　メイは緊きん張ちようした面おも持もちで、右後ろに立っていたドキア提てい督とくに小さくうなずいた。

　ドキア提督が、青い布に載のせた何か勲くん章しようのようなものを持って僕の斜ななめ前に立った。

　それは、金色のハサミの形をしていた。

　メイは、そのハサミを取り上げて、僕に差し出した。

「どうぞ、お取りください……これが、アウトニアの元げん帥すいたる証あかしなのです」

　僕は、それを両手で受け取った。

「アウトニアは、今から百四十九年前に、伏龍皇クリスの遺ゆい言ごんによって開かい拓たくされた国です。その、伏龍皇のお付きの理容師だったのが、シザーズ王家の先祖でした。伏龍皇は、兄であるタクマ王子から謀む反ほんの罪を着せられ処しよ刑けいされ、すべての資産を没ぼつ収しゆうされることになりました。そのとき、誰だれも手を付けようとしなかった未開の星系が、このアウトニアだったのです……亡き伏龍皇クリス様の遺徳を守り、その遺言を守るために、私のご先祖様は、仲間を集つどい、このアウトニアに赴おもむいたのです。そして、シザーズ王家を興おこしました。アウトニアの紋もん章しようにある紅白のハサミは、白が「智ち恵え」を紅あかが「勇気」を示しています。智恵と勇気の二つの刃はの合わさるところ、いかなる苦難も切り開きて進むという決意を表しています……」

　メイは、そこで一いつ旦たん言葉を切って、僕ぼくに微ほほ笑えんだ。

「マイド閣下……おわかりになりましたか？　私は、世が世なら、ただの理容師の娘むすめにすぎないのですよ」

　僕は、黄金のハサミを手に持って、メイを見つめていた。

　メイは、右手を上げた。

「本日、アウトニア暦れき一四九年露光月五日、シザーズ王家の正統なる末まつ裔えいである私、メイ・シザーズは、ここに宣言します！　今、このときより我がアウトニアのすべての兵を、汝なんじマイド・Ｂ・ガーナッシュにゆだね、汝の命ずるところ、いかなる地にも赴き、汝の命令を違たがうことなく果たさんと！」

　そして、小声でつけ足した。

「マイド閣下、みんなに見せてあげてください……その、黄金のハサミを……」

　僕は、ハサミの指通しに指を入れてしっかりと握にぎった。

　そして、その場でまわれ右をして、ハサミを持った右手を高々と掲かかげた。

　このとき、僕は初めて会場の様子を見ることができた。

　会場は揺ゆれていた。

　会場のすべての人間が、手を叩たたき、口笛を吹ふいていた。

　そのすべての人間が笑っていた。

　やがて……曲が流れはじめた。

　それはアウトニアの国歌だった。

　拍はく手しゆが収まる。

　そして、合唱が始まった。





　　凍いてつく風より強く　我が前に塞ふさがるものよ

　　暗くら闇やみよりも黒く　我が前にそれは立つ

　　進めアウトニア

　　智恵と勇気の名の下もとに

　　進めアウトニア

　　ふたつの刃の合うところ

　　どんな凍てつく風も　暗き闇も切り裂さいて

　　われら開く青き大地




　　紅玉よりも赤く　我が胸に流れるものよ

　　白銀よりも白く　我が胸にそれはある

　　進めアウトニア

　　智ち恵えと勇気の名の下に

　　進めアウトニア

　　ふたつの刃はの合うところ

　　いつか青き天を望む　希望を抱だきしめて

　　われら開く青き大地




　　＊間奏＊




　　智恵と勇気の旗はた印じるし手に持ちて

　　われら開く青き大地






　合唱が終わり、会場は、再び歓かん声せいと拍はく手しゆに包まれた。

　そのとき。

　会場の歓声と拍手をかき消すように警報が響ひびき渡わたった。

「何ごとだ！」

「状じよう況きようをメインスクリーンに！」

　ドキア提てい督とくの声が飛ぶのと同時に、式典会場の壁へき面めんに、センサーオペレーターが大写しになった。

『戦せん闘とう艦かんと思われる艦かん船せんが、転移してきます！　位置は我々の後方！』

「後方だと！」

　参さん謀ぼうたちの声が上がった。

「艦種は？　帝てい国こく軍のものではないのか？」

『重力波のパターンは、帝国軍のものではありません！　どちらかというとミリオン傭よう兵へい隊に近いものです！』

　会場は大混乱となった。

　ここで後方から攻こう撃げきを受けたらアウトニア軍は壊かい滅めつするだろう。

　各艦の艦かん長ちようクラスはもちろん、幹部士官のほとんどが、この式典に出席していたからだ。

　なんてことだ、よりによって、一番体制が弱いときを狙ねらわれるなんて！

　足が震ふるえた。

　頭の中でアリクレストのあざ笑う声がこだました。

『アウトニアが滅ほろびるとしたらそれはお前のせいだ』

　そうなのか？

　本当に僕ぼくのせいなのか？

　そのとき、僕は気がついた。

　ミリオン傭よう兵へい隊にはショートジャンプできるような装備を搭とう載さいした艦かんはいないはずだ！

　それに、いくら、補給路のめどがついたとしても、今、まだ状況の混乱したこのタイミングで傭兵隊が攻こう勢せいを仕し掛かけてくるとは思えない。だとしたら……。

　僕は、自分の前にある会場用のマイクに向かって叫さけんだ。

「映像を！　映像を出してくれ！」

　一いつ瞬しゆんのタイムラグのあとでオペレーターが答えた。

『はい！　転移が終わった艦の映像を投とう影えいします！』

　映像が切り替かわった。

　メインスクリーンに映ったのは、見るからに凶きよう悪あくな様相をした宇宙船たちだった。

　真っ黒な塗と装そうのその宇宙船には、でかでかとナイフとドクロのマークが描えがかれている。

「黒い……あれはミリオン傭兵隊の新手か！」

　会場に、うめき声に近い叫びが上がった。

　僕は、思わず大声で叫んでしまった。

「違ちがう！　傭兵なんかじゃない！　あれは……海かい賊ぞくだ！」

　僕の声は、驚きよう愕がくとともに受け止められた。

「海賊？」

「なんで海賊がこんなところに！」

「傭兵だけでなく海賊とも戦わなくてはならないのか！」

「もうだめだ！」

　参さん謀ぼうたちの絶望の声が上がる中、メインスクリーンの中に分割ウインドウが開き、そこに通信オペレーターであるメグ少しよう尉いが映った。

『正体不明の艦より通信が入っております……マイド閣下あてにです！』

「わかった、繫つないでくれ」

『承知いたしました』

　メグ少尉が消えて、メインスクリーンが、二～三回またたいたあと……。

『銀河帝てい国こく宇宙軍辺境派は遣けん軍ぐん艦かん隊たい司令マイド・ガーナッシュ閣下のお招きにより、ケルプワイン海賊団、ただいま参上いたしました！

　……久しぶりだなあ、なんか面おも白しろそうなことやってんじゃんか、俺おれも混ぜてくんねえか？』

　歯切れのいい、べらんめえ言葉とともに大写しになったのは……。

　ケルプワインだった！

「ケルプ……」

　僕ぼくの口から出た言葉はそれだけだった。

『馬ば鹿か野や郎ろう、そんな顔するんじゃねえ、お前は、れっきとした提てい督とく……アウトニア方面軍司令長官なんだぞ！　もっとシャンとしてろ！　じゃあ、これから行くからな！』

　ケルプは、いつものイタズラ小こ僧ぞうのような顔でにやりと笑って通信を切った。

　僕は、目の前であっけにとられているメイ王女に向かって言った。

「彼は私の友人です、この宇宙でもっとも頼たよりになる……勇気のハサミなんです」

　メイ王女は、我に返ったような顔をして、僕を見た。

「海かい賊ぞくが……お友達なんですか？」

「海賊と言っても悪人じゃありません、彼らはプロの戦せん闘とう集団なんです」

　まだ、事情が飲み込めていないようなメイ王女に向かって僕は笑いかけた。

「まだわかりませんか？　彼らは、援えん軍ぐんなんです。援軍が来てくれたんですよ！」

　メイ王女の目が見開かれた。

　もう、式典どころの騒さわぎではなかった。

　列席していた人々がいっせいに興こう奮ふんして話しはじめたのだ。

　そのとき、ドキア提督が、ステージの中央に進み出た。

「諸君！」

　会場のざわめきが、すうっと収まっていく。

　全員の視線が集中するのに十秒とかからなかった。

「アウトニア建国以来の危機の中、我々は、マイド閣下という最高の指揮官を得て、数倍の戦力に対し今日まで互ご角かくの戦いを続けてきた。そして今、孤こ立りつ無む援えんと思われた我々に、思いがけない援軍が現れた、この援軍を我々にもたらしたのもまた、マイド閣下である。

　彼らは帝てい国こくの戦力ではない、あくまでもマイド閣下個人の名のもとに参じた同志である。かつて、これほどまでに我々のために尽つくしてくれた帝国貴族がいただろうか？……いや、帝国だの貴族だの関係ない、おのれの責任を、これほどまでに果たそうとした人間がいただろうか？　諸君！　我々がなすべきことは何だろうか？　この……たった一人の若者がやったことに対し、我々は何をすればいいのだろうか？

　我々は証明しなければならない！　この、一人の若者が守ろうとしたものが、真に価値のあるものであることを、我々は持てる限りの能力をもって証明しなければならないのだ！」

　ドキア提督が言葉を切ると同時に、式典会場全体が沸わき上がった。

　ドキア提督が、僕に向かってステージの中央を指し示した。

　スピーチをしろ、というジェスチャーだった。

　僕は何を言っていいのかわからなかった。
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　何を言っても、支し離り滅めつ裂れつになりそうだった。

　ふと……目を上げると、そこにホログラフの電子人格やヴァーチャル参加の人々の姿が投とう影えいされているのが見えた。

　一いつ瞬しゆん、僕ぼくはその姿の中にヴァルと……カッツ将軍の姿を求めてしまった。

　そうだ……。

　僕は深呼吸を一つすると、ステージの中央に向かった。会場が静かになる。

「アウトニアの皆みなさん……私はやっと二十歳になるかならないかという若わか造ぞうです、私が持っているのは帝国の貴族と士官という肩かた書がきだけです。私は、あなたがたに報いるものを何も持っていません、資産も、名めい誉よも、何もないのです。だから。私はたった一人で必死になって責任を果たそうとしてきました。しかし、そんな私に、自分一人でなんでもやろうとしてもそれは無理だと教えてくれた人がいました。それは……マルク・ド・カッツ将軍です。カッツ将軍は、私にこう言ったのです、実力とは他人の力を使う能力だ……自分一人で背負い込むなと……。

　そうなのです、これから私がやることは……いえ。私たちがやることは歴史を作ることなのです！……歴史は一人では作れません……それは……すべての人々の記録であり、人々の記き憶おくの中に生まれるものだからです！　だから……歴史を作りましょう！　私とともに歴史になろうじゃありませんか！　伝説になんかならなくたっていいんです！　英えい雄ゆうなんかにならなくたっていいんです！　私たちのことを忘れないでもらえたら、それだけでいいじゃありませんか！　アウトニアという国が続く限り語かたり継つがれるに足りる物語と……それを語り継ぐ人々を残すために全力をつくそうじゃありませんか！　私たちは今まで、白き智ち恵えのハサミで敵とわたりあってきました……そして今、私たちはケルプワイン海かい賊ぞく団という紅あかき勇気のハサミを手に入れました、これからが本当のアウトニアの戦いなのです！　智恵と勇気の二つの刃は……いや、ハサミはもう一つあります」

　僕はそこで言葉を切って、手に持った金色のハサミをもう一度高く掲かかげた。

「このハサミです！　白き智恵、紅き勇気、そしてこのハサミを持つ私とともに、いかなる困難も切り裂さいて進みましょう！　そして……この宇宙の歴史にアウトニアの文字を刻きざむのです！」

　みんなが立ち上がって僕に向かって手を振ふり、手を叩たたき、そして僕の名前を呼んだ。

　口笛と、拍はく手しゆと、そして僕の名前がごっちゃになった音が僕に襲おそいかかってきた。

　そうだ……。

　ここだ。

　僕が故郷と呼べるのは。

　やっぱりここしかないんだ。







　第十一章　ケルプの天敵







　式典が終わったあとの格納庫で、僕ぼくは、ぼんやりと正面に掲かかげられたアウトニアの紋もん章しようを眺ながめていた。

　礼服も着き替がえ終わって、いつもの帝てい国こくの制服のまま、僕はアウトニアの紋章を見ていた。

　まわりにめぐらされていた白い布の幕まくや、仮設のステージなんかは、もうとっくに片づけられてしまっていたが、そのアウトニアの紋章だけは、まだ片づけられずにそこに掲げられたままだったからだ。

　わずか百五十年しか歴史のない小国。

　王室付きの理容師が、失しつ脚きやくした王子の遺徳を伝えるために興おこした王国。

　僕は、あのときのメイの言葉を思い出した。

『世が世なら、私はただの理容師の娘むすめにすぎないのです……』

　自分の身分を隠かくすどころか、その出自を紋章に表し、それを言い伝える……。

　この……いさぎよさこそがアウトニアなんだ。

　生まれも身分も関係ない。

　何をやってきたか。何をやろうとしているのか。

　それだけが人間の価値だと信じて。

　本当に自分の力を信じて、自分の力だけで歩こうとしている人間だからこそ言える言葉なんだ。

「ホントに……お前さんは、いったい何者だい？」

　振ふり返ると、そこにマリリン中ちゆう佐さとメイが立っていた。二人とも、礼服から普ふ段だんの制服に着替えていた。

「何者……って言われても」

　僕は即そく答とうできなかった。

「あんたの名前にくっついてる肩かた書がきとやらを聞かせるつもりなら、かんべんしておくれ、ナントカ方面軍ナントカ司令長官なんて言葉を聞くと頭が痛くなる」

　マリリン中佐はそう言って笑った。

「僕から肩書きを取ったら……そうですね、ただの青二才ってとこですか」

「そうだな、お前さんは、二十前のただの男だ、でもな、そのただの男って部分が、本当の人間の価値なんだぜ、な、そうだろメイ王女」

「は、はい」

　いきなり話を振ふられたメイが、赤い顔をしてうなずいた。

「まあ、メイにとっちゃそんな肩かた書がきのない、ただのマイドであって欲しいんだろうけど、当分そりゃあ無理だろうね」

　マリリン中ちゆう佐さはそこで言葉を切ると、ちょっとマジな顔をした。

「でもね、世の中にはその肩書きってヤツでなけりゃ動かない組織だってあるんだよ。アウトニア軍の指揮命令権について、なにやらモメてるそうだから、早く司令室に行った方がいいんじゃないか？」

「やっぱり……そうですか、僕ぼくは先ほどメイ王女から元げん帥すいとして任命されましたが、すべての人がそれを認めてくれているわけじゃありませんものね……」

「何をばか言ってるんだ、その逆だ！　アウトニアの全軍が、あんたの直ちよつ轄かつ部隊に志願してきたもんだから編制に苦労してるくらいだよ、問題はあんたのお友達だよ」

「ケルプたちがどうしました？」

「ケルプワイン海かい賊ぞく団は営利企き業ぎようなんだ、つまりあんたがクライアントなんだ。そうなると話がややこしくなる。あんたはアウトニア軍総司令官なわけだ、ってことは、アウトニアがケルプワイン海賊団を雇こ用ようしたってことになるよね、海賊団に支し払はらう給きゆう与よ、補給、その他もろもろが全部アウトニアの負担になっちまうんだ。ただでさえ貧びん乏ぼうな辺境国家の財政にとってこりゃあえらい負担だよ」

　マリリン中佐の言葉は、舞い上がっていた僕の頭に現実という名前の冷水をしっかりかけてくれた。

　そうだ、ケルプは友人だ。だからちょっとくらいの無理なら聞いてもらえるかもしれないが、ケルプの仲間たちはそうはいかない。そんな基本的なことも忘れて、僕は、応おう援えんが来てくれたということで単純に喜んでしまっていたんだ。

「それは……考えていませんでした……すみません」

　僕は途方にくれた。

　軍事的な力を貸してくれる友人は、何とか見つけたけど、経済的な力を貸してくれる友人をどこから捜さがしてくればいいんだ？

　僕の頭に一いつ瞬しゆんアレフの顔が浮うかんだが、僕はすぐ首を振ふってその顔を打ち消した。

　あの……ドケチが僕に金を貸してくれるわけないじゃないか。

　途方に暮れた僕の顔を見て、マリリン中佐は、にやりと笑った。

「そこでさあ、マイドくん、ちょっとリッキイと、彼の持ってるヴァルのツールを使わせてくれないかなあ……」

「……何をするつもりですか？」

「ちょっと面おも白しろいことを、中央証券市場の先物取引に仕し掛かけようかと思ってるのよ」

　そう言えばマリリン中佐は、アウトニアに来る前は、中央証券市場の腕うで利ききトレーダーだったんだっけ。

「まさか、非合法な手段で資金を調達するつもりじゃないでしょうね」

　マリリン中ちゆう佐さは首を振ふった。

「とんでもない！　誓ちかってもいい！　私が仕し掛かけるのは百パーセント合法的手段さ、ただ、ちょっと他人の知らない情報を他人よか先に仕入れようと思ってるだけさ」

「……普ふ通つう、そういうのがインサイダー取引と呼ばれる非合法な手段じゃないんですか？」

　マリリン中佐は、僕ぼくの前に人差し指を出して小さく振った。

「あんたは知らないだろうけどね、中央証券市場の会則にはこう書いてあるのさ、善行は世に知られない限り善行ではない……悪事もまたしかり、ってね」

　どうしようか……。

　ヴァルなら何と言うだろう。

『非合法な手段で手に入れた資金などで正義の戦いはできません』とでも説教するかな……。

　いや。こう言うんじゃないかな。

『資金に正義も悪もありません、その資金がどちらの極性を帯びるかは、むしろ使い道でしょう』……と。

「わかったよ、マリリン中佐、使っていいよ、でもね、条件が一つだけある」

「なんだい？」

　マリリン中佐がちょっと不安そうな顔をした。

「一いつ般ぱんの小口の投資家には絶対に迷めい惑わくをかけないでくれ、帝てい国こくの年寄りたちは年金を運用することだけが楽しみなんだ、その楽しみを奪うばうようなことだけはやめてくれ」

　マリリン中佐は、にっこりと笑って胸を叩たたいた。

「まかしときな、その逆さ、小口の投資家たちに、いい夢を見させるような市場操作をやってみせるから」

　このとき……僕は知らなかった。この、僕のちょっとした判断が、この戦いの行く末を大きく変えることになることを。

　マリリン姉あね御ごは、腕うでに着けた汎はん用よう端たん末まつを見た。

「さて、そろそろケルプワイン海かい賊ぞく団の幹部族長たちが到とう着ちやくするころだ、お迎むかえに行こうかね」




　ビルドベースの連れん絡らく艇てい発着ゲートの格納庫に僕たちが入ったのと、ケルプたちが乗った連絡艇が到着するのと、ほぼ同時だった。

「ありがとう……来てくれないかと思っていたよ、メールは、届いたんだな」

　連絡艇から降りたケルプたちを出迎えた僕がそう言うと、ケルプは怒おこったように言った。

「ばか野や郎ろう！　ケルプワイン海賊団が、短たん剣けんを与あたえたものの窮きゆう地ちを見過ごすわけがないだろう！」

　そこで言葉を切って、ケルプはにやりと笑った。

「もっとも……ちょっくら見物させてもらっていたがな」

「見物？」

「ああ、お前がアウトニアの総司令官になるって聞いたもんだから、どうせなら、一番効果的な登場の仕方をやってやろうと思ってな、俺おれたちは、お前らの様子をモニターしながら、跳ちよう空間ドライブをかけたままで半日近く待機してたんだぜ」

「こっちは心配してたってのに、ひどい話だなあ」

　ケルプは、ちょっと真ま面じ目めな顔になった。

「一番効果的な時間と場所で、一番効果的な行動を取る、これが海かい賊ぞくの戦い方さ。俺は目的を定めるだけだ、具体的な戦い方なんざ、個々の船長に任せっきりさ。各自が自分に得意な方法でその目的をめざす、俺はその調整役だ」

「艦かん隊たい行動をやらないのか？」

　ケルプは首を振ふった。

「艦隊単位での行動はするが、艦隊全体での行動ってのは、やったことがないってことさ。海賊船は、基本的に個人営業、独立採算制ってのがタテマエでね、仕事を請うけ負おうのも、断るのも、個人の自由だ。そういう意味ではミリオン傭よう兵へい隊と変わらないが。まあ、こっちは家内制手工業で、あっちは大だい企き業ぎようって差はあるな」

「その件なんだけど……正直に言って、君たちに賃金を支し払はらうだけの資金が、アウトニアにあるかどうかわからないんだ、今、必死になって資金集めをしているが、どうなるかわからない……下へ手たをするとまったく支払いができないかもしれないんだ」

　ケルプは、肩かたをすくめて笑ってみせた。

「そんなことは承知の上だ、安心しろマイド、こういうときのために使える支払い方法が一つあるんだぜ」

「ローンかい？　組んでもいいけどどこの信しん販ぱん会社も受けてくれないだろうな、どう考えても担保不足だ」

　ケルプは僕ぼくの目の前で人差し指を振ふった。

「いーや違ちがう、ローンじゃない。聞いたことがないか？　『出しゆつ世せ払ばらい』って方法」

「出世払い？」

　僕はびっくりした。出世払いというのは、将来出世して、金銭的に余よ裕ゆうができたときに支払うという言い訳でていよく支払いを免まぬかれることだからだ。レストランや酒場などで冗じよう談だんまじりに使うことがあっても、とてもじゃないが、こんなときに使う方法ではない。

　ケルプは、事もない、といった調子で続けた。

「担保は……そうだな、お前さんの未来ってヤツだ。俺たちケルプワイン海賊団の長老会議で決定したことなんだが、俺おれたちはお前さんの未来に賭かけたんだ」

　ケルプの後ろに立っていた電子義眼を入れた白はく髪はつの老人が、無言でうなずいた。

　正式に紹しよう介かいされてはいなかったから、よくわからないが、きっとあの老人がその長老会議とやらのメンバーなのだろう。

「僕ぼくの未来？　そんな不確実なものに賭けてどうするんだ！　負けたらどうする！」

　そのとき、僕たちの会話を聞いていた老人が、はじめて口を開いた。

「ちょいと待った、若いの、俺たちは別にバクチをしようってわけじゃねえんだ。いいかい？　勝つ保証がある戦いだけやってりゃ、そりゃあ間ま違ちがいない、損もしなけりゃケガもしねえ、でもよ、そんな人生、生きてて楽しいか？　俺たちゃ海賊だ、傭よう兵へいじゃねえんだ」

　老人の口からは、歯切れのいい、べらんめえ言葉がぽんぽん飛び出した。

　びっくりした僕が、何も言えずに黙だまっていると、その老人はにやりと笑って言った。

「若いの……お前さんは、どうやら傭兵と海かい賊ぞくの区別がついていねえようだな。傭兵ってのはな、企き業ぎようの論理で動く、でも海賊ってのは個人の論理で、つまり心意気で動くんだ！　俺たちゃお前さんの心意気に惚ほれた。それ以上の理由があるかってんだ！」

　ケルプは、困ったような顔をして老人の方を振ふり向いた。

「爺じいちゃんは黙っててくれよ、親おや父じの代理とはいえ、今回の仕事を請うけ負おった現場監かん督とくは俺なんだからさ」

　老人は、『一人前の口を利ききやがる……』という顔をして肩かたをすくめた。

　ケルプは、僕に向き直ると真ま面じ目めな顔をした。

「マイドよ、一つ教えてくれ、人が何かをするとき、その基準は損か得かしか存在しないのか？　お前が必死になってこの辺境のために戦っているのは、何のためだ？　お前は帝てい国こくの貴族で駐ちゆう在ざい武官だ。アウトニア回かい廊ろうの危機を伝える伝令使として、このまま帝てい星せいにもどれば、敵前逃とう亡ぼうどころか功労だって認められるだろう。なのに、お前はここに留とどまって必死に戦ってきたじゃないか。そこに損得はあるのか」

　僕は思わず言い返した。

「損得なんかじゃない！　それは僕の責任だからだ」

　ケルプは、わが意を得たりといった顔で笑った。

「そうだ、損得じゃない。だから俺たちはここに来たんだ」

「でも……そんなことが許されるわけないじゃないか！　これは僕が関かかわった、僕の戦争だ、戦いを仕事にしている人たちにタダ働きさせるわけにいかない！　そんな話聞いたこともない！」

「そうか、じゃあ、お前は今、一つ知識が増えたんだ。そういう連中も存在するんだってな」

　ケルプは、さらりと言ってのけた。

　ケルプの祖父らしい老人は、満足そうに笑っていた。

　僕ぼくは、何と言っていいかわからなかった。

　でも、何をするべきか、それだけはわかった。

　僕は……負けられない。

　僕は勝たなくちゃならない。

　信じてくれる人たちのために……。




　僕たちは、今までの状じよう況きようを説明するためにケルプワイン海かい賊ぞく団の幹部を集めて、中央会議室で、アウトニア王国と、神聖ローデス辺境連合軍との出来合いのヤラセ戦争に端たんを発はつした、今までの戦いの全記録を見てもらうことにした。

「けっこう面おも白しろい戦い方を展開してるじゃないか、立派な海賊になれるぜ」

　ケルプは、そこで言葉を切ると、真ま面じ目めな顔つきになった。

「でよ……敵の司令官のことなんだが……」

「ああ、コットン司令官か、なんかやり手のお姉様って感じだよな」

　僕は、そう言ってから、ケルプの表情に気がついた。

「知ってるのか？」

「ああ……ちょっと因いん縁ねんがあってな」

　ケルプは、言いにくそうだった。

　そう言えば、ケルプと同い年くらいだったな、コットン司令官って。

「まさか……幼なじみだとか……」

　僕の言葉を聞いたケルプは、一いつ瞬しゆんびっくりしたような顔をしたあとで笑い出した。

「いやあ……何と言うか幼なじみって言えば言えないことはないが……仇きゆう敵てきとか天敵って呼んでくれた方が納なつ得とくできるな」

「仇敵とか天敵？」

「まあ、詳くわしいことは、あとで話すよ」

　首をひねる僕に向かって、ケルプは、ちょっと肩かたをすくめると、そう言った。

　ちょっと気になったのだが、聞くのをやめた。

　まわりの海賊団の幹部たちに聞かれたくないような顔をしていたからだ。

　そのうちに話してくれるだろう。

　そう考えたからだ。

　しかし、その機会は思ったより早く訪れた。

　その日の夕方、僕は、ケルプと、アウトニア軍とケルプワイン海賊団の間に相そう互ご通信リンクを張る作業を行っていた。

　ケルプワイン海賊団の戦力を加えたアウトニア王国軍の総戦力は、総艦かん艇てい数百八十六隻せきとなった。数だけを見るならばミリオン傭よう兵へい隊と比べて、なんら遜そん色しよくない数字だが、問題は戦力だった。

　ケルプワイン海かい賊ぞく団の主力は、フリゲート艦かんと軽巡じゆん航こう艦かんで重巡航艦以上の艦は、海賊団の旗き艦かんであるＤ級戦せん艦かん「ゴッドフェニックス」一隻せきしかいなかったのだ。

　船団護衛のような仕事をするには、フリゲート艦と軽巡航艦があれば充分じゆうぶんだ。何と言っても小回りが効いて、そこそこ火力があって、足が速い。しかしミリオン傭兵隊の主しゆ力りよく艦かんである重武装の重装そう甲こう攻こう撃げき艦かんと正面から砲ほう撃げき戦を展開するにはどう見ても力不足だった。

　しかし、軽巡航艦には火力はなくとも「光子魚ぎよ雷らい」という切り札がある。

　そのためには、軽巡航艦の機動力をフルに生かした効果的な艦かん隊たい機動運用をしなければならない。それを考えると相互通信リンクは、どうしても必要だったからだ。

「こういうときに、海賊団ってのは個人営業ってのがネックになるよな」

　僕ぼくは、横でケルプのぼやきを聞きながら、リンクデータの通信速度をベンチテストにかけていた。

　通信リンクを張る、というのは、思ったより大変な作業だった。なぜなら海賊団には、一隻の海賊船の船長がそのまま一つの単位で動くいわば個人商店と、会社のように何隻もの船を運用して艦隊形式で動く中ちゆう小しよう企き業ぎようのような集団とが入り混じっていたからだ。

「なんで海賊団って名乗るくせに共通フォーマットがなかったんだ？」

　僕の質問に、ケルプは肩をすくめて答えた。

「仕方ねえよ、海賊団って呼ばれてても、それはグループ名みたいなもので、いわば一いつ匹ぴき狼おおかみの寄せ集めみたいなものだ。艦種も年代も全部バラバラ、それこそ先祖代々の船を大事に使ってる連中もいれば、ローン組んで新造艦を買う連中もいるわけだから共通フォーマットなんかできっこない」

「でも、こういった独立した単位を集団で運用するためには、共通通信リンクは必要だよ」

　僕がそう答えると、ケルプは半分笑いながら聞いてきた。

「一匹狼を集団運用するということか？　じゃあ聞くけど集団運用される一匹狼は果たして一匹狼なのか？」

　僕は一いつ瞬しゆん答えに詰つまった。

「……えーと」

　そのとき、僕の情報端たん末まつのサブウインドウが開き、通信管理オペレーターのメグ少しよう尉いの顔が映った。

『マイド閣下、ミリオン傭よう兵へい隊から公式チャンネルによる呼び出し信号が発せられました！　画像信号による直接交こう渉しようを望んでおります』

「直接交渉だって？　相手は誰だれだ」

『ミリオン傭兵隊ＧＮ艦隊司令、コットン准じゆん将しようです』

　僕はケルプと顔を見合わせた。

「どういう魂こん胆たんだと思う？」

「閉へい塞そくされていたアウトニア回かい廊ろうが開通して、燃料の補給のメドが立った……いつでも攻こう勢せいに出られるぞ、ついては降こう伏ふくした方が身のためだ……って言いたいんだろうな。コットンらしい合理的な考え方だよ。戦力の浪ろう費ひをするヤツと無能なヤツが、あいつは一番嫌きらいなんだ」

「どうする？」

「どうするって……何が？」

「君たちの存在を、隠かくし通した方がいいだろうか？」

　ケルプは首を振ふった。

「いや、隠せばかえって戦せん闘とうが激化して、双そう方ほうともに損害が増える可能性がある……こっちの戦力を知れば、むやみに攻こう撃げきは仕し掛かけられなくなるだろう」

　そうか……そうだよな。切り札を伏ふせておける時間は、そんなに長くなかったわけだ。

　そう考えた僕ぼくを責めることは、誰だれにもできないと思う。このとき僕は知らなかったんだ。

　ケルプ本人こそが、ミリオン傭よう兵へい隊……いや、コットン司令にとっての切り札だったことを……。

　僕は、メインスクリーンに向かって話した。

「直接対話を受じゆ諾だくすると、ミリオン傭兵隊側に回答してくれないか？」

『了りよう解かいしました、受信確認信号がグリーンになりましたら指示してください、リンクします』

　メグ少しよう尉いの言葉が終わってから、数十秒後。

　メインスクリーンの右下にある通信状じよう況きようモニターについている受信確認信号にグリーンの表示が出た。

「リンクしてくれ」

『了解しました、リンクいたします』

　メインスクリーンの走査線が二～三回乱れたあとで、回復した。

　そこに映っていたのは、見覚えあるミリオン傭兵隊の黒い制服と黒いベレー帽ぼうを身につけたコットン司令だった。

　久々に見たコットン司令は、ちょっとふくよかな顔つきになっていて、きわめて不ふ機き嫌げんそうだった。

『帝てい国こくとアウトニア王国軍の戦時公報は聞かせてもらった。あなたがアウトニア王国軍総司令長官および銀河帝国辺境派は遣けん軍司令長官兼けん務む、マイド・ガーナッシュ元げん帥すい閣下兼けん銀河帝国中ちゆう尉い閣下というわけだな』

「アウトニア軍司令長官と呼んでくだされば結構です、帝国の肩かた書がきは何の意味も持っていませんから」

　コットン司令の右眉まゆが、上がった。

『うかつだったよ……無敵艦隊アルマダ・司令リーダーのマイドくんが、こんなアウトニアなんてド田舎いなか星系に配属になっていたなんてな……リサーチ部門の能力が並み以下だと、現場がこうやって苦労することになるんだね』

　僕ぼくはびっくりした。アルマダ・リーダーというのは、帝てい国こく士官学校時代に僕が主しゆ宰さいしていた三次元戦略シミュレーション研究会の、ネット内での僕のあだ名だったからだ。

　艦かん隊たい戦をシミュレートした三次元戦略シミュレーションは、士官学校の研究会だけでなく、一いつ般ぱんのネット回線を使ってオープンシステムにしていたから、誰でも腕うでに自信のある人は参加することができた。時には敵のローデス連合の情報部までが参加してきたこともあるほどだった。

『ネットじゃあ何度もお手合わせ願ったけど……こうやってお目にかかるのは、初めてだね、ハンドル名はユイ、と言えばわかってもらえるかな？』

「あなたが……ユイさんだったんですか……」

　僕は士官学校のころの対戦相手と戦法を思い出していた。

　ユイ、と名乗る人物の艦隊運用は、きわめて合理的だった。

　損失の上限を規定して、絶対にその上限を超こえることのない範はん囲いで戦せん闘とうを行い、最後に計算される経済損失率では、常にトップクラスに数えられていた人物で、ネットの間では『ソロバン元帥げんすい』というあだ名で呼ばれている人物だった。

　たしかに経済的な戦いに徹てつしてるわけだ。

　現役の傭よう兵へい艦隊の司令だったんだからな……。

　コットン司令は、真しん剣けんな顔で僕をにらんで言った。

『その、ソロバン元帥のユイからの勧かん告こくだよ、いいかい？　よく聞きな。カッツ将軍の犠ぎ牲せいによるアウトニア回かい廊ろうの閉へい鎖さは、たしかに効果的だった。約一ヶ月にわたって、我々は行動不能に陥おちいったことは事実だ、この間に帝国辺境艦隊の支し援えんがあれば、我々は敗北しただろう……しかし、帝国辺境艦隊は完全休きゆう暇かのため、行動不能だった』

　コットン司令は、そこでいったん言葉を切ったあとで、声を張り上げた。

『そして今、アウトニア回かい廊ろうは再び開通した。もはや、我々ミリオン傭よう兵へい隊の攻こう勢せいを妨さまたげるものは何もない。帝国の庇ひ護ごを失い、孤こ立りつ無む援えんのアウトニア軍が、我々と戦って勝てる要素はまったくない。いさぎよく我がミリオン傭兵隊の軍門に下り、神聖ローデスに忠誠を誓ちかうがいいローデス側の条件は、お前たちが考えているものより、はるかに好条件であることをつけ加えておく……』

　僕は、ちょっと手を上げて、コットン司令官の演説をさえぎった。

「悪いけど……降こう伏ふくはしないよ」

　コットン司令は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いたあとで、怒ど鳴なった。

『何をばかなことを言ってるんだマイド司令！　あんたはもっと合理的で頭のいい人間だったはずだ。なぜ、勝ち目のない、孤立無援の戦いに、貴重な人命と財産を無益に消費するような道を選ぶんだ！』

「僕ぼくたちは、孤立無援じゃないからさ……援えん軍ぐんを紹介しよう、コットン司令」

　僕の左手が指し示すところに、ケルプが入ってきた。

　ケルプは、メインスクリーンに映るコットン司令に向かってにっこり笑うと、こう言った。

「よ！　コットン、久しぶり、ちょっと太ったか？」

　メインスクリーンに映るコットン司令の目が、真ん丸になった。

　しばらく無言で、酸素不足の金魚のように、口をぱくぱく開けたり閉じたりしていたが、やがて声が出た。

『ケ……ケルプ……なんであんたがここにいるんだ！』

　ケルプは、鼻の頭を搔かいた。

「ま……何と言うかその……浮うき世よの義理ってヤツかな」

　メインスクリーンに映るコットン司令は、黙だまって下を向いた。

　いや……小さな声でなにやらつぶやいていた。

　音声モニターが、その声を拾って拡大する。

　コットン司令は、食いしばった歯の間から絞しぼり出すような声でこう、つぶやいていた。

『まったくもう……あんたは……どうしていつも……いつも……必ず……私の前に現れて……私の邪じや魔まをするんだ……』
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　コットン司令は、いきなりかぶっていた黒いベレー帽ぼうをむしり取って、床ゆかに投げつけた。

　そして、僕たちに向かって叫さけんだ。

　いや……正確にはケルプに向かって叫んだのだと思う。

『やい！　ケルプ！　今度こそ勝負だ！　今まで私が負け続けたのは単に運が悪かっただけだということを証明してやる！　逃にげるなよ！』

　そして、通信は一方的に切れた。

　灰色のメインスクリーンを見上げてため息をついたケルプに向かって僕は言った。

「説明してくれるかい？」

　ケルプは肩かたをすくめると、情報コンソールを叩たたいて、メインモニターの中にサブウインドウを開き、そこにどこかの恒こう星せい系の星図を呼び出した。

「こいつが俺おれの出身恒星系のサーモニアだ。見ての通り一つの恒星系の中に『ナーカム』と『フージュワ』という人類の居住可能な惑わく星せいが二つあって、その真ん中に小惑星帯が広がってる……この二つの惑星と小惑星帯の三つの国家が集まってできた恒星系連れん邦ぽう国家が、サーモニアなんだ」

「ケルプは小惑星帯の出身だっけ？」

「ああ、俺たち海かい賊ぞく団の御ご先せん祖ぞ様は小惑星帯を探査して稀き少しよう鉱物を採さい掘くつする鉱星士だったらしい。もともとは、どっちかの惑星の出身だったんだろうが……二つの惑星の小こ競ぜり合いの繰くり返しに嫌いや気けがさした連中が、寄り集まって小惑星帯に自治政府を作ったのが始まりだそうだ、今でこそ連邦国家と言ってるが、二つの惑星は、もともとは独立国家だから、ナショナリズムは強いんだ……知ってるか？　サーモニアでは、名前の前に出身惑星の頭文字をつけるのが慣例なんだぜ」

「ケルプにはついていないじゃないか」

　ケルプは肩をすくめて言った。

「頭文字がついていないのは、小惑星帯の出身か、よそ者ということさ」

「コットン准じゆん将しようは、どっちの出身なんだ？」

「ナーカムだ……サーモニアでは、小学校のころから星系統一模試なんてものが行われてるんだ、俺はそんなに優等生でもなかったし、太陽風ヨットで遊ぶ方が好きだったから、順位なんざ三千番以下だったが、コットンはそうじゃない。いつもナーカムの代表としてベスト十の中に入っていたのを覚えている」

「すごいエリートだな」

「ああ、でも、それは小学校のころの話さ。俺の星系では十二歳になると適性検査を受けて、自分の進むべき道を選ぶことになってる。俺の適性判断は、宇宙船パイロットまたは軍人だった……そのときからだ、俺とコットンの確かく執しつが始まったのは……」

　ケルプは、そこで言葉を切ると、通信室のコンソールを叩いた。

「話が長くなりそうだ、イスを借りるぜ」

　床ゆかから会議用の簡易スツールが二つせり出してきた。

　ケルプはそれに腰こしを下ろすと、片足あぐらをかいた。

「なんと、コットンのヤツも同じだったんだ。あいつは戦略的視野が広いので軍人より、金きん融ゆう業界の方が向いていたんだが、どうしたもんだか俺おれと同じ軍人のコースを選びやがった。知ってるか？　軍人のコースには、めちゃくちゃ実技が多いんだぜ」

　知っている。

　士官学校もそうだった。

　僕ぼくは何度このケルプに助けられたかわかりはしない。

「実技では常に俺が上だった……そりゃあそうだろう、物心ついた頃から宇宙船のバーニアコントローラー握にぎって遊んでたんだから……ところがコットンには、それが許せなかったらしいんだ、今まで一位二位が当然だった人間の前に、ぜんぜん知らないヤツが出てきて、そいつの方が何をやっても上だったとしたら、とーぜんムカツクよな」

　ケルプはにやりと笑った。

「俺はガキだったから……まあ、今でもガキだが……相手の気持ちなんて考えもしなかった。ナマイキな女の子を泣かせて喜んでたんだ。ひどいことを平気でやった……機動艇ていの実習で、あいつの操縦する機動艇の前で逆を向いて、鼻と鼻突き合わせた状態でシンクロさせて等速で飛びながらあいつに向かってアッカンべーしたり、機動服の背中に固形燃料くっつけて、秒速百二十回転くらいで回したり……このときは二秒後にカウンターバーニアが作動するようにしておいたから、すぐに止まったんだけど……あとで教官にバレてひどい目に遭あったっけ」

　……ケルプのヤツが士官学校時代にやってのけたイタズラの数々のルーツは、どうやらこのあたりにあるらしい。

　ケルプが、気に食わない門もん閥ばつ貴族と、その取り巻きどもに対してやってのけたイタズラの数々は、今、帝てい国こくの士官学校の後こう輩はいの間で伝説になっているらしい。

　ケルプは、僕の視線に気がついたように弁解した。

「そんなにひどいことばっかりしてたわけじゃないんだぞ。俺は、あいつの個人装備の機動服や機動艇をいつも完全に整備して、操縦系のカスタマイズや、命令ルーチンの更こう新しんをやってたんだ……もっとも、それすらもあいつにとっては嫌いや味みだったらしいがな……」

　装備の条件が同じということは、負けた理由を装備のせいにできないってことだものな。

　人一倍プライドが高い人間にとって、それは屈くつ辱じよくの上乗せだろう。

「そして、俺は帝国貴族としての立場があったから帝国の士官学校に進んだ……コットンも士官学校に進むことができたんだ。奨しよう学がく生としての条件は完全に満たしていたから、学費は全額サーモニア政府が負担してくれるし、文句なしだったのに、あいつは、その奨学金を使って帝国士官学校じゃなくて、アースミルド傭よう兵へい専門学校に進んだんだ」

　アースミルド傭よう兵へい専門学校か……。

　それは帝国内外の国家から留学生が来るぐらい有名な士官養成学校だ……特に特とく殊しゆ技能を持ったスペシャリスト養成に関しては、士官学校より上だと言われている。実際に士官学校を出たあとで、この専門学校に自費で再入学する人間もいるぐらいだ。

「あいつは、あそこを首席で卒業した……卒業したとき、この銀河じゅうの傭兵隊や、警備保障会社や、星系軍からオファーが来たそうだ」

「それでミリオン傭兵隊に入ったんだな」

「そうだ、入社して半年で准じゆん将しよう、なんと艦かん隊たい司令になっちまった。ＧＮ艦隊といえば、ミリオン傭兵隊の中でも一線級の艦隊だ、装備はバリバリ、士気だって高い。あいつは、このアウトニアの攻こう略りやくなんて一週間もあれば充じゆう分ぶんだと思っていたんだろう……」

　ケルプはそこで言葉を切るとニヤリと笑った。

「まさか……お前がこんなところにいるとは夢にも思わなかったんだろうよ」

　僕ぼくもニヤリと笑いかえして言ってやった。

「そう、そして君が来るとも、夢にも思わなかったんだろうね」

　僕たちは、顔を見合わせて声を上げて笑った。

　笑いがおさまってから、僕は言った。

「よくわかった……なぜ、コットン准将がケルプを目のカタキにしているのか……悪いけど、ケルプ、君を使わせてもらうよ」

　ケルプは両手を広げて肩かたをすくめた。

「どーにでも使ってくれよ。どうせ、コットンを呼び寄せるエサかオトリに使うんだろ」

「そのとおりさ……コットン准将の得意とする合理的な戦法で攻せめられたら、アウトニアの勝利はおぼつかない……持久戦に持ち込まれたら絶対にジリ貧なのはこっちだからね。でも、ケルプ、君が前線に出てくれば、コットン准将のソロバンは、絶対に狂くるうだろうからね」

　ケルプは、ちょっと不ふ機き嫌げんな顔をした。

「たしかにあいつは、合理的な考え方をするヤツだが……冷れい酷こくなんかじゃないぞ、部下のことを良く考えてるし、気が回るし、自分で何でも動くし、さっぱりとした気性で、友達だっていっぱいいる。俺おれは嫌きらわれてるがな……」

　そう言ったあとで、ケルプはちょっとさみしそうな顔をした。

　僕は一いつ瞬しゆん考えた。

　一人の人間を見つめ続けるのと、一人の人間から目をそらし続けるのと……。

　どれほどの違ちがいがあるのだろう……と。







　第十二章　半ズボンの勇者







　露光月七日。

　この日から……アウトニアの戦いは第二段階に入った。

　今までの戦いが予告編なら、この戦いこそが本編だった。

『ダメですね……コードとルーティンプログラムが、すべて書き換かえられています、ただちに解かい析せきに入りますが、今までのようにリアルタイムでの分ぶん析せきとデータ読み込みは無理でしょう……』

　リッキイは、悔くやしそうに続けた。

『ヴァル殿どのなら、こんなことはないのでしょうが……』

「気にすることはないよ、時間はかかるけど、結局、ミリオン傭よう兵へい隊のデータは読めるんだから、君は君にできることだけをやってくれればいいんだ」

　僕ぼくは、そう、リッキイをなぐさめると、情報解析室を出た。

　アウトニア標準時間で午前五時を境に、ミリオン傭兵隊の通信データや、メインコンピューターのプログラムがすべて変へん更こうされていたのだ。

　このため、リッキイは、今までのように簡単に侵しん入にゆうできなくなっていた。

　僕がアウトニアの司令長官になったということを知ったコットン准じゆん将しようが最初にやったことがこれだった……。

　ヴァルの存在を、コットン准将は知っていたのだろう。

　アウトニアが稼かせいだ得点は、どんどん失われつつある。

　なんとかしなけりゃ……。

　でも……どうすればいいんだろう。

　中央指揮室にもどると、僕たちの艦かん隊たいと、ミリオン傭兵隊の艦隊が、一定の距きよ離りをおいたままにらみ合っている状じよう況きようが映し出されたメインスクリーンを見上げているケルプの姿があった。

「状況はどうだい？」

　僕が声をかけると、ケルプが振ふり向いた。

「様子見ってとこだな……両方とも相手の力量は充じゆう分ぶん承知だ。下へ手たに仕し掛かけたりしたらひどい目に遭あうってことがわかりきってるのに、手を出すヤツはそういない」

　ケルプはにやりと笑って続けた。

「俺おれたちくらいのものだろう……」

「仕掛けるのか？」

　僕ぼくは驚おどろいた。戦力が劣れつ勢せいのほうから攻こう撃げきを仕掛けるのはセオリーだが、こんなに早く仕掛けるとは思っていなかったからだ。

「ああ、言っとくがこれは俺の命令じゃない、仲間からやらせろ、と言ってきたんだ。このままじゃストレスが溜たまって早死にしちまうから、一撃げき食らわせたいってな」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ああ、最初にちょっかい出したヤツは、痛い目に遭あうかもしれないが、それがきっかけで戦線が動くだろう……動いた戦線を引っ搔かき回せたら、俺たちの勝ちだ。こう言っちゃ悪いがミリオンは傭兵であって海かい賊ぞくじゃない……統制をとった艦かん隊たい行動は得意かもしれんが、臨機応変に、周囲の状況を判断して流れを読むことには慣れちゃいないだろう。俺たちがつけ込むとしたらそこだ」

「海賊戦法ってヤツか」

　ケルプは笑った。

「ああ、そうだ、臨機応変といえば聞こえはいいが、要するに『でたとこまかせ』ってことさ。士官学校のころに俺たちの分隊がやってたことと同じようなモノさ。まず、フォーメーションを崩くずすところから始めるんだ」

「ケルプワイン海賊団じゃなくて『でたまか海賊団』って呼ばれても知らないぞ」

「そう呼ばれたら光栄だな……その切り込み一いち番ばん槍やりの艦かん長ちようが、お前に挨あい拶さつしたいそうだが、どうする？」

　きっと勇ゆう猛もう果か敢かんな歴戦の勇士なんだろうな……。

　僕は片目に眼帯をして、身体からだの半分を機械化しているようなド迫はく力りよくの容よう貌ぼうの艦長を想像した。

「ぜひ、会わせて欲しい」

「よし、じゃあ今呼び出そう」

　ケルプがコンソールを操作すると、僕の前にあるメインコンソールが二～三回またたいてから、誰だれかが映った。

「あ！　マイド閣下ですね！　はじめまして！　ケルプワイン海賊団ハルカ一族族長、ワタル・ロングウェイと申します！」

　カン高い声とともにメインスクリーンに映ったのは、子供……それもどう見ても小学校高学年という年ねん齢れいの男の子だった。

　僕は一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「君は……いくつだ？」

「僕ですか？　十一歳です！　来月十二歳になります！　わあ……マイド閣下ですよね、僕、あこがれてました、閣下みたいに、智ち恵えと勇気で闘たたかえる立派な人になりたいってずっと思ってたんです！」

「そ……そうか……ちょっと待ってくれ」

　僕ぼくは、あわててこちらからの送信一時停止ボタンを押おすと、ケルプを呼んだ。

「ケルプ！　通信リンク先が間ま違ちがってるぞ」

「え？　そんなはずないぞ」

　ケルプは、通信コンソールを確認してうなずいた。

「ほら、間違っていない。通信相手は、ハルカ一族族長のワタル・ロングウェイじゃないか」

　僕は驚おどろいた。

「間違いじゃない？　じゃあ、あの子供が先せん陣じんを切るっていうのか？」

「子供って……ああ、ワタルのことか。どうしてって……あいつの親おや父じは病気で入院中だからだよ、それがどうかしたのか？　あいつは、れっきとした次期族長として一族の認証を受けている、なんの問題もないはずだが？」

　ケルプは何を言ってるんだこいつは？　という顔をして答えた。

「ちょっと待てよ、いくらなんでも、子供の乗る船を一人だけで……」

　僕の言葉を聞いたケルプは、目を見開いてから笑った。

「あ、そうか、何を心配しているのかと思ったら、そのことか。安心しろ、別に俺おれたちはワタル一人を敵の目の前に放り出すわけじゃない。そりゃあいわゆる一いち番ばん槍やりを突つき出すわけだから、反はん撃げきも食らうだろうが、あいつの一族……ハルカ一族が、全力であいつを守る。それに、病弱な父親の代わりに先せん陣じんを切ろうとする少年船長を、俺たちが黙だまって見ていると思うか？」

　あ……そうか、そういうことなんだ。

　僕は、ケルプたちのやろうとしていることが、なんとなくわかったような気がした。

　メインコンソールの一時停止を解除して僕はワタルに呼びかけた。

「ワタルくん……いや、今、君は一人の船長としてそこに立っているのだから、ワタル殿どのと呼ぼう。君は子供かもしれないが、船長という立場は子供も大人おとなも関係がない、君がそこに立つ以上僕は君を一人前の戦士として扱あつかうつもりだ。敵のビームは子供だろうと大人だろうと関係なく我々の上に降り注ぐ、子供だからといって手加減はしないだろう。僕の言っている意味はわかるね、ワタル殿」

　僕の言葉を聞いたワタルは、スクリーンの中で胸を張った。一人前の大人と同様に扱われているという意識が、ワタルの背せ丈たけを一回り大きくしたみたいだった。

「はい！　わかります。責任は、権限とともにあることを、僕は教わってきたつもりです！」

　そのワタルの表情に、僕は見覚えがあった。それは昔、士官学校に入ったころの僕の顔によく似ていた。

「そうか、ただ、一つだけ君に言っておきたいことがある。もし、君が窮きゆう地ちに陥おちいったとき、他人に助けを求めることをためらってはいけない。そして、君の窮地を見た他人が、君を助けようとしたとしても、それを自分の至らなさだと思っちゃいけない」

「それは……やっぱり僕が子供だからなんですね」

「いいや、違ちがう。それは物事の半分しか見ていない結論だな。君のような子供がなぜ、保護されるのか、その理由を知ってるかい？」

　ワタルは、ちょっと傷ついた顔をした。

「……弱いからです」

　僕ぼくは笑った。

「それもある、でもね、本当の理由はそうじゃない。保護されるのは、君じゃないからだ」

　眉まゆをひそめたワタルは、ちょっと首をかしげてぽつりと言った。

「僕じゃない……って？」

「保護されるのは、君個人ではない。君という人間の可能性なんだ。たしかに君は、まだ何もしていない。君という人間の価値は誰だれにもわからない。君がいようがいまいが、世の中に変わりはない。君がいなければ困る人もいない。でも、君には可能性がある。無限とまでは言わないが、不確定の可能性がある。だから、大人おとなたちは君を守るんだ。何もしていないってことは、これからなんでもできるってことと同じ意味なんだ。だから……いいな、無む駄だに死ぬことは僕が許さない！」

　ワタルはしばらく黙だまって僕の言葉の意味を考えていたようだったが、やがて顔を上げた。

「はい！　わかりました！　絶対に無駄に死んだりしません！」

　胸を張って敬礼したワタルに、僕が敬礼を返すのと同時に、通信が切れた。

　横で僕とワタルのやりとりを聞いていたケルプが、感心したように言った。

「いやあ、やっぱりお前はたいしたものだよ、これであいつは落ち着いた立派な船長になってくれるだろうな」

　僕は頭をかいて弁解した。

「いや……実をいうと、これは全部受け売りなんだ。士官学校でキエノ教官に言われたことを、僕なりに解かい釈しやくしただけのことなんだよ」

「それでいいんじゃないか？」

　ケルプは笑った。

「結局、言葉というやつは人から人へと伝わっていくものだろう。キエノ教官から教わったことを、俺おれたちがワタルに教えていく。そうすれば、いつかまたワタルたちが子供に同じようなことを伝えてくれるだろう。そうやって知識や智ち恵えってのは、受け継つがれていくんだと思うぜ」

　そう言うとケルプは真ま面じ目めな顔にもどって僕に敬礼した。

「では、私はこれよりケルプワイン海かい賊ぞく団旗き艦かん、ゴッドフェニックスに移乗しケルプワイン海賊団による先制攻こう撃げきの作戦を策定してまいります」

　僕は敬礼を返した。

「よろしく頼たのむ、アウトニア軍は、全軍をあげて君たちを支し援えんするだろう、我々の窮きゆう地ちを見捨てなかった諸君を見捨てることはありえない。それを信じて闘たたかって欲しい」

　ケルプはちょっとイタズラっぽく笑った。

「一人前の司令官っぽくなってきやがったな……じゃあな」

　僕ぼくは、ケルプを見送ると、アウトニア軍ぐん艦かん隊の主おもな人々を召しよう集しゆうして先制攻撃の作戦を立てるために通信オペレーターを呼び出した。




　会議の結果、二日後に先制攻撃が行われることになった。

　そして露光月九日、アウトニア標準時午前八時。

　僕は中央指揮室の中にある一段高くなっているメインコンソールの前に立った。

　メインコンソールの下にあるオペレーティングルームには、参さん謀ぼうたちと、オペレーターたちが並んで、作戦の開始を待っていた。

　ビルドベースの中央指揮室は、ザイダベックのそれに比べると、旧式で狭せまく、そして自動化されていないぶん人間の数が多く、ざわついた雰ふん囲い気きがしたが、僕はその雰囲気が嫌きらいではなかった。

　コンソールの正面にあるメインモニターには、アウトニア全軍と、ケルプワイン海かい賊ぞく団の臨戦待機状況表が表示されている。

　アウトニア軍の表示はすべてグリーン。臨戦態勢にあるという表示だった。

　ケルプの方は二～三隻せきイエロー表示の船がある。良く見るとそれは旗艦であるゴッドフェニックスと、その護ご衛えい艦かんたちだった。

　おそらく、まだケルプの準備ができていないのだろう。

　僕はもう一度メインコンソールから下のオペレーティングルームに視線を移した。

　オペレーターたちと参謀たちが、低い、しかし、しっかりした声で、自分が担当する艦かん隊たいに対して、指示事じ項こうとチェックリストの最終確認を行っているのが見える。

　その静かな緊きん張ちよう感かんは、ザイダベックのときの悲ひ壮そう感かんとは違ちがう、わくわくするような一種の期待感を含ふくんでいるような気がした。

　僕は、斜ななめ後ろにいる、メイ王女を振ふり返った。

　正面にあるメインスクリーンを見つめていたメイ王女の視線が僕に投げかけられる。

　緊張と不安は前回と同じだ。でも、落ち着いた、やわらかな視線でメイ王女は僕を見た。

「どうかされましたか？　マイド閣下」

「いえ……なんでもありません。この戦いが始まった時に比べると、ずいぶん落ち着いていらっしゃいますね」

　メイ王女はちょっと赤くなった。

「あのときとは違います」

「でも、今の方が劣れつ勢せいなんですよ」

「戦力的にはそうかもしれませんが、意識が違ちがいます」

「意識？」

　メイ王女は微ほほ笑えんだ。

「ええ、今、アウトニアの全軍の将兵はこう思っています……自分たちは一人じゃなかった……と」

　メイ王女はつけ足した。

「……そして、私もです」

　僕ぼくは、その微笑みを受け止めた。




　逃にげることはできない。

　ならば、僕は前に進もう。




　やがてメインスクリーンの臨戦待機状況表のすべての船の表示がグリーンに変わった。

　タイムカウントは、一分を切った。

　僕はメイ王女と、ドキア提てい督とくの方を振ふり返った。

　二人は、僕を見て小さくうなずいた。

　いよいよだな。

　本当の責任を果たすときがやってきたんだ。

　僕はもう、帝てい国こくの軍事顧こ問もんなんかじゃない。戦時命令による臨時の指揮官でもない、アウトニア軍の最高責任者である元げん帥すいなんだ。

　メインコンソールの前に進み出ると、指揮室のオペレーターと参さん謀ぼうたちが僕を見上げた。

　その、不安と希望の入り混じった視線に向けて僕は叫さけんだ。

「作戦開始！　タイムカウントスタート！　通信オペレーター、発光信号発信！　宛あて、ケルプワイン海かい賊ぞく団旗き艦かんゴッドフェニックス。発、アウトニア艦かん隊たい司令長官マイド・ガーナッシュ。信号文面『でたまか！』」

「了りよう解かい！」

　発光信号は、全ぜん艦かんが受信して解読できる。

「でたまか」の意味が「でたとこまかせで行け」の意味であり、状じよう況きように応じた自由裁量を与あたえた作戦であることは、もう知らない者はいなかった。

「確受信号あり！」

「ケルプワイン艦隊の正面配置艦が発進しました！」

　オペレーターの報告とともに三次元スクリーンに、敵の真っ正面にいる軽巡じゆん航こう艦かん艦隊が、前進を開始するのが映った。

　そして、その艦隊をカバーするように、ケルプ艦隊の左右から二つの艦隊が動き出した。

　右側の艦かん隊たいは、厚みを持った一枚の板のような布ふ陣じんでゆっくりと。左は一本の棒のような陣じん形けいで、軽快な動きで、大きくらせんを描えがくように、フィールドを移動してゆく。

「アウトニア艦隊、全艦発進！　半速でケルプ艦隊の後方に布陣！」

　実戦を経験したとはいえ、アウトニア軍は、今までほとんど戦争をやったことがない軍隊だった。

　彼らは、戦せん闘とう艇ていに乗り、ビームを撃うち、光子魚ぎよ雷らいを発射することはできる。でも、五分と五分で渡わたり合う戦争を経験したわけじゃない。

　いくら、やる気があっても、それだけで本当の戦争に勝てるわけがない。

　僕ぼくたちアウトニア軍は、ケルプたちの補助的な位置につくしかない。

　これは、ケルプたちと相談して決定した事じ項こうだった。

　先せん陣じんを切ったハルカ艦隊が、ミリオン傭よう兵へい隊艦隊の哨しよう戒かい線に近づいてゆく。もうすぐ遠えん距きよ離りビームの有効射程距離内に入るだろう。

　そのとき、オペレーターのメグ少しよう尉いからの報告が来た。

『ケルプワイン艦隊の先陣艦の船長から、共通周波数で、メッセージが発せられています！』

　共通周波数ということは、ミリオン傭兵隊艦隊に伝えたいことがある、ということなんだろう。

「メインスクリーンに投とう影えい！　アウトニア各艦にも映像をリンクしてくれ」
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『わかりました』

　メグの言葉が終わらないうちに、メインスクリーンに、少年の顔が映った。それは、ワタルだった。

　メインスクリーンの中で、半ズボン姿のワタルは、胸を張っていた。

『ミリオン傭よう兵へい隊に告ぐ！　僕ぼくはケルプワイン海かい賊ぞく団、ハルカ一族族長代理。ワタル・ロングウェイである！　これより、ハルカ一族の智ち恵えと勇気をもって、あなたたちに戦いを挑いどむ！　戦士として、そして栄はえある海賊団の一員として戦いを挑む！　この戦いで、僕が敗れたとしても、僕は胸を張って後世の人に言える。僕は利のために闘たたかったのではないと！　傭兵の諸君には、ばかなことにしか思えないだろう、世間から見てもそれはたぶんばかなことなんだろう……だから、あえて言う！　そのばかの闘い方を、その目に焼きつけろと！』

　メッセージは切れた。

　それと同時に、ミリオン傭兵隊から、無数の遠えん距きよ離りビームがやってきた。前進を開始したハルカ艦かん隊たいの正面の防ぼう御ぎよスクリーンが、きらめくスペクトルとともに崩ほう壊かいしてゆくが、ハルカ艦隊のスピードは落ちない……それどころか、増速しているようだ。

　僕は、メグ少しよう尉いに向かって指示を出した。

「アウトニア全軍にメッセージを発信してくれ」

『はい、どのような文面でしょうか？』

　僕はコンソールのキイボードを叩たたいた。

　文面は、ただ一言。




『汝なんじ、勇ゆう敢かんなる少年を見捨てることなかれ』




　そして、戦線は動き出した。
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